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　太陽が昇りきる前の緩やかな日差しのもと、商業ギルドを出た俺達は中央区の大通りを周囲の視線をチラホラと集めながら歩いていた。

　俺の背後には妙みよう齢れいの美女──ツバキが俺を護衛するために背後から抱き締めるように寄り添っている。ピッタリと密着しているので俺の頭の上にはツバキのお胸がむにゅん、と確かな弾力を伝えながら乗っている。うむ、いつも通りの完全防御態勢である。

　──ただ今朝までとは少し違う点がひとつ。俺の右腕に頰を赤く染めた美少女──シオンが抱き着いていることだ。

　朝食に猫獣人のお姉さんがやっている屋台で食事をしてから、シオンが俺の右腕に抱き着いて歩くようになった。完全防御態勢が「改」にパワーアップしたようだ。

　とはいえシオンはこの護衛態勢に慣れていないため少しだけ歩き辛い。ツバキは俺の背後にピッタリ密着しているにもかかわらず歩幅も完璧で一切動きを妨さまたげないのだから凄すごいよ。まぁ、美少女に抱き着かれているんだから歩き辛さなんてあってないようなものだけどね。

「主様、これからどちらに向かわれますか？」

「そうだなぁ。レベッカさんにも言われたし、とりあえず西区の方に行ってみようか。仕事探している獣人とかがいるんだろ？　ダダンガさんが雇っても良いって思える人もいるみたいだし、良い人がいたら雇おうかなって」

　さきほど商業ギルドで商談を終えた俺達は、レベッカさんから世間話という名の情報収集を受けることになった。その時の話で使用人は決まっているのかと聞かれたのだ。

　屋敷を貰ったとはいえ使用人がいるわけがないし、しばらくの間はツバキとシオンと三人で暮らすつもりだと言ったところ、レベッカさんとミリスさんに「……え？　あの屋敷にお住まいですよね？　掃除や洗濯などの家事は誰がするのですか？」と驚きと共に言われてしまった。

　俺としてはツバキとシオンの三人で協力すれば問題ないと思っていたんだけど、ミリスさんに「お屋敷の手入れは少し怠おこたると大変なことになります。特にあの屋敷は広い浴室がありますし掃除が大変です。それに庭の手入れに水みず汲くみに屋敷の警護、備蓄の管理など、全てを三人で行うことは難しいかと」と諭さとされた。

　いや、正論ですけどね。ただミリスさんとレベッカさんに言われると商業ギルドから人材を派遣します！　って言われているように聞こえるんだよねぇ。

　そしてここで重大な事実が判明した。──ツバキとシオンは料理ができないそうなのだ。

　そもそも、この世界では各家庭で料理をする習慣はないため、料理ができる人の方が珍しいそうだ。……メルビンさんは二人が料理できるって言ってたんだけどね。……自分達が空腹を満たすために食べる料理と主人に食べていただく料理は別物らしい。

　せっかく台所がある家を選んだのに家で食事ができないのは寂しい。だから料理人は必須。そうなると掃除や屋敷を管理してくれるメイドさんも必要だよね。ということで西区に尻尾とケモ耳をモフモフさせてくれる人を探しに行こうかと思っているわけだ。……もちろん女の子だよ？

「人間族でなくてよろしいのですか？」

「うん。ま、いい人がいるなら人間でもいいけどね。二人も一緒に探してね。一緒に働いても良さそうな人」

「お任せください！」

「ふふ。強者は気配で分かりますわ。主様に相応ふさわしい者を見定めますわ」

「……うん。お願いね」

　別に強くなくてもいいんだけど。ただ種族は問わないけど女性がいい。亜人はツバキ達の魅力が分かるみたいだから、他の男と一緒に生活させたくないし。

「旦那様ご安心ください。私達竜人を変な視線で見る種族は人間族くらいなものです」

「そうですわね。他の種族はどちらかというと畏い怖ふの視線の方が強いですわね」

　……さすがは最強種族か。でも俺が心配しているのはそこじゃないんだ。

「旦那様、具体的にはどのような方をお求めなのですか？」

「うーん、そうだね。とりあえず掃除、洗濯ができる女ひ性とと、料理ができる女ひ性とと、門番ができる女ひ性と、かな？　すぐに集める必要はないから、いい女ひ性とが見つかったらでいいけどね」

「ふふふ。シオン？　貴女あなたもうかうかはしてられませんわね」

「お、お姉さま!?　──旦那様、ここは私のポジションですからね」

「あら？　それでしたら私は左腕をキープさせて頂きたいですわね。主様が大きくなると背中からの護衛は難しいですわ」

　俺の右側──右腕はシオンのポジションらしい。ツバキは背中といずれ左腕か。……シオンがツバキくらい大きくなって俺があまり成長しなかったらどうなるんだろう？

　……両親に手を繫がれた幼い子供の姿が思い浮かんでしまった。
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　商業ギルドを出て雑談をしながら歩いていると、いつの間にか西区にある貧民街にたどり着いていた。レベッカさんに聞いたところ、貧民街は奥に行くほど危ないそうだ。

　罪を犯おかして逃げている者などが街から出ることもできず、貧民街の奥に潜ひそんでいるらしい。定期的に警備隊が巡回をするそうだけどあまり効果は出ていないみたいだ。

　まともな人物で仕事を探している人なら、貧民街に落ちても浅い方にいるだろう。ツバキもいるし少し散策するとしよう。

　しばらく貧民街を歩いて分かったのだが、貧民街とは旧住宅街だったみたいだ。老ろう朽きゆう化かした三階建ての同じ作りをした建物がズラッと並んでいる。建物の間に小道が多くあって迷路みたいになっているようだ。

　老朽化して住む人がいなくなったところに居場所がなくなった人が身を寄せているのかな。

　道端に寝転がっている人もいるけど敵意はないみたい。物珍しそうに俺達を見ている。……まぁ美女二人に抱き着かれて歩いているからね。

「────お兄さん」

「うん？　なんだ？」

　俺より背の低い女の子が両手を前にさし出して近づいて来た。一○歳くらいかな。不安そうな表情が庇ひ護ご欲よくを刺激する──が、ツバキの殺さつ気きによって数歩離れた位置で止まった。

「ヒッ！」

「不用意に近づくのは止めなさいな。これは貴女あなたのためでもありますわよ？」

　ツバキさん、子供にも容よう赦しやないっスね。いや物もの乞ごいに恵む物はないけどさ。

「お嬢さん、俺に何か用かい？」

「ぅ、お、お恵みを、くださぃ」

　おぉ、ツバキの殺気が途切れていないのに一歩前に出て声を出したよ。目が潤うるんでいるのは仕方がない。

　でも俺はただ施ほどこしを求める物乞いには何かを恵む気はない。親が病気や怪け我がで動けないなら助けないでもないけど。

「親はどうした？」

「……いないよ」

　親がいない？　こんな小さな子がここで一人で生きている？　どうやって？

　不思議に思いつつ、少女の目をジッと見ると不安げな表情に浮かぶ二つの瞳が真っ直ぐに俺を見ていた。……子供だよね？

「主様、周囲に人が集まっていますわ」

「……敵？」

「いえ、子供かと。ただ普通の人間ならこの数は脅威かも知れませんわね」

　ツバキの声に呼応するように一○歳前後くらいの俺より小さい子供達が建物の脇からぞろぞろと出てきた。

　おぉ、たくさんいるなぁ。……多いなッ!!　三○人くらいいるぞ！

「──メルをイジメるな！」

　子供達の先頭に立っていた年長の少年がそう言って木片をこちらに突き出した。他の子も一様に石や木片を持っているみたいだ。確かにこれだけの数に武器ありで来られたら大人でもやられるかも知れないな。本気度にもよるだろうけど。

「イジメているつもりはないぞ？　まぁ、君らの言うイジメが施しをしないことを言うならイジメているかも知れないけどね？」

　ツバキの殺気はイジメの部類に入るのかな？　脅し？

「うるさい！　お前も俺達を見下して、おもちゃみたいに蹴るつもりだろう！　もうあの女みたいなヤツは許さないんだ！　みんな、やるぞ!!」

「「「おおぉぉぉ!!」」」

　…………。なに？　女？　いやいや、やるぞ！　じゃないだろ。勘違いで襲い掛かるつもりか？

「主様、敵と見なしますわ」

「……怪我をさせずに止められる？」

「では、真の恐怖を教えますわ。シオン、主様の頭を抱きかかえなさい」

「はい！」

　おふ、ツバキが離れたかと思うとシオンが身体全体で包み込むように俺を抱き締めた。なになに？　ここは天国？

「────」

　ッ!?　な、なん、だ？　こ、怖い？　なにが？　──か、身体が震える。心臓が飛び出そう。……ここは地獄か？

「旦那様、気をしっかり持ってください。大丈夫です。旦那様に向けられたものではありません」

　シオンの声が天使の囁ささやきみたいに聞こえてくる。──意識が飛ぶところだった。さすがにこれで気絶したらカッコ悪いだろ。しっかりしろ、俺！

　両手でシオンを摑み、両足に力を籠こめる。心臓の鼓動は相変わらず激しく打ち付けているけど、どうにかシオンのおかげで持ち直した。

　……そうか、これがツバキの本気の殺気か。

　シオンに抱きかかえられて尚、これほどの恐怖を感じるのか？　……子供達はどうなったんだ？
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「気き概がいのある者が二人いますわね。戦士の素質がありますわ」

　殺気による圧迫感が消えるとシオンは俺を離してくれた。思った以上に身体に力が入っていたのか身体が強こわ張ばっている。それに心臓がまだドクドク言ってる。……やべぇ、シオンに支えてもらわないとまともに立てない。

　そして深呼吸しつつ周りを見ると──阿あ鼻び叫きよう喚かん……いや、叫んでいるヤツはいないから地獄絵図の方か。二人を残してみんな倒れて泡を吹いたり地面を濡らしたりしている。意識があるヤツも口を震わせて動けもしないのに後あと退ずさろうともがいているみたいだ。

　立っているのは最初に声をかけてきた少女Ａとそのあとの少年Ｂだ。涙目で足を震わせているけど、目は死んでいない。

　……ヤバい、マジで子供を尊敬してしまった。すげぇよ、お前ら。あの殺気をまともに喰らってまだ立っているとか。マジで尊敬するぞ。

「旦那様、どうしますか？」

「どう、って？」

「敵対者に対する措置です。旦那様が怪我をさせずに、と言っていたのでお姉さまが止めましたが──このあとの処遇をどうしますか？」

　いや、これ以上ないほど叩きのめしているよね？　精神的に。これ以上は良心的に無理ですよ？

「……お前ら、これ以上向かって来るなよ。俺達は別に何もしないから」

　もうやったあとだけど。でも襲い掛かろうとしたのは向こうだから仕方がないよね。

「ふー、ふー、お、俺は──みんなを、守るッ！」

「待って！　リク！　この人達は違うわ！」

　血走った目をした少年Ｂがツバキに飛び掛かろうとして悲劇のヒロインぽい少女Ａがそれを止めている。うーん。映画のワンシーンみたいだ。というか君らが襲ってきたんだからね？　なんなのこのやり取りは。

「主様、どうされますか？」

「……付き合ってらんない。……少女Ａさん、ナイス演技。おひねりは直接で良いかい？」

　悲劇のヒロインに報酬を渡そうと思い、返事を待たずに少女Ａに銀貨を一枚親指で弾いて投げた。──そして少女Ａのだいぶ手前で落ちた。

　……しょうがないだろッ!?　練習したことないし！　少女Ａも銀貨に気付いてすぐに拾ったから問題ない。

「喧けん嘩かを売る相手は選びなさいな。敵意を向けるなら子供でも容赦しませんわよ」

　……ん？　ツバキの言葉を聞いて何かが引っ掛かった。もしかして選んだ結果が俺達だった？　殺されず、最後に謝礼をくれるような甘そうな人間、とか？

　……まさか、ね？




「貧民街って想像以上に物騒だなー」

　少年少女達を置き去りにしてさらに貧民街の奥へと進んでいく。あのあとも二度ほど金を出せとオッサンがやって来たけど、俺達に近づく前にツバキの石弾で地に伏していた。

　俺の銀貨弾きを見て小石を親指で弾いているみたいだけど、練習でも実戦でも百発百中。オッサン達の人じん中ちゆうに正確に当てている。さすがですね……。

「そうですわね。ですが主様はご安心なさってくださいな。何なん人ぴとたりとも主様に近づくことは許しませんわ」

　そう言ってツバキが建物の間の暗がりに石弾を撃つと中から「ぐぇ！」って声が聞こえてきた。ツバキさんの気配察知力が凄すごいんですけど。

「殺さないようにね。……でもダダンガさんが言ったような、仕事を探していそうな人っていないね」

「建物の中にも気配を感じますから、まともな人物は室内にいるのかも知れませんわね。外は何かと物騒ですし」

　現在の物騒の原因は俺達か？　なんて考えていると駆け寄って来る足音が聞こえてきた。丁度少し広くなった場所に差し掛かったところだからまた囲むつもりかな？

「っ、お待ちください！　オレ、いや、私は敵ではありません！」

　駆け寄って来たのは獣人の男だった。俺達から一○歩ほど離れた場所で止まり、両手の平を見せたまま手をあげている。

　ツバキの攻撃範囲外で止まったのか？　戦い慣れている？

　身体付きはがっしりしているけど武器や防具は見当たらないな。薄汚れてはいるけど普通の格好だ。歳は二十代前半くらいかな。ケモ耳がピンと立ってる。……せめて女の子だったらなぁ。

「それで、なにか用ですか？」

「私はザルク、元Ｃランク冒険者です。今は左足の怪我でこのようなところにいますが、まだまだ役に立ちます！　私を雇ってください！」

　唐突だな。いったいなんだよ。

「主様、彼は犬人です。恐らく私達の会話を聞いて来たのですわ」

　え？　足音結構遠くから聞こえて来たよね？　聞こえたの？

「はい！　圧倒的強者の存在を感じて動向を注視していましたが、ダダンガさんの名前と仕事を探している者という言葉を聞き参上しました！」

　マジかよ。犬人凄いな。もしかして獣人全部そうなのか？

「獣人でも耳が良い者も悪い者もいますわ。良い者は極端に良く、悪い者でも人間程度には聞こえているとお考えくださいませ」

「私は一族でも耳が良い方だと自負しておりました！　戦闘に関しても、護衛程度には動けます！」

　左足を庇かばって立っているけど、さっきの駆け寄り方を見るとそこまで酷い怪我ではないんだろう。でも冒険者としては働けなくて貧民街に落ちたわけか。ふむ。

「護衛ってツバキやシオンに勝てるの？」

「ご冗談を!?　絶対に勝てません!!　勝負を挑もうとも思いません!!」

　……潔いな。でも自分の力量を理解しているみたいだし、高評価だ。話し方もハキハキしているし、貧民街に落ちたからって絶望しているようにも見えない。

　屋敷で雇うにしてもこんなところで生活を続けさせるわけにはいかないよね。……女性だったなら即決だったのに。

「雇うとして住み込み希望ですか？」

「いえ！　現在はこの通りにある建物の一室で娘と一緒に生活しております。雇って頂けるのでしたら、しばらくはここから通い、資金が貯まりしだい、宿か共同宿舎を借ります！」

　共同宿舎とは出稼ぎにきた者のために用意された施設の一つらしい。シェアハウスみたいな感じかな？

　ふむふむ。屋敷に住まないなら男でもセーフかな。力仕事もあるだろうし、男手も必要になるだろう。

「ちなみにダダンガさんのところで働いたことはありますか？」

「一八回ほどあります！　ここに来て半年ほど経ちますが娘に誓って悪事に手を染めたことはありません！」

　なるほどね。悪い人には見えないか。胸を避けてツバキを見上げるとツバキも頷いていた。……そして胸を乗せ直す。うん、定位置──じゃなくて、賃金ってどうなるんだろう？　メルビンさんから聞いた話では平民の月収は一五万Ｇゴールドって言ってたけど。

「ちなみに賃金はいくら欲しいですか？」

「……………ダダンガさんのところで働いている時は、日当で大銅貨四枚を頂いておりました！」

　直球で聞いたら少し悩んで教えてくれた。でも一日に四千Ｇ？　物価が違うからなんとも言えないけど──安くない？　三○日フルで働いて一二万Ｇか。

「……もちろん亜人ですのでそこまでは望んでおりません！　ダダンガさんには良くして頂いていると自覚しております！」

　え、まだ安くても良いって言ってるの？　ダダンガさんも言っていたけど、いくら亜人の賃金が安いって言ってもそれじゃ生活ができな…………だからここにいるのか。

　ダダンガさんの仕事も毎日じゃないだろうし、安くても仕事に就つきたいって思いがあるのか。

　そう言えばツバキ達にも給料が発生するってオルガノさんが言ってたな。

「ツバキ達はいくら欲しい？」

「無用ですわ。衣食住とシオンのポーションを頂ければそれで問題ありませんわ。いうなれば借金の肩代わり分が給料に当たりますわね」

　ま、そうなるよね。二人が欲しい物はなんでも買うからいいことにしよう。……今の、金持ちオヤジみたいだったな。少し自重しなければ。

「ではザルクさん、僕のところの賃金は日当で銀貨一枚にします」

「っ!?　そ、そんなに、ですか？」

　いや驚くほどの額じゃないから。ツバキとシオンは二人で月に三○○万Ｇだぞ？　キミは休みなく働いて三○万Ｇだから。……亜人の賃金としては破格なんだろうね。

　ちなみにレベッカさんから聞いた話では、この国では読み書き計算ができない平民は多いそうだ。金額を伝える時に一万Ｇと伝えても分かってくれない人も普通にいて、硬貨の枚数で話してくる人は大抵それらしい。

　ただ例外もあって、金貨での支払いの時は枚数で言うそうだ。箔はくが付くとのことだ。

「その代わり仕事には誠意をもって勤めて欲しいです。態度しだいではすぐにクビにすることもあると心得ていてくださいね」

　以前一緒の職場で働いていた外国人が無断で休んだり、仕事をサボったりすることがあったからな。挙あげ句くの果てに「日本人は働きすぎデス」って、ふざけんな！　お前の分まで俺がやってんだよ！　俺が働きすぎって言うならお前がその分負担しろやッ！　言い訳にもなっとらんわッ!?

　はぁはぁ、という訳で怠たい惰だは敵です。もちろん勤務時間は考慮するし、賃金も相場以上を心掛けよう。働きによっては昇給もあるよ！　当社は至ってホワイトです。

「もちろんです！　誠心誠意お仕えすることを誓います！」

　うん。頑張ってくれたらキチンと月給制にするから。

「では早速ですが、今日の夕方に屋敷まで来てください。屋敷の場所は──今日ダダンガさんが働いている場所です」

「分かりました！　必ず行きます！」

　……分かってくれたよ。まさかダダンガさんの匂いを追いかけるとか言わないよね？

「ダダンガさんが先ほど来て、数人連れて行きましたから場所は知っています」

　なるほど。今回はダダンガさんの選考に漏れたのね。ダダンガさんが選ぶ人材もそれなりにいるはずだよな。

「……ちなみにザルクさん、信頼できて家事ができる人に心当たりあります？」




　ザルクさんに家事仕事ができる人の心当たりを聞いたところ、すぐに声をかけてくるってことなので貧民街から出たところにある広場で待つことにした。

　あそこは襲って来る人が多いからね。経験値もゴールドも入らないのに戦っても意味ないし。

「お待たせしました！」

　広場で露天商を眺めながら時間を潰しているとザルクさんがやってきた。連れて来たのは男性二人と女性四人。……女性限定って言うのを忘れていたな。まぁザルクさんと同じく共同宿舎から来てくれるなら問題ないか。

　男性二人は獣耳が生えていて、外見年齢や体格はザルクさんと同じくらい。二人とも元冒険者かな？

　女性は二人がケモ耳獣人で十代後半から二十代前半くらい。残りの二人は人間の十代前半と十代後半くらいかな？　……女性の年齢は分かり辛いんだよ。

　この六人は全員、ザルクさんより貧民街歴が短い新人ばかりだそうだ。

　貧民街に長くいる人より入ったばかりの人の方が悪事に手を染めた確率が下がるし、貧民街から出たいと思う気持ちが強く残っているらしい。

　逆に長く貧民街で生活していると希望をなくして悪事に手を染めたり、貧民街の生活を当たり前に感じてしまうことがあるそうだ。

「初めまして。薬くす師しのヤマトです。屋敷で働いてくれる使用人を数人探しています。早速ですが面接をしますね。名前はいいです、雇うと決めてから聞きますから。種族と何ができるのか教えてください。他にもアピールポイントがあるならどうぞ。ではそちらの男性から」

　俺が一番右側の青年に手を向けると、青年が一歩前に出て背筋を伸ばした。どことなく気弱な雰囲気を感じるな。

「俺は犬人族のダリオ、あ。ちが、え、ええっと」

「あー、いいから続けてください」

「は、はい。えぇっと、犬人族です、人間より鼻が利きます。えっと元冒険者でＤランクでした。左腕を骨折して盾が持てなくなり辞めることになりました。えっと、貧民街に来て二か月くらいで、ザルクさんには冒険者の時に世話になりました。あ、あと、ダダンガさんのところで働いたこともあります！」

　ふむふむ。家事のかの字もなかったな。まぁ男に家事をしてもらいたいとは思っていないけど。

　貧民街ではダダンガさんのところで働いたことがステータスになるのかな？　経歴や特技より、ダダンガさんのところで働いていたことを強調された気がする。

　まぁいいや。次に行こう。俺が視線を向けると次の男性が入れ替わりで前に出てくる。……立ち方が悪いな。怪我か？　片足に重心を置いてるけど。……それに俺を見る視線が見下しているようだ。姿勢が悪いのも俺を蔑さげすんでいるのを身体で表現しているように感じる。一言でいうと感じが悪い。非常に。どこのゴロツキだよ。いや、人は見た目じゃないだろうけどさ。でもこれで言葉遣いも見た目通りなら一発不合格だよ。

「狼人族だ。元Ｃランクの冒険者兼傭よう兵へい。ちと問題があって隠れていたが、荒事は得意だぜ。坊ちゃんのお守りは御ご免めんだが、楽して稼げそうだからな。へへ、坊ちゃんが気に入らないヤツをシメるくらい簡単──ぐへッ！」

　……審査員のツバキさんが不合格を叩き付けました。いや、合格の要素ないし。石弾を躱かわすこともできず一発で伸びてる。

　ツバキに抱きしめられている俺を見て、鼻を鳴らして見下した上に傲ごう慢まんな態度に坊ちゃん呼ばわり。そしてツバキの実力を見抜けていないみたいだ。

　ザルクさんが青ざめているけど、俺は信頼できる人って言ったよね？　なにコイツ？　家事ができなくても審査はするけど、これはないよ？

　さて、気を取り直していよいよ本命の女性陣です。まずは獣人族の二人から行ってみよう！

「猫人族で一七歳にゃ。田舎から畑仕事が嫌で出稼ぎに来たけど仕事がなくて困ってるにゃ。家事は苦手だけど頑張るにゃ。処女にゃ」

「狐人族です、コン。二一歳です、コン。先日まで宿屋の厨ちゆう房ぼうで料理をしていました。コン。人間のお客が増えたからクビになりました、コン。仕送りが必要なので困っています、コン。……処女です。……ぁ、コン」

　……うん、とりあえず面接に処女はいらないね。あと語尾を無理して言うのは止めようか。

「小人族ですー。これでも二四歳ですよー。家事は得意ですー。以前は宿の清掃員をしていましたー。今はたまに馬小屋の清掃をしていますー。掃除は大得意ですー」

「……エルフ。……これでも一六○歳。……人間の街で四○年は生活しているから大抵のことはできる。……苦手なのは夜よ伽とぎで──冗談」

　……うん。ちょっと待とうか。なに？　女性陣はツッコミ待ちなの？　ツッコミどころ満載なんだけど！

　とりあえずツバキさん、その殺気は止めてあげようね。皆怖がっているから。

　ふぅ。えっと結局人間はいなかったのか。そうだよね、亜人のザルクさんが連れてきたらおかしいよな。

　猫さんは頼りないけど猫耳だ。アピールポイントはないけど尻尾がある。ケモ耳と尻尾を除のぞけば年相応の女の子だね。

　狐さんはなんだか疲れた感じの未み亡ぼう人じん染じみたお姉さんだ。人間の客が増えたからってクビになるんだな。亜人には働き辛い環境だよね。料理の腕に問題がなければ俺は大歓迎だけど。

　小人族の子は人間の子供と変わらない外見だ。俺より小さいし。これで二四歳か。一二歳で通るぞ。……詐欺だな。

　エルフさんはよく見ると耳が少し長くて尖っているね。それにかなり美形だ。ツバキとシオンで慣れているから気にならなかったけど、普通に見ると異質なほどの美少女だな。ただ目元が半眼というか、ジト目というか。もう少し笑顔だったら完璧だったと思うんだけどね。うーん、それに猫さんより若く見える。これで一六○歳は詐欺だね。

　ふむふむ。つまり猫さんは猫で。狐さんは料理人。小人さんは家政婦。エルフさんは万能か。…………よし、全員雇うか！　いやだって、猫耳撫でたいし。

　……あ、男もいた。狼は退場になったけど、犬さんはザルクさんと交代で組ませるとするか。

「ツバキとシオンはどう？」

「私はそこの狼以外は問題ありませんわ」

「私もお姉さまと同意見です。ただ皆さんはどちらにお住みになるのですか？」

　シオンの質問に一同が顔を見合わせている。うん、それだけじゃ選べないよね。

「条件はありますけど、希望者は住み込みでもいいですよ。今住んでいる場所から通っても良いですし。ザルクさんはそうするみたいです」

「なら俺はザルクさんと同じくここから通いたいです。いずれは共同宿舎に移動するつもりですけど」

「私は住み込みがいいにゃ。ここは臭いにゃ」

「わ、私も住み込みがいいです、コン。村に仕送りをしているので節約したいですコン」

「私も住み込みがいいですー。その代わり休憩時間以外は働きますのでー」

「……私はどっちでもいい。……屋敷の部屋でも、ご主人様の寝室でも。……ごめんなさい冗談です」

　……エルフさんはツバキの殺気が好きみたいだ。わざと煽あおっているのだろうか？

「旦那様、住み込みとなるなら人柄を把握する機会を頂きたいです。私かお姉さまが皆さんと一対一で少しお話をさせて頂ければ済みますので」

「なら住み込み希望者はシオンと面談をして許可を得ることが条件ね。使用人についてはシオンに一任するから、シオンが認めれば俺も認めるってことで」

　男のザルクさんとダリオさんは通いになるから問題ない。ツバキとシオンなら間者が紛れていても見抜いてくれるだろう。間者じゃなくても使用人にもポーションには関わらせないけどね。

「シオン様との面談はいつするにゃ？　できれば今日からでも住み込みに行きたいにゃ」

「ならそこの宿を一部屋借りよう。シオンお願いできる？」

「はい。お任せください。皆さん、ついてきてください」

　シオンが女性陣を連れて近くの宿に向かって行く。銀貨以下の硬貨は全部渡しているから十分足りるだろう。

　さて、俺は残った犬人二人の最終審査をしようかな。女性陣だけ審査して男性陣をしないのは不公平だからね。

「ツバキ、この二人の相手お願いできる？」

「ええ。構いませんわよ。軽く揉んであげますわ」

「ッ、や、ヤマト様！　私達二人では相手にもなりませんよ!?」

「そ、そうです、シオン様が相手でも触れることすらできませんから！」

「別に勝てと言っているわけではありませんよ？　気概を見せてください。お二人には門番や屋敷周りの警戒を担当してもらいます。ちょっとした強盗相手にそそくさと逃げられたら目も当てられませんから。……心配しなくても大丈夫ですよ、先ほど僕より小さい少年少女が耐えていましたし」

「待ってください！　それ基準にしたらダメなやつです！　私も遠くで見ていましたけど、それでも身体が動かなくなったんですから！」

「娘さんのことを思い浮かべれば耐えられますよ。……たぶん」

「俺には娘がいませんよ!?」

「──いい加減に主様に意見を言うのは止めなさいな。本気でヤリますわよ？」

「「失礼しましたッ!!」」

「では開始です」

「「ちょ!!」」

　二人が驚きよう愕がくの表情を浮かべると同時にツバキが俺の頭を抱き締めた。そして次の瞬間──ゾクリと身体が震えた。

　二度目だからなんとか耐えることができたけどこれはアレだ、一回転するジェットコースターに乗った気分だ。

　最初は落ちるんじゃないかと恐怖が身体を支配するけど、二度目はシートベルトがしっかり付いていることを理解してジェットコースターに乗った気分だね。怖いけど安心して恐怖を楽しめる的な。

　……まぁ、直接殺気を受けている二人はシートベルトなしで椅子にしがみ付いている心境だろうけど。

「……ギリギリ合格ですわね」

　ツバキの腕から解放されると目の前に膝をついて荒い呼吸を繰り返す男が二人いた。

　うん。命からがらジェットコースターから降りた人みたいだ。

「はぁ、はぁ、はぁ、こ、これで、正式に、雇って、頂ける、のですか？」

「…………。…………。…………」

　一人は耳も尻尾も萎しおれて動かないぞ。意識はありそうだけど。

「ええ。ツバキが合格を出しましたから。今日からよろしくお願いします」

「おぉ！　こ、こちらこそ！　おっと、ハハハ、足にきていますね。さすがです」

　俺が差し出した手を握ろうと慌てて立ち上がろうとしたザルクさんが足をもつれさせていた。

　足を怪我しているのは間違いないみたいだ。俺のポーションなら治すこともできるだろうけど、会ったばかりの人にポーションの秘密を教えるわけにもいかないからな。……今後の働きしだいかな。

「よろしく、お願いします。……お館様」

　おっと、もう一人の犬さん、ダリオさんも復活したようだ。ツバキから微妙に距離を取っているのが気になるけどしばらくは仕方がないか。

　……それにしてもお館様か。斬新な呼び方がきたな。……ご主人様は女の子に呼んでもらいたいからこれでいいか。

「旦那様、お待たせしました」

　シオンがもう帰って来た。随ずい分ぶんと早かった──、後ろの獣人二人の目から生気が抜けているんだけど？

　……気にしたらダメ？

「ご主人様。メイプルにゃ。馬鹿でどうしようもない私を雇ってくれてありがとうございますにゃ」

「ご主人様、ヨウコです。料理しか能のないどうしようもない愚かな女ですがこれからよろしくお願いします。……コン」

「ご主人さまー。スンスンですー。私がメイド長になりましたー。よろしくお願いしますー」

「……ご主人様、ヤマヤマって呼んで良い？　……冗談ですごめんなさい。……シルフィーネ・フィロイヤル。親しい人はフィーネって呼ぶ」

　メイプルとヨウコの二人は何があったんだろう。それにしても見た目が一番幼いスンスンがメイド長？　いや、エルフさんを除いたら一番年長だけどさ。

「それでシルフィーネ・フィロイヤルさん。俺達は貴女あなたをなんと呼べばいいですか？」

「……ヤマヤマはフィーネ。……他はシルフィ」

　どうやら俺は親しい人と認められたみたいだ。愛称もセットみたいだけど。

　……ツバキさん、気にしなくていいからね。シオンも笑顔が怖いよ？

　さて、予定より人数が増えたけど広い屋敷だし問題ないだろう。……そう言えば賃金の話してないね。ザルクさんから聞いているのかな？　スンスンはメイド長なら高めにした方がいいか。

「賃金はスンスン以外、一日銀貨一枚ね。スンスンは管理職だから銀貨一枚と大銅貨五枚ね」

「「「ッ!?」」」

　なんか驚いているんですけど。ザルクさんまで驚くのはおかしいよね？　……フィーネだけは眠そうに見てるけど。

「休みは数日前に申告してください。管理はスンスンとシオンに任せるから適当に指示してね」

　レベッカさんに聞いていた話では使用人には基本的に休みはないそうだ。特に亜人は出稼ぎできているから無駄に休みを欲しがる人はいないらしい。

　……週休ゼロはブラックすぎるから、一日くらいは交代で休ませよう。あとは休憩時間を多めに取らせるか。その辺りはスンスンと相談しよう。

「雇いはするけど、勤務態度次第ではクビにすることもあると思っていてくださいね。ザルクさんにも言ったけど仕事には誠意をもって勤めて欲しい。休むところは休んで良いから不誠実な行いだけはしないこと。…………とは言ってもいきなりクビにはしないから、何度か注意しても直らない場合だよ」

　皆さんクビって聞いてから絶望的な表情をしているから少し猶ゆう予よがあることを伝えることにした。

「ご主人さまー、皆を代表して誠心誠意お仕えすることを誓いますー。ご主人さまが与えてくださった恩義に報むくいるだけの働きをお約束しますー」

　スンスンが一歩前に出て宣誓して、それに合わせて全員が頭を下げる。……うん、予定外に大人数雇うことになったけど、いい人達と出会えたから良しとしよう。

　……でもこのままじゃマズいか。

「皆さんこれから時間空いていますか？」

「はいー、大丈夫ですよー」

　皆さん貧民街にいただけあって少し汚れているんだよね。特に男性二人は酷い。髪がボサボサだし髭ひげが伸びてる。それに服に汚れが付着している。悪臭が漂っているわけではないけど、ハグを求められても拒否したい格好だ。……清潔でも拒否するけど。

　その点、女性陣は比較的清潔感がある。とはいえやはり所々気になる点はあるけど。男性陣ほどじゃないけど髪の毛がごわついている。ハグを求められたら受けるけど。……まぁそれは置いておいて。

「ではまず衣装を用意しに行きましょう。この辺りに使用人の服を扱っている商店はありますか？」

「それでしたらー、中央区にハールの裁縫店という衣服店がありますよー」

　スンスンの提案を聞いて周りの皆さんも頷いているから間違いないみたいだ。

「ではそこに行きます。…………そこの男性二人、少し身綺麗にしてから追い掛けてきてください。その格好では入店を拒否されますよ？」

「「了解です！」」

　すぐさま貧民街の方に走って行く男性二人。スンスンに話を聞くと、ダダンガさんが連れて行く時も同じやり取りがあるから慣れているそうだ。

　……なら常に身綺麗にしろよ。って思うのは日本人の感性なのかな？

「貧民街の男性方が雇われ辛いのはー、ズボラだからだと思いますー」

　スンスンによると貧民街の亜人だとしても、賃金が安いとはいえ日雇いで雇ってくれる店は多少なりとあるそうだ。

　ただ商店関係は女性が雇われやすく、男性は重労働の仕事くらいしかないそうだ。

「食堂の皿洗いや清掃は亜人にさせるお店は結構あります、コン」

「……貧民街にいるからって身だしなみに気を遣えない人に仕事はない」

「にゃ!?　だから私は断られていたにゃか！」

　……よく見ると猫娘も髪がボサボサだな。そういう髪質なんだと思っていたぞ。

「メイプル、変な臭いとか漂ってきたら追い出すからね？」

「にゃ!?　大丈夫にゃ！　これからはちゃんとキレイにするにゃ!!」

「ま、屋敷にお風呂があるし。皆も毎日使って良いから綺麗にしてね」

「「「っ!?」」」

　あれ？　なんか驚き喜び困惑している？　…………あ、そういえば水溜め要員を忘れていたな。

　しばらくはザルクさんとダリオさんにお願いしよう。門番とは水みず汲くみ仕事とみつけたり。





　　　　※






「──ッそが!!　なんで俺様が謹慎しなくちゃならねぇんだよ!!　っざけんな!!」

　ヴァリド男だん爵しやく家けの一室にて謹慎を命じられたセルガは、その鬱うつ憤ぷんを晴らすために部屋にある机や椅子を蹴り、叩きつけ、投げつけて破壊していた。

　商業ギルドから資格停止処分を受けたため、薬師の師からもポーションに関わることを厳禁とされたせいで、その恨みは止まる所を知らなかった。

「くそッ！　暴行事件の罰だと!?　昨日のクソガキの件ならアイツが悪いだろうが!?　俺はＤランク様だぞ！　Ｆランクのザコに指導して何が悪い！　あのクソガキがギルドに垂れ込みやがったせいだな。この俺様に逆らうとは良い度胸だ！　次は二度とその口が利けないように徹底的にぶちのめしてやるッ!!」

　パリンッ！

　セルガが投げつけた椅子が窓を突き破り、二階の窓から下へ転落する。幸い下に使用人の姿はなく、ことなきを得たがセルガの怒りは治まらない。

　セルガを見張るように言われている使用人がセルガの部屋の前で待機しているが、その暴れ振りに飛び火しないかと戦々恐々としていた。

『──セルガ様。リンダ様をお連れしました』

　扉の向こう側から執事の声が聞こえ、セルガ同様に商業ギルドから謹慎処分を受けているはずの受付係のリンダがセルガの部屋を訪れていた。

「セルガさん、来ましたよー」

「おお！　来たか。一体どうなっている？　俺が資格停止というのは何かの間違いだろう？」

「いいえ、商業ギルドから正式に下った命令みたいですよ。私まで巻き添えで罰金を払うことになったんですからね」

「なんだと？　くそッ、俺が後日正式にギルドに訴えるから待っていろ」

　セルガは自身が動けないため、使用人を通してリンダに今回の件を調べて知らせに来るように伝えていた。

　リンダ自身も謹慎処分を受けていたが、セルガからの命令だという免罪符を片手にギルドで情報を集め、ヴァリド男爵家にやってきていた。

「いえいえ、それには及びませんよ。それに今日ここに来たのはセルガさんに話があったからです」

「うん？　なんだ？　改まって」

「私、セルガさんとのお付き合いを止めようと思います」

「……なんだと？」

「セルガさんが暴力事件を起こしたって街中で噂ですよ。名前は公表していなかったですけど、あの場には商人がたくさんいましたからねー。話が広がるのは止めようがないですよ。ご愁しゆう傷しよう様さまです」

「だからどうした？　この俺が平民の小僧を教育したことがなんだというつもりだ？　そんなことでこの俺と別れると言っているのか？」

　昨夜から続くイライラに、さらなる追い打ちを掛けるかのような事態にセルガの表情は悪あつ鬼きの如ごとく歪んでいた。

　それを尻目にリンダは飄ひよう々ひようと部屋の中に倒れていた椅子を起こし腰掛ける。セルガの態度をまるで意に介していないその姿にセルガの怒りはさらに増していく。

「だってセルガさん、落ち目ですから。それに私、恋、したんですよ」

「──なんだと？」

　リンダの不可解な発言にセルガの怒気が薄れる。そして訝いぶかし気げな視線をセルガがリンダに向けるがそれに気付かないリンダは両手を合わせ、うっとりとした表情を浮かべていた。

「あの子、ヤマト君っていうらしいですけど、あの鬼の副ギルド長が頭を下げて常に畏かしこまる存在なんですよ？　それに昨日登録したばかりなのにもうＣランクに昇格したらしいです。三年もかけてまだＤランクのセルガさんとは大違いですよー」

　リンダの物言いにこめかみをヒクつかせながらも、聞き捨てならないセリフに怒りを堪えたセルガが口を開く。

「Ｃランクになっただと？　ありえないだろう……。まさかあのガキがポーション職人だとでもいうつもりか」

「まぁ、現状を鑑みるにそうとしか思えませんよね。あ、セルガさんはヤマト様って呼んだ方がいいですよー」

　リンダの軽口に反論することもできず、セルガは自分が置かれている状況から事態の深刻さを理解した。商業ギルドが認めるポーション職人を相手に貴族の子弟とはいえ、一介の薬師が暴力を振るった。商業ギルド、並びに街の重役である貴族達がどちらを擁護するかは考えるまでもなかった。

「……俺の資格は剝奪されるのか？」

「そりゃ、セルガさんは格上のポーション職人であるヤマト君に対して暴力事件を起こしていますからねぇ。……男爵様から勘当されたりして？」
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「…………」

　リンダの意見に「何を馬鹿なことを」と考える一方で、ヤマトが本当にポーション職人であった場合はあながちありえないことでもないという考えが脳裏を掠かすめていた。

　貴族の子弟であり、期待のＤランク薬師を資格停止にした商業ギルド。落ち着いて考えると自分以上の存在がいて、どちらを選ぶか決めた結果であると理解できた。

　しかし理解できることと納得できることは違う。

「……リンダ、お前の考えは分かった。確かに俺は落ち目だ。別れたいなら好きにしろ。──ただし、一つだけ条件がある。それで後腐れなく別れてやるよ」

　瞳の奥に邪よこしまな影を宿らせるセルガの視線に、リンダはただ頷くことしかできなかった。





　　　　※






　スンスン達女性の使用人を引き連れて、俺達は中央区の路地裏にあるお店にやってきた。

　同じ中央区でも俺の屋敷からは結構遠い。貧民街がある西区にほど近く、表通りから入り込んだ裏路地にあるから少し治安が怪しい。堅かた気ぎに見えない人相の男が木箱に腰掛けていたりする。普通なら踵きびすを返すところだな。

「ここがー、ハールの裁縫店ですー」

　店には看板一つないし、ショーウインドーもないからなんの店か分からないぞ。

　スンスン達が勧めるわけだし変な店ではないと思いたいが…………ま、ツバキ達がいるから問題ないか。

　とりあえず入ってみよう。判断するのはそれからでいいし。

「──うん？　おや、いらっしゃい。随分とたくさんいるねぇ。スンスンが連れて来たお客さんかい？」

　店の中に入ると恰かつ幅ぷくのいいおばさんが作業台の前で布を裁断していた。

　俺達に気付いて声を掛けてくれたけどスンスンの知り合いなのかな。人間に見えるけど亜人と人間の違いって些さ細さいなことだから分かり辛いんだよね。

　店の中は一○畳ほどの狭い部屋だった。そこに作業台やカウンターがドンと置かれて、さらに手狭にしている。壁に棚が設置してあり洋服が畳んで置いてあるみたいだ。……でも数はそれほど多くはないみたいだな。

「こちらはー、私の新しいご主人さまですー。衣服をご所望だったのでお連れしましたー」

「おやおや、なら他の娘達も雇われたのかい？　随分と気前の良い若旦那だねぇ。こりゃー期待できそうだ」

「期待に応えられるかは分かりませんけど、彼女達を使用人として雇うことにしまして使用人用の服が欲しいんです。用意できますか？」

「そりゃもちろんだ。ここは服屋だからね。ただ使用人の服っていっても色々あるよ？」

「メイド服ってあります？」

「貴族向けならあるよ。新品が良いならオーダーメイド。古着で良いならそっちの棚にあるよ。食堂で使われているメイド服が欲しいなら今はオーダーメイドになるね」

　貴族向けのメイド服と食堂のメイド服って違いがあるのか？　……値段か。貴族向けのメイド服は素材が良いから高いみたいだ。

　シオンがおばさんに言われた棚から一着のメイド服を取り出して広げる。足首まで隠せるようなロングスカートに袖が細くて窮きゆう屈くつそうなメイド服だ。シオンが身体にあてて見せてくれたけど──やはり美人は何を着せても似合うな。……じゃなくて。

「これって一般的なメイド服になるんですか？　古着ってことは貴族家から売られた物ですよね？　その貴族特有の作りをしているとか？」

「ないない。これは一般的なもんだよ。貴族家の紋章が入ったメイド服なんて売りに出せるわけないだろ？　これは男爵家の使用人が服のサイズが合わなくなって作り直した時に引き取った物だよ。ほつれや破れは直してあるからサイズが合えば問題ないよ。……そうだね、スンスンとそっちの大きい竜人以外ならサイズはあるよ。スンスンは大きいサイズを調整して作り直せるけど、そっちの竜人は大きいからオーダーメイドになるよ」

　うん。ツバキは大きいからね。色々と。ただツバキとシオンはメイド服はいらないから問題ない。

　問題があるとしたらスンスンの分が作り直しってことだね。どれくらい掛かるんだろ。

「このメイド服の中古と新品の値段はいくらですか？」

「中古なら一着銀貨三枚。新品なら銀貨二○枚だね」

　新品は結構するんだな。貴族御ご用よう達たしだし良い素材なんだろう。まぁ科学が発展していない世界なら布を作るのも大変だろうからね。平民は古着の着回し手直しが普通だろうな。

　古着といっても綺麗に洗濯されているみたいだし、どうせ作業着だからこれで良いよね？

「メイプルとヨウコとフィーネは自分に合うサイズを選んで。スンスンの分は調整して欲しいけど時間はどれくらい掛かります？」

「そうだねぇ。高くてお急ぎと安くて数日、どっちがいい？」

「そうですね。…………銀貨二枚でどうですか？」

「それなら超お急ぎだね。明日中に仕上げてあげるよ」

「では銀貨五枚出すので今日の夕方までに仕上げてくれませんか？」

「はっはっは、いいね。若様は気前が良い。了解、五の鐘が鳴るまでに仕上げてみせるよ」

　五の鐘ってなんぞや？　と思っていたら、シオンが時間を知らせる鐘の音だと教えてくれた。昨日はもちろん、今朝も鳴っていて、ギルドでも聞こえていたらしい。全然気にしてなかったよ。

　今は三の鐘の前だからお昼前らしい。鐘は二時間置きに鳴るらしくて六の鐘まであるそうだ。三の鐘が一二時なら六の鐘が最後の鐘で一八時だな。五の鐘はそれより二時間前で一六時。うん、領主を迎えるには十分間に合うね。

「ではお願いしますね。あぁそうだ、ついでにツバキとシオンは部屋着や着替えを数着買っておいてね。昨日は荷物になると思っていたから一着しか買ってなかっただろ？　あと俺の服も適当に見み繕つくろってくれない？」

　この国の服は元の世界の化学繊維と違うし、素材の種類も多いからイマイチどれが良いのか分からないんだよね。意い匠しようも独特な物が多いしツバキ達に選んでもらった方が楽だ。ツバキ達が気に入る服ならなんでもいいし。

　……なーんて思っていた俺は愚かでした。

「…………なんでこんな金ぴかなの？」

　ツバキ達が店をひっくり返す勢いで選んで持ってきたのは、布に金箔でも張り付けているようなピカピカした服だった。布としての柔軟性を失ったなんのために存在するのか分からない服を持ってこられて着せられたのだが──。

「主様の威光を知らしめるに適した服だと思いますわ」

「旦那様の輝きを表すには店内の品では力不足でした。それを店主に伝えたところ、こちらの衣装はどうかと。旦那様の輝きには劣りますが、この店にはこれ以上の物はありません」

「…………昨日は普通に選んでくれたよね？」

　そう、昨日市場で見ていた時に買った服は至ってまともだった。少なくとも金ぴかではなかった。

「今朝までは主様の威光を正しく理解しておりませんでしたわ」

「旦那様、金額は上がりますが旦那様に相応ふさわしい服をオーダーメイドで作ることはできませんか？　私とお姉さまで責任をもって作らせますので」

「却下です。スンスンとヨウコ、あとフィーネで選んでくれる？　一般的なこの国の人間が着る服でお願い。難しいようなら今俺が着ている服と同じものでいいから。ツバキとシオンは三人の邪魔をせずに自分達の服を探しなさい。気に入った物がないなら二人の分はオーダーメイドでいいから」

　ツバキが視線で三人を誘導しそうなので先に釘を刺しておく。今の二人に任せたらどんな奇抜な衣装を作るか分かったもんじゃない。

「あのぉ、ご主人様？　なんで私はのけ者にゃ？」

「…………。…………。メイプルは奇抜そうだから」

「考えた末の答えがそれかにゃ!?　私も選ぶにゃ！　ご主人様をにゃふんって言わせるにゃ！」

　たぶんどんなに努力してもにゃふんとは言わないかな。まぁ好きに選んでください。常識の範囲内なら問題ないから。

「旦那様、私もこちらをよろしいでしょうか？」

　メイプルを見送っているとシオンがメイド服を片手にやってきた。

　使用人を雇ったわけだしツバキとシオンには家事をやらせようとは思っていなかったんだけどね。……ま、シオンが欲しいなら是非もないか。

「うん。いいよ。シオンに似合っていたからね。ただ無理して家事をする必要はないよ？」

「あ、ありがとうございます。私はスンスンさんと使用人の管理をしますから、屋敷では使用人と同じ作業をしようかと思っています。二階には使用人が入れない部屋もありますから」

　なるほど。確かにポーション工房には入らせるわけにはいかないか。作っていないことがモロバレするし。

　万全を期するなら使用人は二階の立ち入りを禁止にした方がいいか。俺とツバキも手伝うし二階くらいは俺達で清掃できるだろう。

「なら俺とツバキの作業着も用意しようか」

「主様の分は不要ですわ。私とシオンで十分ですわ」

「そうです。旦那様のお手を煩わずらわせては、なんのために私達がいるのか分かりません」

「いや、二人がいるのは俺の心の平穏のためだし、二人はただ傍そばにいてくれるだけで良いよ？」

　二人がいてくれるだけでこれほど心強いことはない。

「…………あんたら、人の店でいちゃつくんじゃないよ。そういうことは家に帰ってやりな」

「にゃうー。凄いにゃ。タラシがいるにゃ」

「亜人にここまで言う人間族を初めて見ました。コン」

「うふふ。若いって良いですねー」

「……負けない」

　何やら周りの視線が熱い。そして俺とシオンの顔も熱いようだ。いま俺なんて言った？　──ヤバい恥ずかしい。

「「お待たせしました!!」」

　ナイスタイミングで犬人二人がやって来た。盛大に駆け込んできたから皆の意識がそっちに持って行かれてどうにか鎮静化したようだ。




　遅れて来たザルクさんとダリオさんも含めて全員分の服を用意してもらい支払いを終えて店を出る。

　俺の服もスンスン達が無難な物を選んでくれたので問題ない。……メイプルは貴族のお坊ちゃんが着るような畏まった衣装を持ってきたので却下させてもらった。

　ただツバキのメイド服に関してはツバキの身長に合う物はオーダーメイドになるので用意できなかった。その為ツバキは男物の執事服を購入。もちろん新品です。どこかの男の脂汗が付着しているかも知れない服をツバキに着せるわけにはいかないからね。

　身長の高いツバキが着ると執事服でも似合っていた。……胸元のボタンが留められないので谷間が強調されているのはご愛あい敬きようで。

　ツバキも満更でもない感じだから結果オーライだろう。一応メイド服も作成依頼したけどね。

「それでは皆さん。一旦ここでお別れです。キチンと身綺麗にしてから屋敷に来てください。特にそこの男二人」

　ザルクさんとダリオさんには正装として執事服を用意した。普段は軽装の装備を身に付けて屋敷の水汲みと門番と警けい邏らを任せることにしている。水汲みに関しては二つ返事でＯＫがもらえた。ただ風呂には入りたくない様子だった。

　俺としては水汲みをしてもらうから、建前として最後になるけど風呂に入って帰るかと聞いたんだけど、必死に辞退された。まぁ良いけどね。

　ただ汚れが気になるので代金は俺持ちで良いから二日に一回は最低でも風呂屋に行ってね、と当たり前のように言ったらあからさまに嫌な顔をされた。

　……一体何日風呂に入っていないんだ？　この国は気候が穏やかだから汗はあまりかかないけど、それでも風呂に入りたい衝動はあるぞ？　これって俺が日本人だからか？　と思っていたら女性達から不潔だの、不衛生だの、ゴミだの、害虫だの言われ、最後にシオンが「旦那様に相応しくない使用人が交ざり込んでいたようです」と言ったことから風呂屋に行くことを約束してくれた。

「大丈夫です！　約束は必ず守ります！　不潔とは呼ばれないよう努める所存です！」

「俺もです！　宿まで用意して頂けたのです。これで不衛生な生活など仁義に反します！」

　二人は貧民街から通うって言っていたから、それはどうだろうとスンスンに相談したところ、スンスンが先日まで働いていた宿屋を勧められた。亜人を相手にしている安宿で三人一部屋を一か月で借りると銀貨八枚だそうだ。

　その代わり風呂もトイレもベッドもない、ただの空き部屋に毛布が人数分支給されるだけらしい。ただ貧民街の空き部屋より治安も清潔さも良いそうだ。

　……俺達が昨日泊まった高級宿は三人で一泊銀貨六枚だったなー。まぁそれは置いておいて。

　その安宿の部屋にザルクさんと娘さん、そしてダリオさんが共同で生活することになった。もちろん宿代は俺持ちだ。賃金の天引きじゃないよ？　スンスン達は屋敷に部屋を用意するんだし、男性サイドにもそれくらいはするよ？

「なら毎日風呂屋に行ってくださいね。あ、ザルクさんの娘さんの分も出してあげますよ」

「…………。…………あり、がとう、ございます」

「…………感謝、します」

　……お前らそんなに風呂がイヤか？　湯船ないんだろ？　蒸気風呂って言ってたよね？　そもそも犬人って言っても毛深いわけじゃないし、毛が濡れてイヤってわけでもないだろうに。

「ご主人さまー。今日はキチンとお風呂屋さんまで連行しますからー。安心してくださいねー」

「私達が責任をもって綺麗になっているか確認してからお屋敷に向かいます、コン」

　スンスン達はメイプル以外身だしなみに気を遣っているみたいだけど、それでも毎日お風呂に行けていたわけではないので、今日は俺持ちで使用人全員を風呂屋に行かせることにした。

　犬人二人が烏からすの行ぎよう水ずいなんて真似をしたら、何回でも入り直させて良いと銀貨一枚をスンスンに預けている。

　同じ獣人のメイプルはお風呂が嫌いではなく、むしろお風呂に行けることを喜んでいるから問題はないだろう。ザルクさんとダリオさんはスンスン達に身だしなみの大切さを叩きこまれている様子だったので今後は大丈夫かな。

「うん。よろしくね。二人ともスンスンは君らの上司であることを理解した上で対応してね。あまり我わが儘まま言うと…………。期待しているよ？」

「「了解であります!!」」

　うん。いい返事だ。スンスンが子供みたいな見た目だからって変な真似はしないだろう。俺の中での使用人の序列は女性上位、男性下位だからね。

　獣人は強さに従う傾向があるそうだけど、俺のもとで働く以上そんな傾向知ったことじゃないから。

　……ちなみに俺はツバキ達が従う主であるから、見た目や強さに関係なく従うそうだ。




「…………使用人を全員お風呂屋さんに行かせ、俺達は街で買い物をするつもりである」

「……分かった。……行こう」

「いや、フィーネもだよ」

　スンスン達と一旦別れて市場を見に行こうと思い、ツバキが完全防御態勢に移行し、シオンが右腕に摑まり、フィーネが左腕に腕を絡める。

　完全防御態勢「改」が完全防御態勢「極」になってしまった。──いや、じゃなくて。

「主様の左腕は私の未来の定位置ですわよ？」

「……なら今は空いている。……今のままでは守備に問題があると判断した」

「お姉さまの護衛に問題があると言うおつもりですか？　走そう竜りゆうが走ってきても片手で止めることができますよ」

　走竜って馬の代わりに馬車を引いたりしてるヤツだよね。街中でもたまに見るけど、馬が二頭引きしている馬車を走竜は一頭で引いていたぞ。馬車の方が一般的だけど竜車の方が大量の荷物を運べるし持久力もケタ違いに高いらしい。暴走した走竜が家の壁に激突したら壁に穴が空くほどの突進力らしいんだけど？

「……護衛が万全であるというならシオンも必要ない。……離れるべき。……私は離れないけど」

「────」

　ちょっとお二人さん、俺を挟んで言い合いするのは止めようか。シオンからゾクゾクする気配を感じるんだけど。……助けてツバえもん！

　頭を激しく揺さぶるとそれに比例した弾力が頭に返って来る。……これ楽しいかも。

「お二人ともお止めなさいな。主様が興味を失って私の胸で遊んでいるでしょう？」

　……ハッ!?　つい楽しんでしまった！　う、両側からの視線が痛い。

「ふぅ、旦那様が嫌ではないのでしたら私から言うことはありません」

「……賢明な判断。……私は興味を持った対象からは離れない。……それに私は今朝お風呂に入っているから問題ない」

　確かにフィーネから良い匂いがする。スンスン達もフィーネが風呂に入っているのを知っていたから置いて行ったのか。……俺は興味を持たれるようなことをしたのかな？

「フィーネの髪はメイプルと比べたら綺麗だよね」

「……ちょっと待つ。……駄猫と比べられるのは心外。……私の髪は滑らか。……触ると分かる」

「両手をホールドされているのにどうやって触れと？」

「……シオン、ヤマヤマが困っている。……離れて」

「──その口をどうにかしないと本当に怒りますよ？」

　おいフィーネ！　シオンからツバキ並みの殺気が漏れ出しているぞ!?　心の準備ができていないとホントにキツイんだぞ！

「……仕方がない。……ヤマヤマ触るといい」

「お、おう？　……うーん、普通？」

「ガ──ン。……今の結構ショック。……割と自信があった。……ヤマヤマは辛しん辣らつ。……それともシオンの髪はそれほど良いの？」

　フィーネに手を頭に持って行かれたので、指で掬すくうように撫でて確かめてみたけどリンスをしたあとのようなサラサラと零れて行くような感じではなく、少しゴワッとしていて指に当たる感覚があった。

　俺の滑らかな髪の定義は、リンスのＣＭに出てくる女優さんが髪の毛をかき上げてサラサラ流れるような髪だったのだが。

　シオンの髪にも視線を向けるとシオンが俺の腕から離れて行ってしまった。……少しショック。いきなり触ったりしないよ？

「旦那様に触られるのが嫌というわけではありません。ただ今はあまり髪に時間を掛けていませんので、旦那様にお触り頂くほどの髪質ではないと思います。明日か明後日までお待ちください、旦那様に相応しい髪に仕上げてみせます！」

　女性の髪について男がとやかく言うのはダメな気がしてきた。これは泥沼になる予感。こんな時はコレ。困ったら褒めろ！　話はそれからだ！

「シオンの髪は綺麗だよ」

「あ、ありがとうございます」

「主様？　私の髪はどうですか？」

　……新たな刺客が参戦か。ツバキさん、わざとでしょ？

「ツバキの髪も綺麗だよ」

「そうでしょうか？　結構髪にダメージがあると思っているのですけど。見てくださいませ、枝毛があるでしょう？」

　勘弁してください。そういうのになんて答えていいか分かんないから……。

「……ヤマヤマ、私も後日再戦。……ダメ出しされて終われない」

「いや、ダメとは言ってないよ？　フィーネの髪も少しごわついているけど触り心地は良かったよ？　良い匂いするし」

「……ヤマヤマの匂いフェチ」

「ちょっと待て、いや、否定できない気もするけど。少し待とうか」

　俺は匂いフェチなのか？　でも良い匂いがするんだから仕方がないだろう！　至近距離に美少女が三人もいたら匂いも嗅いじゃうよ？　……俺は匂いフェチかも知れない。────じゃなくて、そもそもなんでフェチって言葉があるんだ？　転生者か？　転生者のせいなのか!?

「シルフィ、旦那様に悪気はないのです」

「ええ。良い意味で捉とらえなさいな」

　……なんだろう。女性同士の結束が生まれたような気がするのだが。




　結局フィーネを加えて完全防御態勢「極」で中央区の市場にやってきた俺達四人。まだ二日目だというのに周囲の視線は既に生温かいものになっているようだ。

「おッ！　また来たな坊主！　って新しい亜人が増えているじゃねぇか！」

「あんたも物好きだねぇ、コレどうだい？　安くしとくよ！」

「あれが亜人じゃなかったら呪っているところだな」

「うんだうんだ。でもあの光景は羨ましいだ」

「あのガキもあと三年もしたら現実を理解す、ゴブッ!?」

「どうした！　野菜屋！　いきなり後ろに吹き飛ぶなんて一体どうなっているんだ!?」

　……うん、ここは賑やかだね。野菜屋さんらしき人のパフォーマンスも見事だ。喋りながらいきなり陳列棚に後ろから突っ込むなんて身体張りすぎだろう。……ツバキの手の動きって俺からはよく見えるんだよねぇ。

「ほどほどにね？」

「心得ていますわ。これでしたら危険性も少なく安全に無力化できますから問題ありませんわ」

　……たぶん被弾者は安全ではないと思う。危険性って殺す危険って意味？

「……さすがは竜人の戦士。……強さの桁が違う」

「当然です。お姉さまは最強なのです」

　お？　シオンが珍しく自慢げだ。いつも控えめなのに。フィーネのことを同い年くらいの友達と思って接しているのかな。実際は一六○歳だけど、エルフの寿命は千歳と言われているらしいから人間に換算すると一六歳くらいなのかな？

「降り掛かる火の粉は払う必要があるけど、陰口や妬ねたみは甘んじて受けるよ。俺はそれを受けるだけの理由を持っているからね」

「たとえそうだとしても、私の目が黒い内は捨て置くことはできませんわ」

　うーん。命令したら聞いてくれるんだろうけど、そんなことはしたくない。ま、悪口言うヤツが悪いからいいことにしとこう。

「うん？　この匂いは」

「……ヤマヤマ、新しい女性？」

「ちょっと待て。なんで俺が匂いを嗅いだら女性になるんだ？　いや、答えなくていい。聞きたくない」

　くそ、ちょっと覚えのあるいい香りがしたから匂いの元を探しただけなのに。

「──あら？　珍しい者がいますわね」

「…………あれは」

　ツバキとシオンの視線の先は、俺が探していた匂いの発生源と同じ方向みたいだ。

　そしてその視線の先は、丸いケモ耳の少女と厳いかつい男がいる露店だった。

　厳つい男は俺達に気付き顔つきの厳しさがさらに深まった。少女の方はそれに気付かず吞のん気きに客の呼び込みをしていた。少女が手に持って呼び込みしているモノは俺が気になった匂いの元──お茶のようだ。

　この街に来てから初めてお茶を見たな。宿屋には水かエール、ワインなどの酒しかなかったからね。

「みなさーん、健康に欠かせない美味しいお茶ですよー、どうぞ見てってくださーい」

　お茶の販売をしているのか？　……お茶を見てどうするんだ？　試飲して、じゃないのか？

「お茶って珍しいの？」

「……この街では珍しい。……でも飲まれてはいる、主に貴族に。……でもアレは別格かも知れない」

「別格？」

　露店で売られているお茶が特別なのか？

「主様、あれは恐らく、件くだんの東洋国の者ですわよ」

「え、そうなの？」

「ええ。あの隣に立っている竜人に見覚えがありますわ。戦場で共に戦ったことがある者ですわ。終戦後に竜人族の大半が東洋国に亡命しているはずですから」

　ツバキさん？　東洋国について色々知っているのかな？

「詳しい話は知りませんわよ？　私達は行ったことがありませんから」

　東洋国はかなり遠い国って話だったな。シオンを連れての長旅は無理だよな。他の竜人族はツバキとシオンを残して東洋国に亡命した？

「旦那様、怒らないでください。全て私とお姉さまで決めたことですから」

　……怒る？　……俺は怒っているのか。──怒るだろ。シオンを守るために闘技場で戦っていたツバキ。そして奴隷になっているんだぞ？　他の竜人は足手まといのシオンを残して遠くの国へ亡命だと？　ふざけるなよ。──だけど、俺が口出しするのは間違っている、か。

「…………そのおかげで二人と出会えたわけだから俺は感謝したらいいのかな？」

「ええ。私達の判断は間違っていなかったと確信できましたわ」

「はい。旦那様に出会えた幸運を女神様に感謝しております」

　二人が胸の内でどう思っているのかは分からないけど、二人が明確に言葉や態度で示さない限り俺が動くのは違うよな。

「分かった。でも俺はいつでも二人の味方だから。頼りたい時は言ってね」

「感謝しますわ」

「ありがとうございます」

「……私も会話に入れて欲しい」

　わざとらしく頰を膨らませるフィーネのおかげでツバキとシオンに笑みが戻った。意外と空気を読むんだね。

「見に行っても良い？」

「ええ。私達が仕える主を自慢したいですわ」

　……それは止めて欲しいかも。でもお茶の誘惑が俺を引き寄せるのだ。

「──少し、見せてもらって良いですか？」

「はい！　どうぞどうぞ！　…………え？」

　俺達が露店に近づいて声を掛けると少女がバッと振り返り笑顔で答えてくれた。そして俺達を見て目を丸くする。

　まぁ、それが普通の反応か。左右と背後に美女を侍はべらせたヤツが目の前にいるんだし。

「失礼。我はベルリオ族のガークロウと申す。そちらはガイヤ殿の娘御とお見受けするが」

「ええ。ガイヤの娘、ツバキですわ」

「私はシオンです。そしてこちらが私達の主であるヤマト様です」

「え？　っと、ヤマトです」

　普通に会話するんだ。というかツバキ達のこと詳しく知らない？　部族が違うのか？

「──まさか、戦せん姫き殿どのに主が？　……この国の者ではないですな？」

　ツバキって戦姫って呼ばれていたのか？　敬意のある話し方だな。負い目を感じている気配はないし、この人はツバキ達の経緯を知らないみたいだな。

「僕は帝国の片田舎からきた世間知らずです。この国の常識は僕には無縁ですね」

「なるほど。戦姫殿が認めるほどの男です。我如きでは推し量ることはできますまい」

「買い被りですよ。ツバキ達に助けてもらわないと買い物一つ満足にできない小心者ですから」

「……益々もって驚きよう嘆たんの至り。戦姫殿を護衛にするほどの御方とは知らず申し訳ない」

　……あれ？　なんか勘違いしている？　腰を曲げて頭下げていらっしゃるんですけど。

「…………あのぉー、私達、なにかしましたかぁ？」

　丸耳少女が涙目で恐る恐る声を掛けてきた。……いや、別に何もしないよ？　そっちのクロウさんが勝手に頭下げているだけで。

　この子はツバキのことを知らないみたいだな。うーん、クロウさんは三十代後半くらいで、少女は十代半ばってところかな。……クロウさん、ロリコン？

「…………我の名誉のために言うが我はこの者の両親に助けられ、その恩義に報いるため、共に旅をしているのだ。断じてそのような者ではない」
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　もしかして俺と同じ視線を何度も受けたのかな？




「狸人族のコニウムです。東洋国出身の商人です」

「人間族のヤマトです。薬師やってます」

　コニウムさんの誤解を解いて、改めて自己紹介をすることになった。

　ツバキが言った通り二人は東洋国の者で商人をしているそうだ。かなり遠い国ってことだったけど商売のためにわざわざ来たのか。

「薬師、ですか？」

「ん？　ええ。とはいえまだ昨日商業ギルドに登録したばかりですけどね」

　噓は言っていない。ただコニウムさんの目が喜びに満ちた感じだったのでフラグを叩き折ることにしただけだ。

「……そうですか。でも薬師さんなら商業ギルドに顔が利いたりしませんか？」

「何か商業ギルドに要望があるのですか？」

「はい。実は高ランクポーションを都合して欲しいと商業ギルドに願い出たんですけど、東洋国の者は商業ギルドに加盟できないそうで断られてしまいました」

　なんでもポーションの数が足りていないから、商業ギルドが販売するポーションは商業ギルド加盟国でしか販売ができないそうだ。

　まぁ仮想敵国に軍事利用が可能なポーションを提供するのは無理な話だよね。ただでさえ供給が追い付いていないって言っているんだから。

「何か事情があるんですか？」

「……国の機密に関わることになります。ですが、ヤマトさんがポーションを用意できるならお話しできます」

「用意はできるかも知れませんけど、話を聞いたなら提供をしろと言われても拒否するかも知れません。別にどうしても知りたいわけではありませんし、むしろ聞きたくありません」

「うぅぅ。……話します。話を聞いて協力しても良いと思えたならお力をお貸しくださいぃ」

　藁わらにも縋すがるって感じだな。美女の命に関わる危機とかなら提供することもやぶさかではないけど。

「どこから話したものでしょうか。──まずこの辺りの国に住んでいる人は知らないかも知れませんが、商業ギルド加盟国以外の国は高ランクポーションを作ることができません。ポーション職人がいないからです」

　え、そうなの？　レベッカさんには教えてもらえなかったな。メルビンさんの説明でもＣランクポーションを作れる人は王都などには多少なりといるって話だったけど。そんなに数が少ないのか？

「東洋国やその周辺国は薬師の数も少ないです。戦乱の頃、ベアトリーチェ卿の大号令の際に大半の薬師はベアトリーチェ卿のもとに集まり、そのまま周辺国に移住しています。その周辺国が商業ギルド加盟国です。その為その他の国には高名な薬師はほとんどいません」

　へぇ。ならポーション職人はその辺の国に行ったらかなりの高待遇なんじゃないのか？

「……ヤマヤマ、ポーション職人の引き抜きは商業ギルド加盟国の規定で禁止されてる。……加盟国以外の地域に行くには厳重な審査が必要」

　……聞いてないぞ。今までの俺なら自由に行き来もできたかも知れないけど、Ｃランクになった今は下手に国外に出たら指名手配されるのか？

「…………ちなみに都市に住居を構えて住民登録している人は、加盟国どころか都市から出るにも管理者、この街だと領主様の許可が必要ですよ？」

　知っていますよね？　って目で見られても知らないから。メルビンさんもレベッカさんも一言もそんなこと言っていないぞ！

　……街を無断で抜け出すって考えがそもそもないのか。拠点登録もしているし。

「ちなみに勝手に街を抜け出したらどうなるの？」

「……良くて捕縛されて罰金や軽い刑罰。……最悪は奴隷か死刑」

　聞いといて良かった。ま、俺を殺すくらいなら奴隷にしてポーション製造マシーンにするだろうけど。

　……ふむ。こうなると領主の権限が邪魔だな。借金を返すまでは下手な真似をするつもりはなかったけど、思った以上に動きづらい。……対策が必要か。

「それで？　東洋国にポーション職人がいないことは分かったけど、どうしてポーションが必要なんですか？」

「表向きの理由は流は行やり病やまいが流行していて少しでも多くのポーションが必要だからです」

「では本当の理由は？」

「…………将軍様のご子息様が悪神の呪いを発症したのです」

　悪神の呪い？　メリリ、邪神以外にも悪神っても呼ばれているのか。……メリリ様？　そんなに広範囲に呪いをぶちまけられたら俺じゃ信者を増やすのは無理ですよ？

【だから違うってば!!　あぁぁ！　またやっちゃった!!】

　……おい、俺の思考を覗き見るのはいい加減に止めろよ。

　それにしても将軍様か。絶対日本人が統治していたな。今いる将軍は日本人なのか？　それともその子孫か？

「……ヤマヤマ、悪神の呪いはこの国で言うところの邪神の呪いのこと」

「そうなの？　地域で呼び方が違うのか」

　……いや、これは日本から来たヤツが邪神とメリリを引き離すために悪神って呼び方にした可能性があるな。……メリリ様？　こんなに健けな気げに頑張っていた転生者やその子孫が苦しんでいても助けないのですか？

　……返事がない、邪神のようだ。……さすがにこれ以上ポカはしないか。

「コニウムさん。その情報は私達におっしゃって良かったのですか？」

「はい。隠してもバレることですので。東洋国の周辺では既に知れ渡っています。隠すより公開してでもポーションを集めたいというのが将軍様の想いです」

　さっき国の機密って言ってなかったか？　交渉の一環だろうけどさ。あんまり好きなやり方じゃないな。

　シオンは複雑な気持ちだろうな。とはいえ俺がどうにかすることはできないけどね。シオンすら治せていないんだから。

　それに顔も見たことがないヤツの為に骨を折るほど殊しゆ勝しようじゃないから。

「理由は理解しました。けれど僕ではお力にはなれませんね。商業ギルドで口添えくらいはできますけどポーションを手に入れることは難しいでしょう」

「……そうですか。いえ、分かっていたことです。ですが、口添えだけでもして頂けるのであれば明日にでもお願いしたいです」

　本当に藁にも縋る想いか。随分と慕われている将軍のようだな。……はぁ、レベッカさんに会わせるくらいの骨は折ろう。

「分かりました。それで、さっきから気になっているのですが、そちらのお茶を売っているのですよね？」

　話に夢中になってすっかり冷えたお茶が湯吞みに入ったまま置いてある。奥には茶葉もあるみたいだ。

　それに露店に広げている中にいくつか気になる物も見える。……ほとんどこの街の市場でも見たことがある物ばかりだけど。

「はい！　これは東洋国の特産品で美味しく楽して健康になる経済的にも優れた飲み物です！」

　……なんだろう。親近感を感じるんだが。

　さっきまで暗い雰囲気だったのに商売の話になると生き生きとなったな。こっちが素なのかね。

「……ヤマヤマ、これはお買得。……上手く捌さばけば儲かる」

　いや、別にこれで儲けるつもりはないんだけど。ここにある分全部捌いてもポーション一日分にもならないだろ。普段飲む用に欲しいだけだよ。

「転売が目的であればお高くなりますけど、商業ギルドに口添えして頂けるのであれば、それなりの量を用意しますよ？」

「いや転売はしないです。ただそれなりの量は欲しいですね。あと他に特産品はありませんか？」

「実はここに来るまでに他の国や街で売り切っているんです。……何故かお茶だけ売れなくて」

　……たぶんその売り口上のせいじゃないかな？

「フィーネ、他に目ぼしい物ある？」

　フィーネは長生きしているからか物をよく知っているみたいだよね。ツバキとシオンは並んでいる商品にあまり関心がないみたいだし。

「……。……これとこれは売れる。でも売り先を探すのが面倒」

　…………。フィーネの選定は売れるか売れないかなのか？

「転売品はいいよ。ならお茶だけ────コニウムさん、アレは？」

「え？　あ、あれはダメですよ！　売り物じゃありません！」

　露店の奥にコニウムさん達の物と思われる馬車がある。その中に見覚えのある衣装が見えていた。

「──あの巫み女こ服ふくをくれるならポーションを都合しよう」

　馬車の中にあったのは日本の巫女さんが着るような紅あかい袴はかまと白衣だった。

　俺がポーションを都合すると言ったことで少し悩んだあとコニウムさんが持ってきてくれた。

　少し小さい気もするけどシオンなら着られそうだ。

「これは東洋国の民族衣装の一つです。……私の正装です」

　私物でしたか。どこかの貴族に売り込む物だと思ったよ。

　正装ってことはコニウムさんって巫女さんなのかな？　……民族衣装で正装ってことはもしかして東洋国の使者はみんな巫女服で来るのか？

　……ふむ。民族衣装の一つか。なら巫女さんパラダイスにはならないのか。

「他にも東洋国由来の物ってありますか？」

　商品にはなくても私物には何かあるんでしょ？　米とか味み噌そ、醬しよう油ゆか。

　この街の市場には米とか味噌みたいな日本由来の物ってないんだよね。

「え？　……ありは、しますけど」

「見せてもらえませんか？」

「……はぃ」

　馬車の方を見て笑顔でお願いすると少し涙目で頷いてくれた。

　うん、良い人だね！　でもクロウさん？　貴方あなたは庇ったりしないの？

「命の危機なら身体を張りましょう。しかし商売には口を出しません」

　なんか言い訳を始めたな。まずはツバキと視線を合わせて言おうか。視線を逸らして言われても説得力ないよ？

　コニウムさんが持って来てくれたのは少量の米と味噌、そして鰹かつお節ぶしだった。うん。朝ごはんが作れるね。

「フィーネ、これらはこの辺で手に入るの？」

「……米は探せば少しはあると思う。……そっちの○○○と木片は分からない」

「おい、味噌に謝れ！　木片はまだ良いけど、○○○はないだろ！」

　ツバキとシオンも顔をしかめるのは止めてあげて！　美味しいから！　味噌は日本人の心だから!!

「──ヤマト様は味噌をご存じなのですか」

　うん？　そりゃ知ってるけど。そんな驚くことなのか？　……物知りそうなフィーネすら知らない品物だったな。

「知らない。初めて見た。なにその○○○」

「噓です！　いま自分で味噌って言いましたよね!?」

　……知っているからって問題はないだろう。たまたま別の東洋国の商人から買った可能性もあるんだから。

「以前いた村で師匠に食べさせてもらったんだよ」

「…………噓ですね。これは最近になってやっと完成した東洋国の調味料です。私が勝手に持ち出した物なので知られているとは思えません」

　師匠が第一人者かも知れないだろ。存在しないけど。というか、

「そんなもんを普通俺達に見せるか？」

「…………絶対○○○だと思っていらないって言われると思いました」

「「「…………」」」

　……ふむ、言葉が出ないってこんな感じなのか。呆れを通り越して凄いって思ってしまった。東洋国の物を見せてと言われて、誤解を生む可能性がある物と理解した上で見せるのか。お前は勇者か。

「巫女服とこれらをまとめて譲って頂けますか？」

「…………この服は私の正装でして、お渡しすると少し問題が……」

「国に帰れば手に入るのでしょ？」

「は、はい。ですが、帰りにも寄るところがありまして……」

「Ｃランクポーションを用意しますよ？」

「差し上げます！」

　……即答か。目が輝いているぞ。帰りの用事はいいのか？　ま、本人が良いって言ってるからもらっておこう。

　まさかこんなところで巫女服と巡り合えるとは幸運の女神に感謝だな。

　……アルテミリナ様、感謝します！

【～～～～】

　……なんか神々しい気配を感じたな。幸運の女神も祝福してくれているみたいだね。

「旦那様、Ｃランクポーションを用意するのでしたら商業ギルドに確認をした方がよろしいかと思います」

　……そうか。俺のポーションは最高品質だったな。下手に国外に出したら問題か。レベッカさんに言って通常のＣランクポーションを用意してもらう必要がある、か。

「……Ｃランクポーションはこの辺りにはない。……作り手がいない。……王都から取り寄せになる」

「マジで？　……コニウムさん、少し時間が掛かるかも知れませんけど」

「大丈夫です。数日はこの街にいるつもりでしたし、Ｃランクポーションが手に入るのでしたらいくらでも待ちます！」

　……ただＣランクポーションじゃ邪神の呪いは治らないけど分かっているんだよね？　不治の病って知られているから問題ないよね。

「では明日商業ギルドで話をします。ポーションがどのくらいで用意できるかはその時に」

「はい。よろしくお願いします。…………ではこちらは先にお渡ししますね」

　コニウムさんは巫女服をシオンに、米や味噌、鰹節をフィーネに手渡していた。

　まだ話も通していないんですけど？

「いいんですか？　まだポーションが手に入ると確定したわけじゃないですけど。……持ち逃げするかも知れませんよ？」

「いいんです。竜人族のツバキさんとシオンさんを従えているヤマトさんを信じます」

「戦姫殿の主がそのような小さきことをするとは思えん」

　……なるほど。ツバキとシオンに対する信用ね。当然だけど。

「信頼に応えると約束します。では巫女服の話は一旦終了ですね。──次は商売として茶葉を売ってください」

　そもそもここに来たのはお茶の匂いに釣られたからだ。俺は食事の時はお茶派なんだよ。

「……ポーションの取引に合わせていくらでも持って行ってくれて構いませんよ？　他にもご入用の物があるのであれば代金はいりません」

　ポーションの価値を知っているならそうなるか。商業ギルドで買おうとしたってことは大方の値段は分かっているだろう。メルビンさんは俺のポーションに三○○万Ｇの値をつけた。商業ギルドがいくらで販売しているのか知らないけど近い金額はしているだろうな。

　ただ借金があるとはいえお金に困っているわけではないし、茶葉をタダで分けてもらう必要はない。──何より話がまとまったあとに追加要求するのはカッコ悪いのだ。

「そういうわけにはいきませんよ。コニウムさんにも生活があるでしょ。一瓶一万Ｇですね。そこにある一○瓶全部買います。他にもあるならまだ買いますよ？」

　茶葉は手の平サイズの瓶に入っていた。一瓶でどれくらい飲めるのか分からないからあるだけ欲しい。次いつ手に入るか分からないからね。

「……ヤマヤマ、普段飲む分なら商業ギルドに言ったら手配してくれるよ？」

「…………」

　そういえばこの街でも一部の貴族は飲んでいるってフィーネが言っていたな。このお茶は別格って言っていたけど。

「このお茶は東洋茶と言って東洋国原産の特別な茶葉を使っています。疲労回復、精神安定、寝覚め抜群、お通じ改善などなどの優れものです！」

　……ふむ。美味しく楽して健康になる経済的にも優れた飲み物か。経済的？　一万Ｇって安いのか？　……あぁポーションより安いのか。

　ポーションが少ない東洋国が生み出した漢方薬みたいな感じかな。普段飲みにするにはもったいないのか。

「ならとりあえず一○瓶でいいや。急きゆう須すと湯吞みもあります？」

「もちろんです！　東洋国独自の良い物がありますよ！」

　お茶が淹れられるならなんでもいいんだけど……。コニウムさんが嬉しそうに用意している手前、言えないけどね。

　とりあえず俺達の分と使用人用と来客用まで、合わせて急須を三個と湯吞みを一五個用意してもらうことにした。屋敷に元からある食器には湯吞みはないからね。

　一五個の湯吞みの内、俺とツバキ、シオンの三人分はコニウムさん一押しの高級な湯吞みを買うことになった。

　コニウムさんが馬車の中に仕舞っていた木箱で梱包された物だ。お値段はなんと三○万Ｇ。高級湯吞み一つで、ね。

「こちらは将軍家お抱えの陶器職人の名作です。露天売りするような物ではありません。ですが、ポーションの件と今後のお付き合いを祝い、私からヤマト様にお贈りします」

　この世界でも茶器はお高いみたいだね。良い茶器は武家のステータスになるんだっけ？　……そう考えるとむしろ安いのか？

　こんな歪んだ形の湯吞みが、ねぇ。……これも東洋国由来の物じゃないの？

「……ヤマヤマ、貰うべき。……これは売れる」

「贈り物を売ろうとするな。そこまで金に困っていないから」

　フィーネはどんな生活していたんだ？　いや、貧民街にいたのは知ってるけど。……でもフィーネの知識なら貧民街に行かなくても十分稼げるのでは？

「……ヤマヤマが欲望の詰まった熱い眼差しで見つめてくる。……ぽっ」

　……美人は得だな。メリリ相手ならイラッとしたであろう表現でもそこまで不快には思わないからな。……反応がない。つまらん。

「──ではコニウムさん、ありがたく頂戴します。明日は、えっと二の鐘が鳴る頃に商業ギルドに集合でいいですか？」

　茶葉と使用人用の湯吞みなどの支払いを済ませ、明日の予定を決めることにする。

　二の鐘が鳴るのは一○時、あまり早くても良くないだろうということでそう言ったけどコニウムさんは商売もあるんだから早朝か夕方の方が良かったかな？

「はい。明日はよろしくお願いします！」

　問題ないみたいだね。あっても言えないだけかも知れないけど。ま、良いって言ってるんだから気にしない。

　さて、さすがに両手が荷物で一杯になったから屋敷に戻らないと。ビニール袋なんてもらえないからね。エコバッグ必須です。

　シオンがポーションを入れていたバッグを持っているけど、巫女服を入れただけで他に入る隙間ないし。うん、湯吞みが邪魔です。他の使用人を連れて来た時に買えばよかったかな。

　シオンとフィーネは両手が味噌や湯吞みなどでいっぱい。俺も高級湯吞みの木箱で両手がいっぱい。ツバキは俺でいっぱい。うん。買い物用のバッグがいるね。

　コニウムさんが運ぶのを手伝うって言ってくれたけど、なんだか負けた気分になるので遠慮した。屋敷は近いから大丈夫だろう。
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「……行っちゃいましたね」

「そうだな。ようやく肩の力が抜ける」

　ヤマト達が両手に荷物を抱えて楽しそうに歩く姿が見えなくなるとコニウムがポツリとそう言い、ガークロウもそれに同意した。

　ツバキからの嫌がらせにも似た強い視線を受けていたガークロウは、常に身体が緊張状態であった為、姿が見えなくなると腕を回しながらため息をついていた。

「……ガーさんでも彼女達には勝てないのですか？」

　コニウムは疲れ果てた父親のような表情のガークロウを物珍しそうに見ながら質問をする。

　これまで一緒に旅をしてきて、ここまでガークロウが疲れを面おもてに出す姿は初めてのことだった。

「冗談でもそんなことは言わないでくれ。──勝機すら見出せない。もし戦闘になっていたのならコニを守る為に地に頭をつけ許しを乞こうただろう。それ以外に助かる方法は思いつかない」

「────」

　ガークロウの言葉にコニウムは絶句した。ガークロウがそのような冗談を言うわけがないとコニウムは知っている。

　堅苦しく無愛想であるが、魔物や盗賊に襲われた時でも常に冷静に余裕をもって撃退する強者。そんな強くて頼りがいのある竜人のガークロウが戦いを放棄して命乞いをすると言う。

　コニウムは思わず見えなくなったヤマト達の方角に視線を向けてしまった。

「幸いにも彼女は聡そう明めいであり慈愛の者だ。敵対者には容赦がないが自分達に敵意を持っていない者には自分から手を出すことはない」

「それは慈愛と言うのですか？　歯向かう者には容赦がないって」

「彼女の戦う理由は守る者のため。戦争の時は家族を守る為に戦うのだと聞いた。今は彼女の主の為に戦うのだろう。彼女の慈愛は自身が守る者に向けられる。敵対しなければ彼女の関心はこちらに向かない。有う象ぞう無む象ぞうの一つくらいにしか思われないだろう。かの主人は戦姫が認める人物。争い事を望むとは思えん。そして時折神々しい気配も感じた。只者ではないだろう。彼とは絶対に敵対してはならないぞ」

「もちろんです。私も思わず膝を折りかけそうになる気配を感じていました。それにそれがなくても亜人に対して寛容であり、商業ギルドに高ランクポーションを用意させることができるだけの力がある方です。絶対に離しません。巫女装束がなくなるのは少し問題ですけど、カナコ様なら事情を説明したら許してくださると思います。……思います!!」

　強く言い直したコニウムの姿にガークロウは頰を緩ませる。そしてシオンのことを思い出し、頭を捻っていた。ツバキと共にヤマトを警護するシオンの立ち振る舞いで、シオンが戦士ではないことは即座に理解していた。

　ガイヤの下の娘が邪神の呪いにかかっているという噂は竜人族では有名だった。ガークロウも尊き血を引き継いだ誉れ高き者として、シオンのことを聞き及んでいた。しかし、邪神の呪いのせいで満足に身体を動かすこともできないとも聞いていた。

（あの者は本当にガイヤの娘なのか？　もしそうだとするならば邪神の呪いを克服した……？）

　不治の病を克服した者、そして現在東洋国で同じ不治の病にかかっている将軍の息子。

　ガークロウは少し考えてからこのことを口にすることを止める。

　コニウムが知ればその秘密を暴こうとヤマトに向かう恐れがあったからだ。コニウムと将軍の息子、ガークロウが守るべき者はどちらか、考えるまでもないことであった。
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　コニウムさんと別れて屋敷に戻って来ると門のところにザルクさんとダリオさん、そしてスンスンが待っていた。ザルクさんとダリオさんは軽装で少し長めの棒を持っている。スンスンは両手に風呂敷を抱えていた。

　屋敷の方ではカンカンカンと音が鳴っていて、早速ダダンガさんが工事しているみたいだ。

「お持ちします！」

　ザルクさんが俺達に気付いて俺が抱えていた木箱を持ってくれた。ダリオさんは門の前で棒を持ったまま仁に王おう立だちしている。既に職務に就ついているのね。

「お帰りなさいませー、ご主人さまー。今日からよろしくお願いしますねー」

「うん、よろしくお願いします。ずいぶんと早かったですね。メイプルとヨウコさんは？」

　皆にはお風呂屋さんに行って身綺麗にしてから、遅くとも夕方前には来て欲しいって伝えたけど今はまだ昼になったばかりだ。

「私達に敬語や敬称は不要ですよー。二人はまだお風呂ですー。私はこの二人のお目め付つけ役に早く来ましたー」

　使用人に「さん」付けはダメらしい。特に屋敷内で働く者には厳禁と言われてしまった。警備を担当する二人も呼び捨てにするように言われているけど、ついつい出るんだよね。まぁザルクさんとダリオさんはそのままでいいや。

　それにしてもスンスンには悪いことをしたな。犬人二人が早風呂のせいでゆっくりできなかったよね。一応二人とも最初より身綺麗になったみたいだけど。

　──おっと、スンスンが荷物持っているんだった。

「ダダンガさんが工事しているのは二階だから一階は入っても問題ないよね。スンスンの荷物もあるし行こうか」

「荷物は私が運びますわ。貴方あなたにはここの警護をお任せします。残りのお二人が来たら教えてくださいな」

「ハッ！　了解しました！」

　ツバキが俺から離れて木箱を受け取った。もう屋敷の敷地内だから護衛の必要もないからね。

　屋敷に入りスンスンとフィーネに荷物を預けて、二人には屋敷の中を確認してもらうことにした。部屋は一階の好きな部屋を選んでもらうことになっている。俺達はその間に二階のポーション工房予定地を見に行くことにした。

「おぉ！　坊主！　帰ったか！　ちと煩うるさくなるが我慢してくれぃ！」

　部屋ではダダンガさんと四人の獣人が作業をしていた。……うん、全員男だね。手慣れた様子で部屋に机や棚が作られている。この調子なら早く終わりそうだ。

「構いませんよ。まだやることもあるので、また出掛けます」

「おう！　六の鐘までに仕上げるから楽しみにしておけ！」

「分かりました。よろしくお願いしますね」

　邪魔しても悪いので荷物を寝室に置いてさっさと一階に下りることにする。それにしても夕方までに完成するのか。まぁ、部屋を作り直すわけじゃないからね。

「ご主人さまー、少しよろしいですかー」

　一階に戻ると屋敷を見て回っていたスンスンが駆け寄ってきた。……子供が駆け寄ってくるようにしか見えん。本当に仕事を任せて良いのだろうか？　……場合によってはもう少し人手を増やすとしよう。

「どうかした？」

「はいー、少し屋敷を見て回ったのでご報告ですー。清掃はおおよそ行き届いていますー。厨ちゆう房ぼうも問題なく使えますねー。ただ食材と掃除道具がありませんねー。購入させて頂けますかー？」

　食材がないことは知っていたけど、掃除道具もないのか。貴族家の使用人が練習に使っていたって言っていたけど、掃除道具は持ち込みだったのかな。

　まぁないなら用意するしかないけど。どうせ市場に行くつもりだったからついでに買うとしよう。

「市場で買おうと思ってるけどスンスンも一緒に来る？　食材はヨウコに任せた方が良いのかな？」

「私でも食材の良し悪しは分かりますよー？　ただ作るメニューがあるのでヨウコさんに聞いた方が良いかも知れませんねー。ご主人さまが食べたい物があれば別ですけどー？」

　うーん。これと言って食べたい物はない。この街の食事事情も知らないし。強いて言えば明日の朝はご飯と味み噌そ汁しるがいいな、ということくらいかな。

　あ、お米を商業ギルドにお願いしないと。あとお茶も。

『──お館様！　訪問者が来られました！』

　お？　玄関の方からダリオさんの声が。それと同時にスンスンが颯さつ爽そうと音もなく玄関に向かう。…………見事な動きだ。メイド服着ていたら完璧だったかも。

　俺達もスンスンを追いかけて玄関を目指す。訪問者ってことはメイプル達じゃない。領主が来るのも夕方以降のはずだし……まぁ、考えられるのは一人だよね。

「ご主人さまー、ご領主様のご令嬢、ヒロネさまがお目通りを希望されていますが如何いかがいたしますかー？」

　だよねー。時間を置いてまた来るって執事さんが言っていたからね。……うん？　ダリオさんが異様に慌てている？

「ダリオさん？　どうしました？」

「え、いや、その」

「……主様、ザルクが罵ば声せいを浴びているようですわ」

　は？　そういや何か門のところが騒がしいな。

　まさか亜人だからって道を開けろとか言ってるわけじゃないだろうな？

「スンスンとフィーネはここで待ってて」

「……私はついて行く」

「……。なら一緒に来て」

　フィーネに何か考えがあるなら任せよう。それより早く行かないとザルクさんが大変そうだ。

　俺達が屋敷を出るとそれに気付いた執事さんによってヒロネ嬢の動きが止まった。ザルクさんに詰め寄っていたようだったけど、数歩下がってお淑しとやかに待っているのが見える。その姿を見れば確かに貴族のご令嬢と思えるな。

　……ただお粗そ末まつすぎる。本性を隠したいなら屋敷に着く前から猫を被っておけよ。屋敷に聞こえるように怒鳴っていてお淑やかも何もないだろうに。

「ごきげんよう、ヤマト様。わざわざお出迎えいただき感謝いたしますわ」

　……屋敷の前で騒いでおいて何を言っているんだ？　頭大丈夫か？

　挨拶の仕草がイチイチ堂に入っているから余計違和感がある。最初からこれを見ていたなら違った感想になるのかも知れないけど、素顔を晒さらしている状態でこれをやられると猫被りが強調されて不快感が増すだけだぞ。

「……これはなんの騒ぎでしょうか？　当家の使用人が何か問題でも起こしましたか？」

　ザルクさんに視線を向けると慌てて顔を横に振っている。……大丈夫、分かってるから。だからそんな捨てられそうな犬みたいな目をしないで。

　ヒロネ嬢の方を見るとよくぞ聞いてくれましたと言わんばかりに胸を張った。……ツバキの圧勝だな。

「実はこの私わたくしがヤマト様に会いにきたというのに、この獣人がそれを妨害しましたの。やはり亜人を使用人など──」

「──ヤマト様、お嬢様は先ほどの件を深く反省し、改めてご挨拶に参った次第です。できればお屋敷でお話をさせて頂けますでしょうか」

　ヒロネ嬢の言葉を遮さえぎって執事さんがそう言っているけど、……どの辺りが反省しているんだろうか？

　俺には相変わらず俺達を下に見た上から目線の物言いに聞こえるのだが。俺が雇った使用人を貶けなし、亜人批判をしたようにしか見えなかったぞ。

「あいにく現在は工事中です。お客様をお迎えする準備はできていません。それに使用人の件はすでにお断りしたと思いますが？」

「……ヒロネ様はご領主様のご息女でありますよ？　門番に亜人を使うのは良いとしても、屋敷内の使用人をどうされるおつもりですか？　──そちらの亜人にお任せするつもりではありませんよね？」

　……その亜人ってツバキとシオンのことを言ってるのか？　フィーネのことか？　……なんで赤の他人にそんなことを言われなくてはならないんだよ。

「そうだと言ったらどうなのでしょうか？」

「それは余りにも配慮がありません。無礼を承知で言わせて頂きますが、ご領主様をお迎えするという意味をヤマト様はご理解されておられないご様子。ご領主様の機嫌を損ねてはこの屋敷に住むこともままなりませんよ？」

　…………は？　俺は家を用意してくれるっていうから住むことにしただけだぞ？　別に商業ギルドが用意した家を改装しても良いんだ。そうじゃなくても宿暮らしでも問題ない。風呂に入れなくなるけど金を貯めるまでの我慢だと思えば良いだけだ。

　そもそも領主は勝手に来るって言ってるんだろうが。それも引っ越し当日に。なんで俺がそんな身勝手なヤツの為にそちらの流儀で接待する必要があるんだよ。

　俺は元々この国の人間じゃないって言ってるよね？　俺の母国では亜人を使うのが作法って言ったらどうするつもりなんだ？　母国を批判するつもりか？　郷ごうに入いっては郷に従えっていうけど、スパイを招き入れろって意味じゃないだろう！

　領主側は俺のことを自分から領主側に歩み寄る便利なポーション職人と思っていないか？　Ｃランクポーションの作り手がこの街におらず、Ｃランクポーションは取り寄せる必要があるってことは俺が月に二本のＣランクポーションを提供するのはかなりのメリットだよね？　最高品質のことを理解しているのかは知らないけど、それがなくとも俺の価値はかなり高いはずだ。少なくとも貴族と対等に渡り合える商業ギルドは俺のことを高く評価していると感じ取れた。

「ですがヒロネお嬢様を使用人としてお傍そばに置いて頂ければご領主様もご満足くださることは間違いありません。ヤマト様がこの街で快適に過ごすにはどちらが良いか私が言わずともお分かり頂けますよね？」

　…………。そうだね。考えるまでもない。

　そのクソ女と一緒に生活なんてしたら快適に過ごせるわけがないってな。

「そうです！　ヤマト様はそちらの竜人を気に入っているみたいですけど、お父様の機嫌を損ねたら没収されるのですからね！」

　ブチッ。

　…………。…………。没収される？　奴隷を譲渡するには主人の承諾が必要だ。それ以外の方法は主人を犯罪者に仕立て上げて奪うことしかないはずだ。つまり領主は俺を犯罪者に仕立てると？　…………。そんな浅せん慮りよな領主だとは考えたくもない。こいつらの妄言と考えるべきか。ではなぜ没収という言葉が出た？　まさかツバキ達は領主から貸し出されていると言うつもりじゃないだろうな？

　俺は契約書を正しく理解して契約している。間違いなくツバキ達は俺の奴隷であり、現段階では領主に一切の権限はない。俺からツバキ達を奪うには、俺を犯罪者にして奴隷の権限をこの国の国王から賜たまわる以外に方法はないだろう。

　現実的ではない。つまり領主はこの二人に俺のことを正しく伝えていない。領主の威光に逆らうことができない平民だと思っているのか？

　…………逆らうよ？　俺はこの国の人間じゃないんだ。この国に愛着もなければ未練もない。そして俺には全ての国が何を差し置いても手に入れたいと思うチート魔法がある。亡命先は選より取どり見み取どりだ。表おもて沙ざ汰たにするつもりはないけど。

　俺がこの街に留まることを決めたのはツバキとシオンのためだ。そのためにセルガへの仕返し計画を一旦白紙にしてまで、事を荒らげることもなく穏便に借金を返済して二人を正規のやり方で解放しようとしているんだぞ。

　俺のチート魔法をフル活用すれば簡単だろうけど、それじゃ多方面から狙われることになってしまう。だからバレない範囲で既存のポーション職人でも可能な範囲でポーションを売っているんだ。……最高品質だけどさ!?

　俺は貴族や国家のごたごたに巻き込まれないように静かに楽しく生きたいだけだからね。社畜のように毎日働き詰めになりたくない。ツバキ達とキャッキャウフフな生活が送りたいんだ！　──上司の顔色を窺う生活なんて二度と御ご免めんだ。

　メリリめ、俺は目立たず簡単に稼げて楽して尊敬されるスキルって言ったのに、目立ちまくるし全然楽じゃないぞ！　そもそも品質調整までできるようにしておけよ！　全部最高品質って目立ちまくるだろうが!!

「……ヤマヤマ、止めなくていいの？」

「…………うん？」

　あまりの怒りに思考に耽ふけってしまっていた。……うーん、何故だか知らないけど、ヒロネ嬢と執事さんが倒れている。ついでにザルクさんも腰を抜かしているみたいだ。

　俺達は動いてないよ？　ツバキは俺の背後にいるし、シオンとフィーネも俺の左右にいる。うん、完全犯罪だね！

「……ツバキとシオンを怒らせてはならない。……竜の逆げき鱗りんに触れた者の末路」

　いや、死んではいないよ？　たぶん。執事さんは意識がありそうだし。ヒロネ嬢は……口から泡吹いている。あと地面が濡れて──いや、なんでもない。彼女の名誉のため、黙っていよう。

「…………。執事さん？　聞こえますか？」

「──っ、は、はい」

　焦点が定まっていなかったけど俺の声で意識がハッキリしたみたいだ。上体を起こして俺やツバキに畏い怖ふの表情を向けている。……ツバキのことを知らなかったのか？　それとも殺さつ気きを向けられるとは思ってもみなかったのか？

　まぁ、普通貴族に歯向かう平民がいるとは思わないよね。押せば頷くって思っていたのかな？

「領主様にことの顚てん末まつを余すところなくお伝えください。その上で『従順な飼い犬でも鎖を引っ張りすぎると手を嚙むか、逃げ出すことがありますよ』とお伝えください」

　領主さんはキッチリ理解していることを願おう。レベッカさんの口ぶりからしたら領主も俺を引き込もうと躍やつ起きになっていると思っていたけど違うのかな？　メルビンさんがどこまで伝えたか分からないから判断が難しいな。

　……まさかメルビンさん、ポーションを秘密にしていないでしょうね？

「────はッ！　必ずお伝えします。申し訳ございませんでした！」

　俺の言葉に深く頷いた執事さんがヒロネ嬢を抱きかかえて馬車に逃げ込んだ。ちなみに馬がツバキの殺気に驚いたのか結構遠くに馬車が移動していたけどね。

「主様、不服ですわ」

「旦那様、納得できません」

　執事さんとヒロネ嬢をそのまま見送ったらツバキとシオンが不満を口にした。ツバキの顔は見えないけど、シオンは口を尖らせて頰を膨らませてる。プンプン、って怒っている。……いいね！　じゃなくて。

　まぁ俺よりキレていたからね。でも二人がこんなにハッキリ不満を口にするのは珍しい。相当怒っています？　ほっぺた突っついていい？

「とはいえ手を出すわけにはいかないからね。今のも結構ギリギリのラインだよね。俺としてはそれなりにスッキリしたけど」

「……私達の忠誠を軽んじられましたわ。戦場であればあらん限りの苦痛を与え生かしたところです」

　……そこは殺さないんだね。簡単に楽にさせるわけがないと。苦痛を少しでも長引かせると。……ツバキさんキレてますね。

　龍王の誓いまでしてるからね。絶対不可侵の誓いを冒ぼう瀆とくされたと感じているわけだよね。……むしろよく我慢したと褒めるべきなのか。

「旦那様よりあとに死ぬつもりはありません。故に私達は最後の時まで旦那様にお仕えします」

　いや、嬉しいけどちょっと重いよ？　俺が病気で死ぬこともあるんだよ？　俺だって二人が先に逝いったら辛いんだよ？

「……私はヤマヤマとたくさんの子供達に見送られながら安らかに眠りにつく」

「…………フィーネの方が寿命長いよね？」

「……子供達のことは否定しなかった。……ぽっ」

「旦那様？」

　いや、シオンさん！　それはおかしい！　俺は何もしていないから！　冤えん罪ざいです!?

「ふふふ、シオンと主様の子供を抱き上げるまでは死ねませんわね」

「お、お姉さま!?」

　……よし。ザルクさんを助けに行こう。ここは危険だ。危険地帯だ！　……でもザルクさん、門番がそんな簡単に腰を抜かしたらダメでしょう。





　　　　※






　ヤマト達がヒロネを撃退していた頃、商業ギルドではレベッカとミリスが大忙しで作業に当たっていた。

「ミリス、その作業が終わったらシリカを見つけて事情を聞いて来い。ヤマト殿の話とすり合わせて正確な情報を集めろ」

「はい。あとはポーションバッグの用意と保管庫の手配を早急に致します。構いませんね？」

　ポーションバッグは完成したポーション瓶を一本ずつ収納することができるポーション専用の持ち運びバッグ。ポーション職人ではなくても薬くす師しでも持っている物だが、ヤマトが持っていなかったことに気付いたミリスが最高級の物を贈ろうと提案していた。

　保管庫はポーションの劣化を抑える保管用の魔道具である。通常は工房に設置して完成したポーションを一時的に保管する為の物だが、ミリスはそれに合わせて防犯に特化した特注品を職人に発注しようと考えていた。ヤマトが持つ最高品質の希少性から万が一を考えてのことである。

「ああ。頼む。費用は気にするな。……あとヒマなヤツを捕まえてリンダを見張らせろ。これ以上商業ギルドで失態は犯おかせないぞ」

　レベッカはミリスの提案を二つ返事で了承する。特注の保管庫など値段を聞くのも嫌になるほどの価格だが費用は全て商業ギルドが持つことを告げる。そして不安案件の一つであるリンダの監視を強化するように伝えた。

「はい。専属スタッフのスケジュールを調整します。あの子も現状が分からないほど愚かではないと思いますから家から出ることはないと思いますが……」

「それでも監視は怠おこたるな。……嫌な空気を感じるんだよ。これはギルド長が森で生活を始めると言い出した時にも感じた嫌な空気だ」

　ギルド長であるラビリンが就任した時も大騒動になっていたことを知っているミリスは、その時のことを思い出し冷や汗を流す。

　そんな時ギルドの中を走る足音が近づいてくるのが聞こえてきた。二人は絶対に良い情報ではないと顔に影を落とし扉が開くのを待ち構えた。

「失礼します！　リンダが逃走しているようです！　ギルド近くにいたシリカがリンダに捕まりマル秘殿のことを話したそうです！」

　レベッカは目元に手を当てどうにか落ち着こうと努めていた。

　ミリスは天井を仰ぎ見て優先順位の入れ替えを始める。

「ミリス、まずはリンダを捕まえろ。何かが起こってからでは遅い」

「警備員を三○人動員します」

「非番のヤツらも使え。五○人態勢で夕暮れまでに確保しろ。数人はヤマト殿の屋敷に警護に向かわせるように。だが決して近づかせるなよ。屋敷を注視するのも禁止だ。悪寒を感じたら即座に離脱することを徹底させろ！」

「はい。最優先で取りかかります。オリナ、すぐに警備員を招集してください」

「は、はい！」

　報告に来た専属スタッフのオリナに指示を出したミリスは、リンダの行動予想を考えながらレベッカの執務室をあとにする。

　残ったレベッカはミリスがやりかけていた保管庫の注文書を仕上げながらヤマトが持ち込んだ新たな最高品質のポーションの送り先を見定めていた。

　それと同時に商業ギルド本部に送る魔ま報ほうの内容を定め、領主へ知らせるべき情報を手紙に書き記しながらギルド長であるラビリンを捜す為の傭よう兵へい団だんと冒険者チームの選定、さらにヤマトが人材を探しに来た時に備え、メイドの経験があるギルド職員の名簿を見つつ、背後関係が明白な商業ギルド付きの薬師の見極めと選出方法の草案を考える。そして今後のギルド内での罰則を明確化するための一覧を書き、本部に提出する段取りを付けながらシリカが訪れるのを待っていた。

「……はぁ、手が回らんぞ。シリカといったか。アイツが来たら罰として少し手伝わせるか」

　専属スタッフレベルになるまでこき使うのも一興だと笑みを浮かべるレベッカのもとを憔しよう悴すいしたシリカが訪れるのはそれから数分後のことであった。




「ミリスさん。通達完了しました」

「ご苦労様です。では私達もリンダの捜索に向かいます」

　ミリスはレベッカと別れてから商業ギルドに常じよう駐ちゆうしている警備員三○名と非番の警備員四○名へ緊急招集を掛け、リンダ捜索に関する詳細を通達していた。

　商業ギルドの警備が薄くなってしまうので商業ギルド周辺の捜索を常駐の警備員に任せ、非番の警備員は各方面への捜索を三人一組で行うことにして現地に集合するように通達したところだった。

「ミリスさんはマル秘殿のところに向かわれた方がいいのでは？」

「……いえ、私はこのまま街の捜索に加わります。……背に腹は代えられないので警備隊にも捜索を要請します」

「警備隊ですか!?　しかしそれは。副ギルド長は知っているのですか？」

　警備隊は街の治安維持を役割とした治安部隊であり、指揮権は領主を含む貴族達が有していた。商業ギルドの管理外であり、貴族側へ情報が洩れる可能性もあって通常であれば要請を出すことはありえないことであった。

「知っています。この一件は領主様と副ギルド長で話をつけています。……これ以上商業ギルドが失態を犯おかすことは許されません。なんとしてもリンダが何かしらの行動を起こす前に確保する必要があります。それにこれは領主様側も同じでしょう」

　事は商業ギルドの不始末というだけでは収まらない可能性をミリスは見据えていた。ヤマトがこの街に愛想を尽かして出て行く可能性がある以上、領主側も全力を尽くすであろうとミリスは考えていた。

「セルガ殿とリンダの一件とシリカ嬢ちゃんの件ですか。……私が見た感じじゃ、マル秘殿はそこまで根に持つタイプには見えませんでしたけどね」

　ミリスと話しているのはヤマトを押さえつけた警備員であり、商業ギルドの副警備長を任されているベイルドという中年の男だった。

　ヤマトを押さえつけたあとに謝罪をしており、ヤマトと多少の会話もしていた。その時の印象からセルガとリンダに並々ならぬ怒りを抱いていると感じていたが、先ほどギルド内で再度見たヤマトはツバキに抱きしめられて幸せの絶頂にいるようなニヤけた顔をしており、ベイルドには年相応の少年に見えていた。とてもセルガやリンダのことに怒りを覚えている様子には見えなかった。

「……憶測で我々に都合のいい結果を望むのは危険です。少なくとも私と副ギルド長はマル秘様から昨日の一件を許すつもりはないと告げられています。リンダが何を考えているのか分かりませんが事前に確保して事情を聴き出します。考えるのはそれからで十分です」

「了解です。それじゃ私達は領主邸へ向かうのですね？」

「いえ、詰め所に向かいます。……副ギルド長がいくつか領主様から預かった指揮権があるそうなので」

　ミリスはレベッカから教わったその指揮権を胡う散さん臭くさく思いながらも、背に腹は代えられないと自分に言い聞かせながら門の傍にある詰め所へとやって来た。

「……おや？　誰かと思ったらミリスさんじゃないですか。どうかされましたか？」

　詰め所から出てきたのは第一警備隊部隊長であるメルビンだった。

　二人は街の治安維持に関する寄り合いで面識があった。街の治安に関して熱く語るメルビンに好青年であると思っていたミリスだったが、レベッカからメルビンが領主の指名した警備隊の部隊長であり、同時に領主の息子であると聞かされていた。

「こんにちは。実はマル秘様の件についてご相談が」

「…………。分かりました。詳しい話は中で聞きましょう」

　すぐにヤマトの件だと理解したメルビンは貼り付けた笑顔をそのままにミリス達を詰め所へと誘導するのだった。





　　　　※






「にゃにゃ!?　ご主人様がお出迎えしてるにゃ」

「えっ!?　もしかして遅れました？　……コン」

　ザルクさんを立ち上がらせて念のため事情を聞いていると猫娘と語尾娘がやってきた。

　皆さん来るの早いね。二人ともスンスンと同様に風呂敷包みを抱えているから貧民街の仮住まいから荷物を持ってきているんだろうけど随ずい分ぶんと少ない。……生活に困っていたなら荷物が多い方がおかしいか。

「別に遅れていないよ。屋敷にスンスンがいるから荷物置いたらヨウコさんは買い物に付き合ってくれる？　食材の買い出しがあるからさ」

「は、はい。分かりました。コン」

「ご主人様、私はどうするにゃ？」

　今日から働くってことでいいのかな？　ザルクさんとダリオさんはもう働いているしスンスンとヨウコさんも働くことになるだろうから、メイプルにも仕事を任せた方が良いか。ギルドに言付けをお願いしたかったから丁度いいや。

「今日から働くってことで良いなら商業ギルドに伝言をお願いしたいんだけど？」

「任せるにゃ！」

　メイプルにはミリスさんに米とお茶の手配をお願いできるか伝言を任せることにする。明日また商業ギルドに行くけど早い方が良いからね。

「ヨウコさん──ヨウコも今日から料理をお願いしていいかな？」

「はい、もちろんです。コン」

　ザルクさんとダリオさんは門番。スンスンは屋敷の点検を続けるみたいなのでお留守番。メイプルには商業ギルドに行った帰りに居残り組の昼食の買い出しをお願いすることにした。ヨウコが帰ってから作っていると遅くなるからね。

　俺達はヨウコを連れて食材の買い出しとぶらりと散策だ。……いつの間にかフィーネまで俺の横にいるのが当たり前になっているな。

　メイプルとヨウコを屋敷に案内してから、俺達は完全防御態勢「極」の状態で市場を目指して屋敷を出た。……何故か一緒に向かっているヨウコが離れてついてくる。数歩後ろじゃない。一○歩は離れている。他人の距離だね。

　チラッと見ると「うわーないわー」って感じの表情で少し引いている様子だ。……うん、それが普通の反応だよね。この街の人達って物珍しそうに見るけどそういう反応はあまりしないんだよね。これが当たり前になっている自分が怖い。……止めるつもりはないけど。

「……ヨウコも交ざる？」

「いえ遠慮します」

　フィーネの問いかけに即答するヨウコ。語尾を忘れるほど嫌か。もう摑まるところないけど。

　ちなみにフィーネとヨウコはメイド服に着替えている。仕事の一環だからね。

　右手に美少女、左手にメイドさん、頭にぽよん、背中に美女、そして付き添うメイド二号。…………俺は街に出る度に進化を続けないといけないのか？

「──おい、また坊主が来たぞ。それにまた増えている」

「今度は亜人のメイドが増えてるねぇ。どうだい、メイドさんにコレ、安くしとくよ！」

「メイドを二人、だと？　それも左右をメイドにするのではなく、あえて片方だけにするとは。……分かってやがる」

「次から次へとよく亜人を集めるもんだ。数日後が楽しみだ」

「ガタガタブルブル、な、なんだ？　あいつらを見ていると身体が震えだす」

「おいおい、野菜屋大丈夫か？　さっきみたいにいきなり後ろに飛ぶなよ？」

　……野菜屋さん無事だったみたいだね。良かった良かった。

　あとどっかのおっちゃん、俺は別に連れ歩く為に集めているわけじゃないからね？　そんな毎回連れ歩かないよ？

「ご主人様。食材の買い出しとのことでしたが、何か食べたい物はありますコン？」

　……やっとまともに語尾を言えたね。──じゃなくて。

「いや、どんな料理があるのかよく分からないからヨウコに任せようと思っているけど」

「……好きな食べ物はありますか、コン？」

「どんな食材があるのか分からないから答え辛いな」

「…………嫌いな食べ物、食べられない食材はありますか？　コン」

「恐らく人間が食すことが可能な食材なら食べられると思う。嫌いな食べ物は今のところないよ」

「…………。お肉とお魚、どちらがお好きですか？　……コン」

「強いて言えば肉、だけど魚も好き」

「……ヤマヤマ、夕飯は肉、魚、野菜、どれが食べたい？」

「うーん、できるなら全部？　昨日泊まった宿の食事は全部あったけど難しい？」

　昨日の宿屋の夕食は、メインはステーキだったけどサラダと魚のソテーがあったんだよね。コース料理ってわけじゃなかったけど、少しずつ色んな料理が添えられている感じだったけど、家庭料理では難しいか。

「…………昨日お泊まりになられたのはもしかして「星の煌きらめき亭」ですか？　コン」

「うん？　いや名前は知らないぞ。三人で六万Ｇゴールドだったことしか知らない」

　……もしかして有名な店だったのか？

「確かそのような名前でしたわね。食事は美味しかったですわよ？」

「……さすがはヤマヤマ。……亜人と一見さんお断りの高級宿に竜人を連れて行くなんて。……しかもしっかり泊まってる」

「いや、普通に泊めてくれたよ？」

「…………六万Ｇ？　……銀貨六枚、コン」

　ヨウコが銀貨六枚と呟きよろけた。いや、別に高級店の味を再現しろって言ったわけじゃないよ？

「旦那様、恐らくオルガノさんが事前に各宿屋に通達を出されていたのだと思いますよ。フロントで嫌な顔一つされませんでしたから」

「なるほど。手際が良いね。……ヨウコ、とりあえず気楽に作ってくれたら良いからね？　俺は屋台のメシでも美味しいと思うから。ツバキ達や使用人の皆に用意するつもりで気楽にお願い」

　眉間に皺しわを寄せ口元には手を当ててヨウコが考えて込んでいたので気楽にと言ったわけだけど、さらに悩み出してしまった。うーん。なんて言えば悩まなくて良いかな。

「──では私達の今日の食事は肉をメインで野菜のサラダを添えてくださいな。お肉は高級品を。野菜は新鮮な物でお願いしますわ」

「え？　あ、はい！　……コン！」

　なるほど。俺がツバキ達に用意するつもりでお願いって言ったからツバキが要望を出してくれたわけか。……俺寄りの。

「献こん立だてはヨウコさんが食材を見てから判断してください。旦那様は要望がある時は前もって仰います。……旦那様も食べる物なので食材は新鮮な物を選んでくださいね」

「はい。頑張ります、コン」

「じゃあヨウコに献立と食材の購入は任せるよ。はい、これ」

「あ、はい。…………って！　これ金貨ですよ!?」

　ポンッとヨウコの手の平に金貨を置いたらそれに気付いたヨウコが大慌てになってしまった。語尾忘れているよ？

　銀貨を数十枚とか持っていないし九人分の食費だからね。それなりに必要だろ？

「当面の食事代だから。なくなったら言ってね。管理は任せるから。…………値段より美味しさで選んでね？」

「ヨウコ、諦めなさいな。主様はこういう御お方かたですわ」

「そうですよ。私も大銅貨以下全て持たせて頂いておりますから」

　シオンがずっしりとした革袋をヨウコに見せていた。細かい支払いはシオンに任せているから銅貨は全部預けていたけど、紙幣がないからかさ張るし重そうだ。

　……でも銅貨だけじゃいざって時に問題か。

「…………旦那様？　なぜ私に金貨をお渡しになるのですか？」

「え？　だって普段はシオンに支払い任せているし、足りなくなると困るだろ？」

「大きな買い物の時は旦那様のギルドカードを使っておりますから問題ありません。それに市場での支払いで金貨は使いませんよ。お釣りを持っている人はいませんから」

「……シオン、諦める。……ヤマヤマはこういう御方」

「…………納得したくありませんね」

「分かって頂けましたか？　コン」

「信頼の証だと思いなさいな。これくらいで動揺していたら先が思いやられますわよ？」

「…………そうですね。旦那様ですものね」

「私は続けていけるでしょうか。コン」

「……さすがはヤマヤマ。……常人では付いて行くだけで精一杯」

　え、俺が悪いの？　ただ念の為に渡しただけなんだけど。財布に万札がないと不安にならない？　……うん、諭吉さんが百枚入っていたら不安になるね。金貨は一○○万Ｇだからね。……どうせだし、銀貨も全部預けることにしよう。




　食材選びはヨウコに任せて俺達は別行動をすることになった。

　ヨウコが一人の方がじっくり選べるからとのことだ。……本音は俺達と距離を取りたかったんだろうね。一緒にいて奇異な目を向けられるのにイチイチ反応していたし。

「……あ、ヤマヤマ、あれは売れるよ」

　何か面白い物がないかと露店や屋台を見ながら歩いていると、フィーネがたまに商品を指差して売れると教えてくれる。

　借金はあるし、お金を稼ぐ必要はあるけど、そこまで必死になって働きたくはない。ポーションを毎日売るだけでも十分に稼げるからね。わざわざ転売品を探して稼ぐ必要はないんだけど。

「フィーネ、別に俺はお金に困っていないよ？　借金はあるけど、返す当てはあるから。今だって金貨数枚は持っているし」

「……ヤマヤマ、そんなこと大きな声で言ったらダメ。……ツバキがいるから問題ないだろうけど」

　……人通りのあるところで金貨持っている発言は確かに問題か。厄やつ介かい事ごとが舞い込みそうだ。幸いこちらを見ている人はいないみたいだけど。

「ご安心くださいな。主様には指一本触れさせませんわ」

「うん。頼りにしてるよ」

　完全防御態勢時の俺って空いてるスペース前面部分だけだから触れることも難しいだろうな。──そもそもツバキがいるからスリや悪意のあるヤツが近寄ることもできないと思うけど。

「……ヤマヤマはお金必要ない？」

「必要ないことはないけど、頑張って稼がなくてもポーションを売れば稼げるからね」

「……ヤマヤマはポーション職人？」

　そういえば自己紹介で薬師って名乗ったな。……なんとなくポーション職人って名乗りたくないんだよね。自分で作れるわけでもないし。

　ここはレベッカさんの言っていた設定で通した方が無難だよな。

「商業ギルドのギルドランクはＣランクだよ。ポーション職人の師匠がいるからそのおかげで、ね」

「……前半はホント。……でも後半は噓」

　何故だかハッキリと断言されてしまった。一応それがレベッカさんと話し合った設定だから完全に噓ってわけでもないんだけど。

「……ポーションはどこまで作れるの？」

「うーん、今はまだ内緒だけど、Ｄランクポーションを作れるよ」

「……Ｄランク。……ならそれなりに稼げる。……でも竜人二人を買えるとは思えない」

　……ふむ。フィーネはポーションの値段も把握しているのか。でもＦランクポーションとＥランクポーションを毎日売るだけでも十分返済はできるぞ？　……最高品質だからか？　いや、中品質のポーションでも返済はできるはず。……そうか。作れる量が違うんだったね。セルガが数本持ってきただけで気持ち悪い顔していたくらいだからな。

「だから借金があるんだよ。三○億Ｇ」

「…………」

　フィーネがフリーズした。お金にシビアそうなフィーネに三○億Ｇは刺激が強すぎたかな？　……単純に雇い主の借金額に啞あ然ぜんとしている可能性もあるか。賃金はちゃんと払うよ？

「主様に後悔させるつもりはありませんわ」

「……お嬢様の言動にヤマヤマが怒った意味が分かった。……ツバキ達の誇りを穢けがされただけじゃなく、いわれのない妄言。……領主は何を考えている？」

「俺に聞かれてもね。まぁそんなわけだから借金を返すためにお金は必要だけど、返す当てはあるし、生活費も問題ない。フィーネ達の給金も心配しなくていいよ」

「……私は衣食住の面倒をみてくれるなら、別にいらない。……お金は持ってる。……それよりヤマヤマと一緒にいたい」

「──ん？　お金は持ってる？　お金がなくて貧民街で生活していたんじゃないの？」

「……違う。……街での生活に飽きたから。……あとめんどくさい輩やからに目を付けられた」

　飽きたって。そういえばフィーネだけは他のメンバーと違って身綺麗だったし、コニウムさんのところでも転売の知識が十分にあった。お金を稼ごうと思えば稼げるはずなのに、なんで貧民街にいたんだって思ったけど隠れていたのか？

「シルフィ、その輩とは主様の敵になりえますの？」

「……商業ギルドと領主に繫がりのあるヤマヤマにちょっかいをかけることはない。……もしきたら自分で始末する」

　いやいや、始末って。フィーネは戦えないだろ。大抵の相手はツバキがいるし、俺達と一緒に行動している限り危険はないと思うけど……。

「フィーネが悪事に加担していたわけじゃないんだろ？　なら俺は自分の使用人を守る義務があるね」

　もしもの時はレベッカさんやメルビンさんを巻き込んで二度と俺達に手出しできないようにしよう。権力は使えるなら使わないともったいないよね。

「主様は私が守りますわ」

「私も旦那様をお守りします」

「……主人と竜人族の二人に守ってもらえる。……私も隅に置けない」

　いや、二人が守るのは俺であって、フィーネのことは間接的だと思うのだが。……同じか。俺が守ると言えばツバキは守ってくれるだろうし。……でも何をして目を付けられたんだろ。フィーネも黙っていれば美人だからね。変な男に目を付けられたのかな。

「……私もヤマヤマを守る。……伊だ達てに長生きしていない。……冒険者をやっていたこともあるからヤマヤマを守ることくらいはできる」

「そうなの？　ツバキと戦える？」

「……ヤマヤマは常識を学ぶべき。……ツバキを相手にできる冒険者は王国中を探してもいない。……竜人族の中でも群を抜いているはず。……相手ができるのは竜種や国軍くらい。……一般人と比べられても困る」

　うーん。ツバキの凄すごさが凄すぎてよく分からない。竜種とか国軍とか言われても想像もつかないぞ。ただ分かるのは、最強最高の護衛だってことだね。安心感が違う。

「……っ！　ヤマヤマ、──あれは買った方がいい」

　話しながら歩いているとフィーネが急に足を止めて、一つの露店を凝視していた。

　先ほどまでと違って表情に真剣さがある。心なしか目ま蓋ぶたがいつもより上がっている気もする。売れる売れないじゃなくて買った方がいい、になっているところからも珍しい物を見つけたのかも知れないな。

「何があるんだ？」

「……分からない。……でもあれは掘り出し物。……急ごう」

　フィーネに引かれて露店に駆け寄る。自分でも分からないものが掘り出し物？

「らっしゃい！　……おぉぉ、坊ちゃん、やるねぇ」

　何がだよ。いや、言われなくてもなんとなく分かるけどさ。

「……店主、これは？」

「ん、おぉ！　お嬢さんはお目が高いねぇ！　これはデイリット山脈で発掘された宝石を含んだ石だよ。中になんの宝石が入っているかは開けてからのお楽しみだ！」

　フィーネが指差し、店主がペシペシ叩いているのはバスケットボール大の岩だ。……ホントただの岩。岩山にでも行けば手に入りそうな岩だ。……これに宝石が入っている？　未加工の原石ってことなのか？

　岩は一つだけじゃなく、店先の半分以上に大小様々な岩が置かれている。さらに背後の馬車にもまだありそうだ。……さながら石屋だな。この中に当たりがあるって？

「これって絶対に宝石が入っているの？」

「それは開けてみないと分からないさ。デイリット山脈は宝石の原石を発掘している場所だ。この中にいくつ原石が交じっているのか、大きさはどうなのか、俺にも分からない。でも、運良く当たりを引けたなら数百倍の値段が付くこともあるぜ」

　……それを自分でしないってことはそんな物が入っていないってことだよね。精々数倍の値段が付く原石が稀まれに入っていることがあるってくらいか。縁日のくじ屋みたいなもんなのかな。……岩クジ？　ハズレたらどうしようもないゴミだな。

「……ヤマヤマ、これがお勧め」

「……マジか」

　フィーネは最初に指差したバスケットボール大の岩を叩いている。値段は大が五万Ｇで小が一万Ｇらしい。フィーネが言っているのは当然五万Ｇの方だ。これは目利きがどうとかのレベルじゃないよね。でもフィーネは離れた位置からこの露店に向かってきた。──何かあるのか？

「どうする坊ちゃん、大きい方が入っている可能性は高いぜ。ここは男の甲斐性を見せるところじゃねぇか？」

　アンタはただ高い方を売りたいだけだろ。……俺の中でフィーネは守しゆ銭せん奴どだ。そのフィーネが買うべきだと言っている。なら買うべきなのだろう。

「それをください。シオン、五万Ｇある？」

「えっと、いえ、足りませんね」

　だよね。銀貨は三枚で残りは銅貨ばかりだし。となると、

「店主さん、金貨で払っていい？」

「冗談は止めてくれ。釣りがない。もしくは在庫全部買ってくれるならいいけどな」

　やはり無理か。まぁ、こんな売れてなさそうな石屋さんに銀貨が九五枚もあるとは思っていないけど。

「……しょうがない。……私が立て替える」

「お金あるなら立て替えないでも自分で買ったらいいんじゃないのか？」

「……ダメ。……これはヤマヤマに買って欲しい」

　……ハズレかも知れないから、ってことじゃないよね？

「まいどあり～。中身がなかったとしても文句は言わないでくれよ」

　どう聞いても詐欺師だな。まぁもう買ったわけだから今さらだけど。

　岩はツバキが片手でヒョイと持ってくれている。バスケットボールを片手で摑んでいる感じで。……重さはバスケットボールの数十倍だろうけど。

　それから人通りが少ない路地に入り、早速岩を割ることにした。……いや、だって気になるじゃん。お金は金貨をフィーネに渡しているから問題なし。

　俺が買うと決めた以上、何も入っていなくても文句を言うつもりはない。……ただフィーネのニンマリとした笑みが気になる。自信あり気だ。あんな胡散臭い露店での買い物じゃなかったらもう少し期待もできたんだけどね。

「ツバキ、割れる？」

「もちろんですわ」

「……あまり強く叩かないように。……衝撃で中身まで割れる」

　……心配するのは中身まで破壊するところなのか。

　そしてツバキが俺から離れて岩を地面に置いた。さすがに何か叩く物が必要だよな。何かないかなと俺が辺りを見渡していると、パンッ！　と、甲高い音が背後から聞こえた。

　そろーっと後ろを見るとツバキの足元にある岩が真っ二つになっていた。岩の中心部分には丸い核のようなものが見える。

「……えーと？　今どうやって割ったの？」

「普通に手刀で割りましたわ」

　……俺の普通とツバキさんの普通は違うと思う。というか手は大丈夫なのか。空手の石割りとは物が違いすぎるからね？

「──ツバキ、手、見せて」

「は、はい」

　……うん、すべすべで柔らかい綺麗な手だね。赤くもなっていないし、問題なさそう。

「……ヤマヤマ、もしかして怪け我がしてないか確認してる？」

「当たり前だろ」

「……なら、見る手が反対」

　…………ん？　フィーネの言葉に視線を上げてツバキを見ると、眉尻を下げて照れているツバキさんがいた。少し頰が赤くなっている。そして反対の手を出してくれた。

「も、申し訳ありませんわ。そのような意図とは思わず──この程度で怪我などしませんわよ？」
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　恥ずかしそうに視線を逸らしているツバキが新鮮で可愛い。心配され慣れていないのか、珍しく動揺している。

　……まぁ何はともあれ反対の手も触って確かめる。──うん、ツバキが言う通り怪我はない。白くて温かい優しい手だ。

　……なんでこの手で岩を割れるんだ？　竜人族って言っても手には甲の部分に少し鱗があるだけで、普通に柔らかい手なんだけど。力を入れると硬くなるのかな？　いや、ツバキは金剛っていう魔法が扱えるんだったね。でも元の強度があっての魔法って言ってたけど。うーん、普通にすべすべでぷにぷにした、触り心地の良い手だけど。

「あ、あの、主様？　あまり撫でられると、くすぐったいですわ」

「え？　あ、ごめん！　つい」

　触り心地がいいから思わず指の一本一本を丁寧に撫でまわしていた。……魔性の手だ。モフモフ派の俺を本気にさせるとは。

「……ヤマヤマ、私の手も触る」

　……いや、何を張り合おうとしているんだ？　俺はただ怪我の有無を確かめたかっただけだよ？

「だ、旦那様！　わ、私のもお願いします！」

　顔を赤くしたシオンまで手を差し出してきた。いつから俺はハンドマッサージ師になったんだよ。……とりあえず出されたなら触るけど。……ツバキの手と比較するためであって他意はない、うん。

　むにむに。なでなで。すりすり。

　……うん。シオンの手も滑らかで柔らかい。ツバキより体温が高めかな。傷一つない綺麗な手だ。鱗の部分をさすさすしたらシオンの身体がピクッ！　として面白い。……ヤバい、なんかドキドキしてきた。──意識したら凄い恥ずかしくなってきたぞ。なんで俺は女の子の手をにぎにぎ、ぷにぷに、さすさすしていたんだっけ？　あぁー顔が火ほ照てる。……このままこの手を頰に当てたら気持ち良さそうだ。──じゃなくて。

「……ヤマヤマ、私の手も」

「──フィーネの手も怪我一つないよ」

「……ヤマヤマ、私だけ雑すぎない？」

　これ以上は無理。俺とシオンの顔が真っ赤になってるし。今回ばかりはツバキも照れているのか苦笑気味だ。思い出したら恥ずかしくなってきた。

「気のせいだよ。それより、岩の中に何かあったの？」

「……後日、やり直しを求める。……魔石。……うん、これなら売れる」

　フィーネが岩から核のような丸い物体を取り出して確認する。どうやら岩の中に宝石じゃなくて魔石が入っていたらしい。魔石って岩の中に入ってるの？　というか結局売れるかどうかなんだね。

「シルフィ、貴女あなたはその岩に魔石が入っていると分かっていたのですか？」

「……さすがにそれは無理。……でも何かが入っていることは分かっていた。……はい、ヤマヤマ」

　フィーネからほんのり青みがかった黒い魔石を渡された。石のように硬くてずっしりとした重みがある。大きさは野球ボールくらいで、ほぼ完全な球体。表面には黒色の幾何学模様が張り巡らされていて、ジッと見ていると蠢うごめいているように見える。……気持ち悪い。宿屋で使ったクズ魔石とは全然違う。

「これが完全な魔石ってこと？　宿屋で使ったクズ魔石はこれを砕いた物なのか？」

「……クズ魔石や小魔石は欠片も含まれるけど、それを砕いた物じゃない。……それは魔結晶と呼ばれる魔石。……魔力が結晶化したとても貴重な物。……その大きさなら出すところに出せば金貨数十枚の価値はある」

「っ、そんな物が露店で売っているのか？　あの露天商の在庫全部買ってくるか？」

　金貨一枚で全部売ってくれるって言ってただろ。あの中に何個当たりがあるか分からないけど、一個でも見つかれば大儲けだぞ。

「……他にはない。……これは運が良かっただけ。……滅多に手に入る物じゃない」

「フィーネには分かるってこと？　……魔法？」

　他にないと断言したってことは、何かしら見抜く術があるってことだよね。……鑑定の魔法とかかな？

「……これは魔法じゃない。……精せい霊れい眼がん、魔力を視認できる眼」

「魔力を視認？　あの岩に入っていたこの魔石の魔力が見えたってこと？」

「……うん。……ただこれは秘密。……ヤマヤマだから話した」

　秘密って、なんか軽いな。魔法と同じで見つかると王侯貴族がうるさいってことかな。もしかして俺が目をつけられたのって精霊眼のせいなのか？

　フィーネが時折あれが売れる、それが売れると言っていた物は魔力が籠こもっていた物ってことか。他にも高値で売れる物もあったのか？　……いや、それなら今回みたいに買うべきって言っただろうね。

　……精霊眼か。緑色の瞳──いやエメラルドグリーンか。宝石みたいに透き通った美しさがある瞳だ。

「……ヤマヤマが私に夢中。……ぽっ」

「はいはい。ッ、って、……え？」

　フィーネの軽口に適当に相あい槌づちを打っていると背中にゾクリと悪寒が走った。慌てて横を見るとツバキがギラリとした鋭い視線を向けていた。──フィーネに。

「──シルフィーネ、貴女あなたの瞳には主様の何が見えているのですか？」

「……質問の意味が分からない」

　ツバキの殺気の籠もった問いかけにフィーネの目が少し開き、ツバキのことを正面から見据えている。……凄いな。ヒロネ嬢は粗そ相そうをして、ザルクさんは腰抜かしていたのに。少年少女みたいにギリギリで耐えているわけでもなく、フィーネはしっかりとツバキを睨にらみ返かえしている。──いや、手足が震えている。それでも一歩も引かずに向き合っている。

　……というかツバキさん？　それやる時は俺の後ろからやってください。俺は正面からは無理です。シオンが助けてくれなかったらどうなっていたか分からないよ？

「貴女が感じている主様のことを聞いているだけですわ。返答次第では──」

　ッ！　ツバキの殺気が膨れ上がった。俺に向けられたものじゃなく、シオンに庇かばうように抱き締められていてなお、この恐怖か。

「……精霊眼は人の魔力も視認できる。……魔力の量、魔力の性質、魔力の澱よどみ。……悪人の魔力は黒く澱み、善人の魔力は白く明るい。……ヤマヤマは透き通った白色。……世界樹と同じ、キラキラ輝いているのにどこまでも透き通った綺麗な色。……とても興味深い。……ヤマヤマは神様？」

　人の魔力を視認する？　……俺は別に善人じゃない。まして神様なわけがないだろ。

「そんなわけないだろ。ツバキ、殺気を止めてくれ。フィーネは敵じゃないだろ？」

　ツバキが一度目を閉じて、俺の後ろに回り込む。そしてシオンから俺を受け取り頭の上に確かな重みが乗っかった。

　殺気から解放されたフィーネはホッとした様子だ。ツバキを相手に一歩も引かなかったとはいえ、震えていたし緊張はしていただろう。むしろよく耐えたね。

　──それにしても…………メリリサート様？　まさか勝手に使徒にしたりしていないだろうね？　フィーネが勘違いする要因はメリリ以外ないよ？　事と次第によってはアルテミリナ様に鞍替えするからね？

【ちょ！　待ってぇぇ!?　違う！　違うからぁ！　ワタシの加護が作用しているだけだから!!　その子以外に気付く子はいないから!!】

　お、おぅ。……な、なんだか、かなり必死だな。そんなにハッスルしてアルテミリナ様にバレないのか？

　──それにしてもメリリの加護が原因で俺の魔力が神様化しているのか？　なんとはた迷惑な。

「……今、輝きが凄く増した。……顕現する？」

「何がだよ。……フィーネ、俺は別に神様でも善人でも世界樹でもない。ただ女神から加護を授かっただけの一般人だよ」

「……ヤマヤマは一般人の定義を学ぶべき。……女神の加護を持つ者は聖人。……思うにヤマヤマは女神の神託まで受けているはず。……使徒？」

　メリリ様？　加護があっても問題ないって言ってたよね？　聖人だの使徒だの言われておりますが？

【…………その子だけだから、そっちでどうにかしてね♪】

　ね♪　じゃねぇ!!　……クソ、やっぱり邪神の加護だったか。これ、フィーネはアルテミリナ様の加護だと思っているのか？　これってメリリの加護だってバレたら大問題じゃないのか？　……メリリの加護を女神の加護と認識しているなら問題ないか。

「使徒でもなんでもないよ。ただ女神から加護を受けて、よく私生活を覗き見されている被害者だよ。……このことは秘密にして欲しいけど」

「……元から口外するつもりはない。……エルフは世界樹も信仰している。……ヤマヤマから世界樹と同じ魔力を感じる。……私はヤマヤマを裏切ることはできない。……惚れた弱みで」

　……最後の一言は余計だろう。ツバキとシオンからも殺気が漏れ出しているし。

　……。ふむ、世界樹の魔力が女神の魔力と同じならメリリの加護でもバレないのかな？　フィーネとは会ったばかりだし、どこまで信じていいのか分からないけど──秘密を共有することはできるか。……というか、精霊眼のことを教えたのはわざとだよね。

　隠そうと思えばいくらでも隠せたはずだ。それをわざわざ積極的に活用していた。ツバキでも分からないなら俺が気付くことはなかった。俺から世界樹の気配がしていたから教える気になった？　信頼を得るために？　……少なくとも敵ではないかな。

「ツバキ、シオン、威い嚇かくしなくていいよ。とりあえずフィーネのことは信じる。精霊眼のこともそのために教えてくれたんだろ？」

　俺の質問に笑みを浮かべて答えたフィーネが地面に片膝をつき、俺のことを真剣な眼差しで見上げる。…………なんかデジャブを感じるんだけど。

「……シルフィーネ・フィロイヤル・ティリオがここに真名を捧げて誓う。……ヤマヤマと別れるその日まで、私はヤマヤマのことを側で支え続けると。……エルフの寿命は長い。私の百年をヤマヤマに捧げる」

　短命種にエルフが仕える際に行われる誓いの言葉。エルフの真名は特別で真に仕える者にしか明かさない神聖なものらしい。……ツバキとシオンも隣にいるんだけどね。

　人間とエルフの寿命は違う。エルフにとって百年は短くないけど長くもない。そう言って微笑むフィーネを突き放すことは俺には難しかった。




　俺がフィーネから誓いを受けた後、ツバキとシオンがフィーネに詰め寄り──平和的な話し合いの末フィーネのことが二人にも認められたようだ。

　フィーネはぐったりとして「……寿命がヤマヤマと同じくらいになった」と言っていたけど軽口が叩けるくらいだから問題ないだろう。

　それから改めて露店を眺めながら西区の方まで足を運んだけど、魔石レベルの掘り出し物は見つからなかった。

「やっぱり簡単には見つからないな」

「……そんなにホイホイ見つからない。……あれは運が良かっただけ」

「ま、そのおかげでフィーネのことを知ることができたけどね」

　日銭くらいの品物はいくつかあったみたいだけど、そこまではやりたくない。

　魔石──魔結晶もお金に困っているわけではないので当面は保管しておくことにした。フィーネ曰く魔結晶は中々手に入らず、貴重で高価な物なので貴族への贈り物にも使えるとのことだ。

　欲しくても手に入らない点は高ランクポーションと同じで値段以上の希少価値があるみたいだ。……俺のポーションは魔結晶と同等か、それ以上。毎日数十本。ありがたみが薄いな。

「……私はヤマヤマの常識知らずが確認できて良かった。……支えがいがありそう」

　散策しながらいろいろと質問をしていたら、すっかり常識知らずと認定されてしまったようだ。まぁ実際知らないことが多いんだけどね。

「……走そう竜りゆうに触っていた時は寿命が縮まるかと思った。……ヤマヤマと一緒にいたら本当に人間族の寿命になれるかも知れない」

「大人しかったじゃん。触っても別に嫌がっていなかったし」

　通りを歩いている時に店先に繫がれた走竜がいたから肌質を確かめに行ったのだけど、ちょうどシオンとフィーネが離れたタイミングだったから気付いた二人に怒られてしまった。ツバキはちゃんと後ろで護衛していたんだよ？

「旦那様？　あれはお姉さまがいたからですからね？　危険な真似に違いはありません」

　なんでも走竜は気性の激しいものが多く、普通は飼い主以外が触ることはないそうだ。今回はツバキが威嚇していたので問題なかったらしいけど、シオンとフィーネからしたら寿命が縮まる思いだったそうだ。……大袈裟だよね。

「────、──でよ!?」

　貧民街に近づき露店も見かけなくなったので中央区に引き返そうと思った頃、子供のヒステリックな声が微かに聞こえた。

「…………。なんか聞き覚えがある声な気がしたけど」

「ええ。数時間前に聞いたばかりですわね」

　ツバキが指差す方向を見ると数人の子供達が一軒の店の前に集まって騒いでいた。正面に立っているのは勇者、少年Ｂと悲劇のヒロイン、少女Ａだ。声を張って言い合いしているのは少女Ａの方みたいだな。

「うるせぇなー。営業の邪魔だぞ。ポーション欲しいならキチンと金持って来いって言ってるだけだろう」

「だから持って来ているでしょ!?　正真正銘の王国銀貨よ！　なんなら削って確かめても良いわよ!!　それに大銅貨一五枚と中銅貨五○枚あるわよ！」

「はぁ、だからそれだけじゃ足りないって言ってんだよ。Ｅランクポーションは最低でも五万Ｇ。銀貨で言うと五枚。大銅貨で言うなら五○枚だ。分かったら大人しくＦランクポーションでも買って行けよ」

「このまえは三万Ｇって言っていたわよ！　この噓つき!!」

「おいおい、言いがかりは止めろよ？　このあいだ言ったのはたまたま手に入った安物があったからだ。Ｅランクの安いポーションが欲しいって言われたからそれを答えたけど、お前らが買っていかなかったんだろうが」

「……その時はまだお金がなかったからよ」

「それは俺の知ったことじゃねぇな。そのポーションはもう売れたんだ。今あるＥランクポーションは最低でも五万Ｇだ。それに俺はお前らに売らなくてもいいんだ。あんまり騒ぐなら二度と販売しねぇぞ？」

「…………」

　……ふむ。Ｅランクの一般販売価格は最低五万Ｇかぁ。──じゃなくて。

　ポーションが欲しくて買いに来たけどお金が足りないってことか。……あの銀貨って俺が投げたヤツかな？

「ツバキ、あの子らに間接的にでも怪我させた？　殺気に驚いて倒れて骨折したとか。錯乱して周りのヤツから殴られたとか」

「主様に誓ってありませんわ。精神的には分かりませんけど」

　……俺に誓うのって信じていいの？　…………俺に誓うのは女神に誓うのと同義ですか。そうですか。

　でも女神って言ってもメルルに誓われても仕方がないと思うけど。アルテミリナ様に誓う感じかな。

【～～！　～～！】

　なんだか聖なる波動を感じる。最近よく感じるからありがたみも神聖感も薄れてきたな。もはやメルル感って感じだな。「あ、またメルルが覗き見してる！」って思うようになりそうだ。

「あぁッ!?　おにーさん！　丁度良い所にッィァ!?」

　突然振り返り俺に気付いた少女Ａが走って向かって来たけど、俺との距離一○歩分くらいのところでツバキの石弾を受けひっくり返った。そして顔を押さえてのたうち回っている。…………。痛そうだな。不用意に近づいたらダメだよ？

「…………ツバキも少女相手に石弾は酷くない？」

「彼女は少女という年齢ではないと思いますわよ？　スンスンと同じくらいですわね」

　……は？　え？　うん？　……もしかしてスンスンと同じ小人族？

「メルになにしてんだ!?」

　少年Ｂまで向かって来たぞ。他の子供は俺達に気付いて逃げて行った。まぁ、それが普通の反応か。ツバキに怯ひるむことなく向かって来たってことはこの少年も実は大人か？

「────」

「ッ！　ウ、ア、ぁ」

　ツバキの殺気を受けて足が止まる少年Ｂ。少女Ａの傍までは来てるしそれ以上近づく必要もないだろう。

「その少年も小人族？」

「いえ、人間の子供だと思います。そちらの女性は小人族ですね」

　……見て分かるんだ。俺にはどっちも同い年くらいの子供にしか見えないけど。

「っう、リク、待って。私は大丈夫だから。……おにーさん、危害を加えるつもりはないから話だけ聞いてくれないかしら？」

「…………さっき会った時と雰囲気が変わったな。やっぱり演技だったのか？」

「ええ。おにーさんもナイス演技って言ってたじゃない。それに小人族だってバレたみたいだしね」

　本当に小人族なのか。こんな見た目で実はスンスンと同じ二十代半ばくらいなのか。

　……今後はツバキとシオンに小人族を見かけたら教えてもらうようにしよう。普通に騙されるぞ。

「なるほどね。それで話？　あいにく俺には関係ないことだと思うけど」

「子供の命が掛かっているのよ！　それに女の子よ、お願い！　助けて！」

　演技には見えないけど騙されたばかりなんだよねぇ。……狼少女か。最後は本当のことを言っているわけなんだよな。

　助ける義理はないけど聞いてしまった以上無視も寝覚めが悪いか。とはいえ現金を払うつもりはない。

「行っても良いかな？」

「主様の望むままに」

「旦那様のやりたいようにしてください」

「……面倒事の匂いがするから帰ろう」

　……最後のエルフの言葉は聞かなかったことにしよう。ツバキとシオンと一緒ならなんだってできる気がしてくるね！

「よし、ならその女の子のところに案内して。噓だったり罠だったりしたら俺はツバキを止めないからね？」

「ッ！　だ、だい、だいじょうぶ。誓って噓や偽りじゃないわ。だからその二人を止めて」

　うん？　殺気出てるのか。……なんか慣れてきたな。俺に向けられたものじゃないって知ってるし二人がいれば怖い物なんてないからね。

「二人とも真実が分かるまでストップ。フィーネは先に屋敷に帰る？　あ、ご飯まだだったね。銀貨数枚渡すから好きな物食べて帰って良いよ？」

「……ごめんなさい。……私も一緒に行く」

「良いの？　たぶん面倒事だよ？」

「……ヤマヤマから離れるつもりはない。……ヤマヤマが行くところに私も付いて行く」

　……一応屋敷の使用人として雇ったんだけどね。まぁ誓いまでされたから使用人とは思っていないけどね。




「ここよ！　早く!!」

　少女Ａことメルメルと少年Ｂことリクに連れられてやって来たのは西区の貧民街ギリギリの場所にある古びた教会だった。元々は教会として使われていた建物で今は親をなくした子供達の面倒を見ている大たい樹じゆ院いんという施設らしい。

　メルメルは俺を連れてくる前にポーションを買いたいから金を出せと言ってきたけどツバキの石弾で黙ることになった。それからリクがメルメルを背負ってここまで案内してくれた。

　メルメルはついさっき起きて状況を理解したのか俺に早く女の子を見せてポーションの代金を出させようと思っているようだ。

　勢いよく扉を開けて中に入ると数人の子供達と一人の女性が驚いた顔でこちらを見ていた。

　子供達は五歳以上一○歳未満くらいの亜人、もしくは人間の男女八人だ。そして修道服のような物を着ている二十代前半くらいの女性はメルメルを見てすぐに落ち着きを取り戻し、同時に俺達にも気が付いたようだ。

「──メル？　そんな急に扉を開けないでください。ビックリしますよ」

「そんな落ち着いている場合じゃないでしょ!?　ミーシアのポーションを買ってくれる人を連れて来たの！」

　いや、買ってやるとは言っていないぞ？　…………買う必要ないしね。

「……私はここ大樹院を任されておりますママリエと申します。この子が無理を申したようですね。ここまで足を運んでくださりありがとうございます。ですがこれは私達の問題です。お客様に無理を申すほどのことではありません」

「ママリエ!?」

　……ふむ。まっすぐ俺を見て話しますか。これまで会った人はツバキやシオンに視線が動くし俺じゃなくツバキに語り掛けていることもあったからね。

　それに今の俺の状態──完全防御態勢極を見て笑うことも驚くこともなく接するとは……やり手だな。

「初めまして。ヤマトです。薬師をしております。強引に連れて来られたようなものですが、これも何かの縁。僕で力になれるなら協力しますよ」

「え!?　貴方薬師だったの！」

　……連れて来た本人が驚くなよ。いや、知らなくてもしょうがないけどさ。

「──まさかこんなことが。アルテミリナ様感謝いたします」

　ママリエさんが両手を合わせてアルテミリナ様に祈っているようだ。……アルテミリナ様に。メリリサート様じゃなく。

【～～!!】

「女神様に感謝する前に主様に感謝するべきだと思いますけれど。早く案内して頂けますか？」

「ッ！　申し訳ありません！　メル」

「ええ。こっちよ！　急いで！　……早く！」

　メルメルが咄とつ嗟さに俺のことを引っ張ろうと手を伸ばすが俺の両手は既に予約済み。メルメルの手は空を切り、改めて俺のことを見て眉をひそめて踵きびすを返した。少し不機嫌そうだ。……ま、俺に触れていたら迎撃されていたかも知れないけどね。

　先行するメルメルに付いて建物の中を進むと数人の子供達とすれ違った。思った以上に人数が多そうだ。

　建物は外見通りかなり老ろう朽きゆう化かしているようだ。子供達の服装にも余裕は見えない。そして俺達を見る目には純粋な恐怖が宿っていた。

「ここよ。…………私がこんなことを言っても意味がないかも知れない、だけどミーシアはとても良い子なの。この孤児院で育って亜人差別の思考もないわ。悪いことは何もしていないの。私が罰せられるなら分かる、けどミーシアは違うわ！」

　メルメルは俺のほうに一歩踏み込み下から睨むように俺を見た。噓偽りのない真実だと語るように。

　……はぁ、気が重い。この先に一体どんな光景が待っているって言うんだよ。

「俺は別に善人でも悪人でもない。そこら辺にいる一般人だ。あまり期待するなよ？」

「ぶふッ。……ヤマヤマ、笑わせないで。……どこにこんな規格外の一般人がいるの」

　規格外とは何を言っているんだ。俺が周りと違う点なんてポーション作成魔法を除のぞけば、右手に美少女、背中に美女、左手に美少女、頭部にお胸様があるくらいだろう。……うん、至って普通だろ？

「主様は世界の一ひと柱はしらですわ。私達姉妹が生涯お仕えするただ一人の御方ですわね」

「旦那様、一般人とはそこらに落ちている石ころのようなものです。旦那様は世界に根付く樹。輝かしき神子にあらせられます」

　イヤイヤ。世界の一柱とか神子とかないない。ツバキ達の主としてそこそこの立場は狙っているけど、その表現は間違えてますよ。それ人間辞めてますからね？

「二人の想いは嬉しいけど、俺は至って普通の人間だからね？　……この話は置いておこう。まずは怪我人のことを見てからね」

　メルメルが開けた扉を潜くぐり部屋の中に入る。

　入ってまず感じるのは濃厚な血の匂いだ。そしてベッドに寝ている少女。苦しそうな息遣い、痛々しい包帯、赤黒く染まるシーツ。血の気が引くのを感じた。

　……啞然としてその光景を見ていた俺の両手が強く抱きしめられ、そして身体を優しく包み込まれる。──そうだ、呆ほうけている場合ではない。

「──シオン、ポーションは持っているね？」

「はい！　こちらに」

　大丈夫だ。頭は冷静だ。メルメルが見ている今、この場でポーションを生み出すわけにはいかない。

　シオンには昨日持たせたポーションがまだ数本ある。補充は屋敷ですれば問題ない。

「使ってあげて」

「……はい」

　シオンが答えるけど何かを迷っている。鞄に手を当てたまま俺を見ている。

「──Ｄランクポーションあるよね？」

「はい！」

　この怪我がＦランクやＥランクの低ランクポーションで治るとは思えない。シオンも同じ意見だったんだろう。でも俺の許可なくＤランクポーションを出すのは憚はばかられたみたいだな。

　俺達のやり取りにフィーネとメルメルが息を飲むのが聞こえた。……いや、シオンが取り出したポーションを見たからか。

「……高品質？　……いや、まさか？」

「高品質のＤランクポーション……？　ポーション職人？」

　二人が見つめるポーションはミーシアの口元に添えられゆっくりと流し込まれる。時折吹き出しそうになっているがミーシアはポーションを全て飲み込んだようだ。

　そして僅わずかな静寂が過ぎ、ミーシアの目蓋がゆっくりと上がり部屋の様子をキョロキョロと見て慌てて起き上がった。

「ミーシア！　大丈夫なの!?」

「う、うんなの。メルさん、シアは……？」

　どうやら自分の状態がよく理解できていないみたいだな。ツバキ達に合図をして黙って部屋を出ることにする。

　あとはメルメルが説明するだろう。部外者の俺達がいたらミーシアも落ち着かないだろうしね。




「この度は本当にありがとうございます！」

「ありがとう。もうダメかと思っていたけど、本当に、ありがとう」

　部屋から出て建物の中を勝手にうろつきながら最初の部屋に向かっているとリクが現れて案内を引き継いでくれた。

　戻った部屋でママリエさんに出迎えられた頃に息を切らしたメルメルが飛び込んで来た。ミーシアのことは別の子供に任せたようだ。

　そして俺達は椅子に座り向かい合っていた。ツバキだけは後ろに立って警戒しているけどね。

「気にしなくて良いですよ。ただどうしてあのような状態になったのかだけ聞いて良いですか？」

　ここに来ると決めた時点で怪我の状態次第でポーションをあげるつもりだったからね。……思った以上に深刻そうだったけどＤランクポーションで治るものなんだね。メルメルが確認した限りでは怪我は全快しているそうだ。ミーシア自身も痛いところはないと言っているそうなので問題ないだろう。

「……あの症状は魔ま素そ病びよう。……高ランクポーションなら一発で治る。ただし自然治癒は不可能」

　魔素病は内臓などを損傷した時に発症することがある病らしく、体内で魔力が過剰に生み出されて外に漏れ出すらしい。

　異世界ならではの病気か。俺が兎に腹を刺されたのも放置していたら魔素病になっていたのか。……放置していたらその前に死んでいるな。

　フィーネの見立てではミーシアはろっ骨を骨折していたようなのでそれが内臓に刺さって悪化してしまったのだろうと言っている。

「おっしゃる通りです。ミーシアはとある事情で怪我を負った際に魔素病が発病しました」

　この世界はポーションの発達のせいで医療がほとんど進んでいないみたいだな。病気の原因究明よりどのランクのポーションならどこまで治るかを調べることの方が大切みたいだ。

　ポーションが全員に行き届くならそれでも良いだろうけど不足している現状では医学の発展も大事な課題ではないのだろうか？

　……骨折や内臓の損傷までポーション飲むだけで治っていれば医学が発展することはないか。それよりポーションを大量に安定して生み出す研究をした方が良いと思われているのだろうな。

「ッ、あの女貴族のせいだ！　ミーシアは何もしていないのに、あの女が」

「止めなさい、リク。失礼しました。今の話は聞かなかったことにしてください」

　そう言えば俺達が襲われた時も「あの女」って言ってたな。貴族の女性が貧民街で暴行事件？　……心病みすぎだろ。

　そして貴族の悪口を口にしたら問題があると。……メルビンさん、この街は治安が良くて住みやすい街じゃなかったっけ？

「その女性の特徴を教えてもらえますか？　今後会う機会があると嫌ですからね。もちろんここで聞いたとは言いませんし、情報提供料も出しますよ？」

「…………分かりました。ミーシアを助けて頂いたのですから教えないわけには参りませんね」

「あの女は金色の髪で俺達を見下しているような目をしていて蹴りながら気味の悪い表情をするドレスを着たヤツだ！」

　……そんな女がいたら嫌だね。ただ少し落ち着こうか。もうちょっと分かり易くお願いしたい。

「えっと、おにーさん。私は直接会ったことはないけど被害を受けた子の話によると、金髪で長い髪の成人間もない貴族風の女性で、近くには初老の執事っぽい男がいたそうよ。あと自分のことを、わたくしって言っていたらしいわ」

　…………。うーん、俺が今日会った貴族令嬢に全部当てはまるけど、これは陰謀かな？　誰かがヒロネ嬢に罪を着せようと。

「あの者ならありえますわね。今後は視界に入り次第迎撃しますわ」

「いや待とうね。さすがに貴族令嬢を会うなり攻撃したら問題になるからね？」

「ではバレないように気を付けますわ」

　どうしよう。ツバキさんが聞く耳を持ってくれない。さっきの件まだ怒ってますね。さすがに俺に被害をもたらす前に攻撃するのは問題だろう。

「……ツバキ、短絡的すぎ。……それじゃヤマヤマが困る」

　おぉフィーネがまともなことを言ってる。こういう時はふざけたことばかり言ってると思っていたのに。

「……だから次何かしたら徹底的にヤル。……向こうに非がある時を狙って、二度とヤマヤマにちょっかいをかけられないように」

「なるほど」

「いや、なるほどじゃないよ。一応領主の娘だからね？」

　さっきの件があるからそうそう下手な真似はしてこないと思うけど。ただストレス発散に貧民街で被害が増えたら嫌だな。

「…………ミーシアは領主の娘にやられたの？」

　あ、やば。つい言っちゃったな。……いや、いいか。

「現場を見ていないから断言はできませんよ。だけど今後は襲われそうになったらベルモンド家のご令嬢ですよね？　って言ったら逃げ出すかも知れませんよ？　あくまで可能性ですけど」

　まさか領主が公認しているわけではないだろうし身元がバレることは嫌うだろう。平民、それも貧民街の人間が領主に直接被害を訴えても相手にしてもらえないだろう。なら身元がバレることを恐れてヒロネ嬢が行動を控えるようにした方が被害は減るだろう。

　……さすがに口封じまでは仕出かさないよね？

「分かった。子供達には伝えておくわ。……でも領主様の娘が犯人だなんてね」

　信頼が厚いらしい領主の娘がこんな真似をしているとは思いたくないよね。貧民街の小さな声に耳を傾けてくれる人はいないだろうし。……そうか。なるほど。

「この大樹院には何人くらいの子供がいるんですか？」

「今は在籍しているのは三○人ほどですね。でも貧民街で生活している一部の子供達も一緒に面倒見ているので、その子達も合わせると六○人はいると思います」

「おにーさん、ここは一応この街が定めた養護施設なのよ。領主様の管理下にあるね。ミーシアは貧民街で襲われたけど大樹院に在籍しているわ。貧民街の子供達とも遊んでいるから間違えたのでしょうけど」

「管理されている施設なのにポーションを用意してもらえないのか？」

「無理よ。管理下と言っても様子を見にくることもないわ。年に一度だけ運営費が支給されるだけであとは一切の介入はないわ」

　形式上の管理下か。運営はママリエさんに任せ、救済措置を取っているっていうポーズをしているわけね。運営費も雀すずめの涙だろうな。部屋の中に内職の形跡もあるからね。

　年長の子供達は街で子供でもできる仕事をしているそうだ。仕事と言ってもお駄だ賃ちんぐらいしか貰えないそうだけど。

「大樹院の規則で成人する一五歳までしかここには在籍できません。ここを出た後に貧民街に身を置く子達も多いです。ここにいるうちから仕事をしていたらもっと違った道もあると思うのですが」

「大樹院の運営費も普通に考えたら数人分しか貰えていないわ。子供達の協力と卒業した子達の仕送りがあっても常に火の車よ。誰か余裕があって大金を稼げる仕事をしていて、亜人に囲まれて喜んでいる人とかがいたら助かるんだけど」

　つまり子供達の仕事を世話して欲しいってことと、寄付はいつでも受け付けているから金を出せってことね。まぁ丁度いいかな。人数は多いわけだし。

「なら仕事をお願いします。屋敷の水みず汲くみです。屋敷にある井戸から生活用水を朝に、風呂の水汲みを夕方に。報酬は朝夕合わせて一日大銅貨五枚。人数はそちらに任せます。もちろん亜人でも構いません。重労働だし人数が多い方が早くて楽ではあるかも知れませんね。どうです？」

「やる。というかやらせる」

「そうですね。それくらいなら今でもやっていますから問題はないと思います」

「それなら今日からでも良いですよ」

「分かった。それじゃ帰りについて行くわ」

　よし、水汲み要員ゲット。ザルクさん達は一応門番だからね。子供でも人数がいたら水汲みもそこまで大変じゃないだろう。

　あとは寄付か。……タダでお金を出すのは嫌なんだよね。情報料って言ってもなぁ。……情報か。

「…………僕は無償で施ほどこしをするつもりはありません。なので仕事の一環として大樹院に依頼を出そうと思います」

「なにを？　言っとくけど子供しかいないわよ？　私を含めて」

　お前は大人だろうが！　見た目は別として。まぁそれは置いておいて。

「依頼は情報収集。この街で起こった事件や騒ぎ、市場で珍しい物が売られている、珍しい人物がいるなど、この街の情報を集めて教えて欲しい。無理をして調べる必要はありません。噂レベルでも問題ないです。これなら子供達が街中をうろつくだけでも自然と見つかるでしょ？」

「……そうね。屋台を出している子もいるし、そういった噂は耳にすることも多いと思うわ。でもそんなあやふやな情報を集めて意味があるの？」

「あるかも知れないし、ないかも知れない。でも何らかの役に立つ情報が入って来ることもあるでしょ？」

　ここには新聞もテレビもないからね。情報は自分で集めないと。とりわけ外の国から来た商人は狙い目だね。珍しい食品とかあるかも知れないし。

「おにーさんがそれで良いならやらせるわ。でもやる気になるかはそちら次第よね？」

　ニッコリ笑って親指と人差し指で輪っかを作ってる。そのサインはこの世界でも有効なのね。

　さっきまで幾らでも良いって感じだったのに。ちゃっかりしているな。ふむ、では俺を蔑ないがしろにできないようにしようかね。

「ならこれが依頼料込みの寄付金です」

　俺が机の上を滑らせて送った硬貨をパシッとママリエさんが押さえた。

　……メルメルが取ると思っていたよ。意外と素早いのね。

「…………私、初めて金貨を触りました」

「え！　金貨!?　ちょ、私にも触らせて!?」

「……意外と重いのですね」

「感想はいいから!?　私にも！　ちょっと交代！」

　賑やかだな。とりあえず頰ほお擦ずりしたりするのは俺達が帰ってからにしてもらえますか？　……おい、なに金貨を見つめて、舐めるなぁ!?　……ギリギリの所でメルメルが阻止したようだ。……金貨を持ってママリエさんが壊れたようだ。




「申し訳ございません。少し動揺してしまいました」

「……少しじゃないでしょ、まったく」

　メルメルが奪った金貨を鬼の形ぎよう相そうで取り返しに向かうママリエさんの動きが怖かったのでツバキに冷静にしてもらった。──物理的に。

　すぐに目を覚ましてメルメルが持つ金貨をジッと見た後、何事もなかったように椅子に座り頭を下げている。

「……なんだったら銀貨と変えましょうか？」

「ダメです、もうそれは私の物です！」

「大樹院の物でしょ!?　私的に使ったらダメだからね！」

「使いません。それはペンダントにして肌身離さず持ち歩きます」

「だから大樹院の運営資金だって言っているのよォォ!!」

　……まだ壊れたままみたいだ。この国の金貨はヤバい薬でも混ぜ込んでいるのか？

「まぁ僕としてはやる事やってくれたらどう使おうと口は出しませんけどね」

「待って！　お願い、口出しして!?　このまま見捨てられて私どうしたらいいの!?」

　知らんがな。斜め四五度で頭に一撃入れたら治るんじゃないのか？　さっきのツバキの一撃は角度が悪かったんだろう。

「ただやる事やってくれないなら来月から資金提供はありませんし、今後信頼が回復できるとは思わないでくださいね？」

　お金が尽きてから来月は頑張るとか言われても一切取り合わないからね。俺は見切りをつけた者に期待は持たないから。お金を借りて催さい促そくするまで返さないヤツに碌ろくな者はいないって思っていますので。人の根っこの部分の性格はそうそう変わりません。

「──え？　来月も、くれる、の？」

「────」

　うん？　いやそりゃそうだろう。子供とはいえ六○人もいるんだろう？　食費だけでも月にそれくらい掛かるだろ。なら依頼する以上食費くらいは賄まかなうさ。

　……そうだな。まともに使われず子供達がやる気になってくれないなら支援する意味がないか。

「ふむ。口出ししろって言うなら、二人の取り分は六二分の一だからね？　横領して僕に不利益が出たら貴女達は──俺の敵だ」

「ッ、大丈夫よ、そんな真似は私がさせないわ」

「──六二分の一なら六二か月後には丸に戻りますね」

　……ママリエさん、金貨を砕くつもりですか？　現金化して百万Ｇ貯める方が早いでしょ。どうやって砕いた金貨を合わせるつもりなの？　それも毎回別の金貨だよ？

「──あ、いたの！」

　ママリエさんのことはメルメルに任せることにして、特に集めて欲しい情報の話をしているとミーシアがやってきた。包帯は全部取れているし普通に歩いているみたいだから怪我も完治したみたいだね。

「ミーシア、動いて大丈夫なの？」

「うんなの。もうすっかり良くなったみたいなの。お礼を言いに来たの。お兄ちゃん、ありがとうございますなの！」

　パタパタと小走りで俺達の前まで近づいて来たミーシアが俺の前で頭を下げた。

　……一○歳くらいか？　スンスンやメルメルより幼いし──いや、二人と比べたらダメだろうけど。……しかし、なんだろう、この妹感は。保護欲がくすぐられる。俺に妹はいたのか？　この世界に来る時に家族に関することは完全に記憶から消えているから分からないんだよな。

「どういたしまして。ただお礼ならメルメルにも言ってくれ。メルメルが俺をここまで連れて来たんだからね」

「メルさんにはもう言ったの。シアを助けてくれたのはお兄さんなの。だからありがとう、なの」

　ッ！　な、なんだ、この可愛い生物は。まさか亜人の美女以外に俺の心を動かす者がいるとは。この無垢な微笑みはシオンとは別のベクトルの破壊力がある。

　──俺はロリコンになったのか。……いや、違う。これは兄が妹を愛でる時の感情だ。恋愛感情ややましい想いはない。
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　現に俺が思わずシアの頭を撫でていてもシオンもツバキも何も言わない。……何故かフィーネが頭をこちらに向けて来るのが邪魔だけど。

「…………さすがはミーシア。お兄ちゃん殺しの傾国の妹ね」

　前科が気になる肩書きだな。俺以外にもお兄ちゃんがいるのか。……リクくーん、ちょっとトイレでお話ししようか。

「主様、あまり子供をいじめるのは駄目ですわよ？」

「旦那様？　おいたが過ぎるようなら従者として誤った考えを正しますよ」

「シオン、そこは妻として、ですわよ？」

「お、お姉さま!?」

　……うん。俺はこっちの方が良いな。

「……え。シアの──。ママ、シア──お兄ちゃんと一緒に行きたいの！」

　ま、ママ、だと？　ママリエさんの子供だったのか!?

「おにーさん、変な勘違いしてそうだけど、ママリエは皆のお母さんよ？　実子はいないけどね」

　ま、そうだよね。でもママリエさんもこの世界の基準で言ったら子供がいてもおかしくないよね？　修道女だからそういったことは禁止なのかな。まぁ、たくさんの子供達に囲まれているわけだけど。

「ヤマト様、ミーシアのことをお願いできないでしょうか？」

「…………簡単に許可を出すんですね？」

　今日初めて会ったヤツだぞ？　それも見た目は子供であろう俺に普通自分の子供を託すか？　ツバキ達を侍はべらせて出歩いているような男だぞ？

「メルが連れて来た方ですからね。悪い人ではないでしょう。それにミーシアの見る目も確かです。薬師であればここで生活するよりは良い生活ができるでしょう。将来的にはヤマト様と一緒になりこの大樹院に金貨をもたらしてくれることでしょう」

「お断りします」

　最後の一言で貴女への信頼は地に落ちましたね。受け入れる気持ちも綺麗サッパリなくなりましたよ。

　本当にこの国の金貨は有害じゃないんだよね？　……今度ポーションに漬けてみるか？

「ッ！　な、なぜですか？　ミーシアは賢くて優しい良い子ですよ？　少しくらい金貨を──」

「ママ、少し黙っててなの。──お兄ちゃん、シア頑張って働くからお兄ちゃんの家に置いて欲しいの。我わが儘ままは言わないし、ママに言われても勝手にお金を持って行ったりもしないの。シア、お兄ちゃんに恩返しがしたいの」

　……上目遣いで目の端に涙を溜めるのはやりすぎだね。メルさん？　貴女が教えましたか？

　メルメルに視線をやるとサッと横を見て俺と視線を合わせない。身体は正直ですねぇ。

「ミーシア、その言い方では私が無理やりお金を持って来るように言っているようですよ？」

「ママリエ、この金貨触っていていいから少し黙ってね。……おにーさん、私がお願いできる立場じゃないのは知っているけど、それでもミーシアのことお願いできない？　この子は簡単な読み書きと計算も少しできるの。食事の用意もいつも手伝っているし、掃除や洗濯だってできるわ。だからお願い！」

　……ふむ。随分熱心に薦すすめてくるな。確かにミーシアは可愛いからそれだけで受け入れる理由になるけど、それだけ有用ならここでも必要だろうに。子供達の世話がそんなに楽だとは思えないけどな。ここにいられない理由？　ヒロネ嬢から狙われるとか？　ないな。あの女がいくら可愛いとはいえ貧民街の子供の顔を覚えているはずがない。

　……俺の金目当てなのか？　毎月必ず貰えるように繫ぎ止めたい？　確かにミーシアを手元に置くためなら多少の損失は構わないけど。……うん？

「……ヤマヤマ、そんなに悩むなら断ると良い。……受け入れられない何かがあるのでしょ？」

　いや、ないはずだ。ミーシアのためなら。……いや、おかしい。何かが引っ掛かっている。受け入れる受け入れない以前に何か違和感が。

「主様、失礼しますわ」

「ん？　うお、ぉぉお？」

　突然ツバキが俺を強く抱きしめた。背後から頭を包み込むように。お胸に押し付けるように。……あぁ良い香りがするなー。

「──スッキリしました？」

「…………え？　感想求めちゃう？　ここで？」

　周りの視線が熱いんだけど。フィーネが俺の腕に胸を押し付けているんだけど。そしてそれを見るシオンの目が冷たい。

「…………おにーさん、子供の前で何やっているのよ」

「まぁまぁ、お盛さかんですね。隣のお部屋金貨一枚でどうでしょうか？」

「──お兄ちゃん、私も大きくなったらしてあげるの！」

　そろそろママリエさん治らないかな？　ミーシアはそういうこと言わないように。間違った大人になっちゃうよ。……うん？　ミーシア？　──なるほど。

「良いですよ。ミーシアは俺が預かります」

「ヤッター！　ありがとうお兄ちゃん！」

「…………おにーさん、ミーシアに抱き着かれたくて許可出したの？　そっちの彼女じゃ満足できないの？」

「人聞きの悪いこと言うな。ミーシアは責任をもって一いつ端ぱしのレディに育てるよ。そこに他意はない。だからシオンは握り方弱めてお願いします」

　俺の手を笑顔で握っているシオンさんの圧が怖い。別に手を握り潰されるとかはないんだけどシオンとは普通に手を繫ぎたいです。はい。




「はぁー、思わずそのまま受け取ってた……コン」

　ヤマト達と別れ、一人市場で食材を見ていたヨウコ。新鮮な野菜を見つけて早速購入しようとメイド服のポケットに手を入れる。すると予想外にズッシリとしたソレを手にして思い出した。

「ご主人様に渡されて交換しないまま持ってきていたなんて……」

　ヨウコは金貨をヤマトから渡され、初めて見て触る金貨に思考力が著いちじるしく低下していた。

　ツバキ達に諭さとされ低下中の頭では上手く処理ができないまま金貨をメイド服のポケットに入れて、ヤマト達と別れていたのだった。

「……あのまま渡していたら騒ぎになってもおかしくないですからね？　触って気付いた私を褒めるべきだと思う」

　野菜屋で野菜を選び、いざ購入という段階で気付いたヨウコは冷や汗を流しながら店主に「お金を忘れました、コン」と言いそそくさとその場を立ち去った。

　ヨウコの動揺っぷりに野菜屋の主人も財布を忘れて焦っていると思い、特に気にした様子はなかった。

　ヨウコはそのまま食材選びを中断して現在は商業ギルドを目指して歩いていた。

　市場では両替はもちろんお釣りが用意されているわけがないので買い物ができず、街中にある金貨を扱える大商店ではヨウコが金貨を持っていることを不審がられると思い、商業ギルドへ両替を依頼しに向かっていた。

「……両替って手数料いくらだろう。今日の給金で足りるのかな……」

　金貨をそのまま受け取ってしまったのは自分の失態であると考えたヨウコは食材を買わずに屋敷に戻るわけにもいかず、商業ギルドに向かう道すがらヤマトを捜していたが見つからない。

　あれだけ目立つ存在が見つからないということは近くにいないと結論付け、ヨウコはそのまま商業ギルドに進路を定めることにした。

　金貨の両替など普通の平民であれば一生経験することがない事態である。その未知なる手数料に恐怖を抱いているヨウコには、もはや語尾に気を遣う余裕など皆無であった。

「給金の前借り扱いになるけど大丈夫でしょうか……。勝手に私用で使うことになりますよね。──クビ、になりますかね……」

　突とつ如じよとして降って湧いた考えられない高待遇の仕事にヨウコは喜んでいた。主人が亜人好きというのも好印象であり、お風呂にまで入ることを許されたことに不安と期待が溢れていた。

「あんなに亜人にくっ付かれて喜ぶ人間族がいるなんて思いませんでした。私達を人として見てくれるのは嬉しかったのですけどね。……あの中に入りたいとは思いませんが……私もくっ付いたらクビにならないのでしょうか……？」

　自暴自棄になりかけながらもヨウコは覚おぼ束つかない足取りでどうにか商業ギルドへ到着していた。

『────にゃ！』

「…………今の声は？」

　ヨウコが商業ギルドの正面入り口に辿り着いた時、商業ギルドの中から聞き覚えのある声が聞こえてきた。

　声の感じからあまり良い状況ではないと思いながらも、入らずに帰ることはできないと意を決してヨウコはギルドの扉を開ける。

「──だからミリスにゃんを呼んで欲しいにゃ！　ご主人様からの伝言があるにゃ！」

「ですから、ご主人のお名前と用事をこちらに記入してお待ちください。係の者が対応に当たりますので」

「他のギルド員は当てにならないにゃ、ミリスにゃんが対応してくれるって聞いたにゃ！」

「ですから、現在ミリスはギルドにおりません。他の者が対応しますので書類に記入してお待ちください」

「それじゃ困るにゃ！　まだご飯を買って帰る仕事もあるにゃ！　みんなお腹減らして待っているにゃ！」

「……では、先にそちらを済ませてから再度いらしてください。その頃にはミリスが戻っているかも知れません」

「ダメにゃ！　ご主人様には伝言を伝えて、帰りにご飯を買ってくるように言われているにゃ！」

「…………では伝言の内容をこちらの用紙に書いてください。私が責任をもってミリスに手渡しますから」

「ダメにゃ！　他のギルド員は信用できないらしいにゃ！」

「…………」

「…………」

　ヨウコは開いた扉をそっと閉めた。

　そして数秒ほど目を瞑つむり再度扉を開けて中に入った。このままメイプルが騒ぎ、ヤマトの名前に傷を付けるような真似をしてツバキの怒りが他の使用人にまで及ぶ可能性を考慮してのことであった。

「メイプルさん。ギルドで騒いでは駄目ですよ。コン」

「ヨウコにゃん！　どうしたにゃ？　あと私達の前ならその無駄な語尾を付ける必要ないにゃよ？」

「…………」

　人間族以外の獣人達は知っていた。狐人族が語尾にコンと付けないことを。そもそも獣人で特有の語尾を日常的に付けているのは猫人族くらいなものであった。

（私だって付けたくて付けているわけじゃないわよ!?　でもこれ付けないとガッカリする人間が多いのよ!!）

　ヨウコの声にならない叫びの気配を感じたメイプルが「なんかごめんにゃ」と頭を下げるのを見て、商業ギルドの受付係は話が通じる人が来てくれたと安あん堵どした表情を見せていた。

「いらっしゃいませ。お連れの方ですか？」

「……はい。伝言の件はあとで再度訪問します」

「にゃにゃ!?　ダメにゃ！　これはご主人様が最重要要件だって言ってたにゃ！」

「ギルドに迷惑をかけるほどの案件ではないですよ。詳しい話は明日するから軽く伝えて欲しいって言っていましたよね？　私もあの場にいましたからね？」

「……でも伝言を言わないまま帰るわけにはいかないにゃ」

「メイプルさんにはまだ仕事があるのでしょ？　ではあとは私が引き継ぎます。このあと市場に戻りますから、そのあとに再度訪問します。それでもミリスさんがいらっしゃらなければ伝言を手紙に残します」

「ダメにゃ！　ギルド員は信用できないらしいにゃ!!」

「それを大きな声で言うのは止めてください。……ヤマト様はそこまでは言っていないでしょ」

　ガタッ！

「…………え？」

　椅子が倒れる音にヨウコが視線を受付係に向けると驚きよう愕がくの表情を浮かべた受付係がヨウコとメイプルを見ていた。

　そしてそれは周りで別の対応をしていた受付係も同じだった。

　突然多くの視線を受けたヨウコとメイプルは何が起きたのか分からず視線を彷徨さまよわせていた。そしてその視界の端に駆け寄る女性の姿を捉とらえた。

「……失礼します。私は専属スタッフのファルナと申します。お話はあちらの専属窓口でお聞かせ頂けないでしょうか？」

　突然の申し出に対応を考えていたヨウコの背後には、いつの間にか警備員が二人控えていた。

　その物々しい雰囲気に二人は黙ってファルナに付いて行くしかできないのであった。




　ヨウコ達がファルナに案内された部屋は二五番窓口と書かれた専属窓口である。

　部屋に通されるなり椅子を勧められ、果実水まで用意されたことにヨウコは驚きを隠せないでいた。メイプルは大喜びで果実水を飲んでいる。

「改めまして、私は専属スタッフのファルナと申します。現在ミリスは外出中の為、代理として私がお話を伺いたく存じますが、よろしいでしょうか？」

「は、はい」

「はいにゃ」

　ファルナの持つできる女オーラの前にメイプルも文句が言えず頷いていた。通常窓口にいた受付係とは纏まとっている雰囲気が段違いであり、ヨウコ達はその風格に完全に吞まれていた。

「ありがとうございます。お二方はヤマト様の使用人、ということで間違いありませんか？」

「は、はい。本日付けで使用人となりました狐人族のヨウコです」

「メイプルにゃ」

「ご丁寧にありがとうございます。それでは本日──」

　コンコン。

　ファルナがヨウコ達に尋ねようとしたタイミングで部屋の中に扉がノックされる音が響いた。

　失礼します、とファルナが断わりを入れて席を立ち、扉に向かう後ろ姿を見ながらヨウコは深呼吸を繰り返していた。

（……どうして窓口で話しているだけでギルドの幹部がやってくるの。……私達ギルドに目を付けられた？　……全部メイプルさんの責任でしょう。あぁやっぱり入るんじゃなかった……）

　商業ギルドの専属スタッフとは受付係の中でも特に優れた者だけがなることを許された商業ギルドのエリート職員である。行商人や小さな店の店主程度では直接対応されることはなく、平民からすれば羨み憧れる職業でもあった。

　ヨウコは隣でニコニコしながら果実水を飲んでいるメイプルを一いち瞥べつし、自分達の失態がヤマトに及ぼす悪影響を考え、胃が痛くなってきていた。

　そんなヨウコをあざ笑うかのように部屋にはさらなる人物が入室してきた。

「ご会談中に失礼します。私は当ギルドの副ギルド長、レベッカと申します。私も同席することをお許しください」

「…………」

「にゃにゃ!?　と、取らないにゃよ？」

　副ギルド長と聞いたヨウコは目の前が真っ暗になりかけ思わずメイプルの手を握っていた。

　メイプルはレベッカの名乗りもどこ吹く風とヨウコの分の果実水を見つめているところにヨウコから手を摑まれ、激しく動揺していた。

　サイガス商業ギルド、副ギルド長レベッカの名前はサイガスの街には広く知れ渡っていた。レベッカが就任してからの街の景気は一般の平民でも理解できるほど良くなり、貴族の横暴が激減したと街でも噂されていた。
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　商業ギルドの敵対者にはたとえそれが貴族であっても一歩も引かない姿勢と、街の至るところに目を行き届かせる行動力は町人からも好印象であり、貴族からも一目置かれる存在であった。まさに平民からすれば身近でありながら雲の上の人物であった。

　そのことはこの街で生活しているヨウコの耳にも当然入っており、貧民街の住人でさえ商業ギルドと揉めてはならないと語るほどであった。

　ヨウコは目の前に座る威い風ふう堂どう々どうたる姿をしたレベッカに畏い敬けいの念を覚えると同時に、レベッカが出向いてくるほどの失態を犯していたのかと途方もない絶望感に浸っていた。

「──ッ申し訳ありませんでした!!　この子は頭が少しアレでして、先ほどの件に私達の主人が関わっているということは一切ありません！　商業ギルド様には常々大変にお世話になっていると申されております！　先ほどのこの子の発言は頭がアレなこの子の戯ざれ言ごとであると思っていただきたく存じる次第でありますコンです!!」

　ヨウコの早口に呆気に取られたレベッカとファルナを他所に、アレなメイプルはぷくぅっと頰を膨らませヨウコに抗議をしようとする。が、ヨウコの「イマヨケイナコトヲイッタラユルサナイ」と呪じゆ言ごんの籠もった眼差しを受け、猫耳をぺたりと下げて借りてきた猫のように大人しくなっていた。

「──はは。いや、すまない。……どうやら何か勘違いをさせてしまったようですね。我々は貴女方を糾きゆう弾だんするつもりは一切ありません。今回私が来たのはミリスの代役をただの専属スタッフに任せるには荷が重いと思っただけです」

　ヨウコはエリート職員である専属スタッフでは荷が重いとされる案件を取り仕切るミリスとは一体何者なのだろうと思うと同時に、副ギルド長が出向くほどの要件をヤマトからは聞いていないと冷や汗を流していた。

　ヤマトがメイプルに伝えたのは米が食べたいからミリスに手配ができるか問い合わせすることと、普段飲み用のお茶を手配して欲しいということだった。

　隣で聞いていたヨウコはヤマトが米を食べたいと言ったことで米を用いた料理法を必死に考えていたのでハッキリと覚えていた。

　いくら薬師とはいえ副ギルド長に直接伝えるほどの要件では決してないとヨウコは心の中で叫んでいた。

　そして副ギルド長が直々に出向くほどの要件だと思わせるヤマトの存在に戦せん慄りつしていた。

（ただの子供ではないと思っていたけど、──薬師だって聞いてはいたけど一体どうなっているの!?　貴族が相手でも人によっては対応しないって噂の副ギルド長が直々にご主人様の要件を聞きにきた？　それもご主人様自身じゃなく亜人の使用人が来ただけで？　ホールで商業ギルド批判をやらかしていた亜人を罰することもなく下手に出て会話してくれている？　……ありえない。……ヤマト様、貴方はいったい？）

　ヨウコ達がザルクに声をかけられるに当たって聞かされたのは、竜人族を従えた人間族が家事のできる人物を探している、といった簡単なものだった。

　しかし竜人族を従えているとザルクが発言したことから、その人間が只者ではないとヨウコは思っていた。

　そしてヤマトからの自己紹介で薬師をしていると聞き、良い人に雇われたと喜んでいた。薬師であれば職に困ることはなく使用人として長く仕えることも可能であるからだ。

　しかし、レベッカの対応は竜人を従えた薬師に対してだとしても過剰であるとヨウコは思っていた。まして対応を受けているのは平民の亜人である自分達なのだ。

「…………本日参ったのは私共の主人であるヤマト様より商業ギルドへご依頼があり、その事前問い合わせのためです」

「なるほど。そしてその内容とは？」

「お米とお茶にゃ！」

「っ！　メイプルさん!?」

「話が回りくどいにゃ。ご主人様はギルドにお米とお茶を集めて欲しいって言ってたにゃ。とりあえず九人家族が毎日食べた時の月に消費する量を毎月お願いしたいそうにゃ」

　メイプルの鬼をも恐れぬ度胸にヨウコは胃痛が酷くなるのを感じながらレベッカの様子を盗み見ていた。

　レベッカは口元に手を当て、目を閉じていた。その様子に怒りを押さえ付けていると感じたヨウコは血の気が引くのを感じ頭がふらついていた。

「…………。分かりました。至急手配を開始します。──ファルナ、ここは良いから今すぐ手配に入ってくれ」

「はい、最優先で事に当たらせて頂きます。それではヨウコ様、メイプル様、会談の最中ではありますが私はここで失礼させて頂きます。今後ともよろしくお願い致します」

　ヨウコの心労に気付かないレベッカとファルナは簡単な打ち合わせをしてすぐに行動に移っていた。

　レベッカはメイプルの言葉を聞いて、ヤマトからの依頼が最高品質のポーション作成に欠かせない素材であるのだと推察した。

　米とお茶は貴族であれば食することもあるが庶民には中々口にする機会がないもの。その理由としてまず値段がある。九人分の量の米を買おうと思えば平民の数日分の稼ぎが消える。とても普段の食事に回す食材ではない。

　そして次にヤマト達の食卓人数である。使用人を数人雇ったという話は既にレベッカの耳にも届いていた。しかしヤマトと一緒に食事をする者はツバキとシオンの二人だけであるとレベッカは考えていた。使用人と共に食事をする者はいないと。そのことから米の量が多すぎることが推測され、食事の為ではなくポーション作りに関係していると判断したのだ。

　最高品質のポーションを作るために必要な材料であれば何を置いても早急に用意する必要がある。が、米とお茶の二つはこのレイゴリット地方では作られていなかった。

　至急近隣地方に手配をするにしてもまずは商業ギルド内の在庫を押さえ、街の市場や商店にある物も全て押さえ時間稼ぎをする必要があった。

「ヤマト様は他には何か言っておられましたか？　用意する期限などは？」

「え、あ、えっと、後日改めてご主人様が伺うとおっしゃっていました」

「…………分かりました。明日までに用意できるだけの材料を用意してお待ちしておりますとお伝えください」

「…………」

　ヨウコはレベッカの見せた難題に挑むかのような険しい表情を見て意味が分からなかった。

　ヤマトが食べる為の米やお茶を集めるために専属スタッフが即座に行動を起こし、副ギルド長が可能な限りの量を早急に用意すると宣言しただけではなく、大した量を用意できず面目次第もないと表情を曇らせているのだ。

　ヨウコは「ありえない」と無意識に顔を横に振っていた。

「ッ、……今の発言はなかったことにしてください。本日中にまずは当ギルドが保有している分をお屋敷へ届けさせて頂きます。それとは別に明日までに用意できるだけの量をギルド総出で確保致します。ヤマト様には納品が遅れることをお許しくださいとお伝えください」

　レベッカはヨウコとメイプルに対して深々と頭を下げた。これにはヨウコだけではなくメイプルも驚き尻尾をピンと立てヨウコとレベッカを交互に見ていた。

「っ、あ、頭をお上げください！　十分です！　大丈夫です！　全然問題ありません!!　私がどうにかしますから!!」

　ヨウコはレベッカの謝罪を受けパニックになっていた。何はともあれ雲の上の存在に頭を下げられて生きた心地はしない。ヤマトの要望を満たせなかったとしても自分が謝罪をする方がマシであった。

　商業ギルドが保有している米の量を知らないヨウコであったが、それがどれだけ少量だったとしても上手く回してヤマトを満足させる。そんな決意を秘めた表情を浮かべるヨウコを見たレベッカは目を見開いて深く観察していた。

　ただの亜人の使用人であると思っていたヨウコが最高品質のポーションを作り出すヤマトに対して自分がどうにかすると言ったのだ。

　レベッカはヨウコがヤマトの師匠、もしくは姉弟子に当たるのでは？　と、観察を強めるが薬師特有の匂いがなく立ち姿からもその気配を感じられなかった。

　次の線としてヤマトの想い人、愛人など恋愛対象としての立ち位置からヤマトに進言をするのではと思考する。

　ツバキとシオンに対してのヤマトの対応から亜人に並々ならぬ想いがあると推測していたレベッカはその線からヨウコの価値を数段階ほど上方修正することにした。

「ありがとうございます。我々も可能な限り努力をしますが力及ばない時はどうか手助けをお願い致します」

「ッは、はい！　任せてください！」

　レベッカに微笑まれて顔を赤くしたヨウコが何度も首を縦に振っていた。そしてそれを黙って見ていたメイプルの手には、いつの間にかヨウコの分の果実水が握られているのであった。




「そういえばヨウコにゃんはどうしてギルドにきたにゃ？」

　ヨウコがレベッカと楽しく雑談していると果実水を飲み終わったメイプルがポロリと零した言葉に、ヨウコはハッとしてレベッカを見た。

　レベッカの接待話術によって緊張感を解され、楽しく会話をしていたヨウコであったが商業ギルドにきたのは金貨の両替の為であり、それは食材の買い出しという最優先すべき職務の一環であった。決して商業ギルドでレベッカと楽しく会話をするためではなかった。

「ッ、レベッカ様、実はご主人様から市場での買い物に使うようにと金貨をお預かりしているのです。たださすがに市場では使えないので商業ギルドで両替をお願いしたいのです」

「なるほど。分かりました。すぐに用意させましょう」

　ヨウコから有益な情報が得られないかと会話で探りを入れていたレベッカであったがヨウコが詳しい話を知らなかったことと、メイプルの絶妙な鳴き声のせいで詳しい情報が得られないでいた。

　レベッカがヤマトについて尋ねた時などヨウコが何かを答えそうになった際に「ふにゃー、美味しいにゃー！」や「みゃー、みゃ？　にゃーにゃ！」などの奇声を突然上げていた。その度に部屋に微妙な空気が流れて会話が途切れるためレベッカは会話を続けることに苦労していた。

　そしてメイプルがレベッカに時折尋ねることは「ギルドはご主人様をどう思ってるにゃ？」や「レベッカにゃんはご主人様のなんにゃ？」など、レベッカが答え辛いことをポンポン投げかけて来ていた。

　そんな会話の中でメイプルがヨウコに尋ねた内容はレベッカには渡りに船であった。ヨウコから金貨を預かったレベッカはすぐさま席を立ち、両替の為の銀貨を持ってくると退室した。

　そして二人になった部屋の中でヨウコは項垂うなだれていた。

「ヨウコにゃん？　話に夢中になりすぎにゃ。買い物もまだなのにこんなところで油を売ってていいにゃか？」

「うぅ、ごめんなさい。レベッカ様とお話しする機会がくるなんて夢みたいだったから……」

「言い訳にもならないにゃ。黙って見ていたら何い時つまでも終わらないと思ったにゃ。私もご飯買って帰る仕事が残ってるにゃよ？」

「ごめんなさい」

　ヨウコはメイプルに言い返す言葉もなく頭を下げた。結果的にメイプルがホールで騒いだ件は追及されることはなく、ヨウコ一人が舞い上がり空回りすることになった。

　メイプルがズバッと要件を突き付けたことで話がスムーズに進み、誘導尋問に引っかかりそうになっていたことを理解しており、手助けをする為に口を出していたわけであったが余計なお世話だったのだと反省していた。

「ヨウコにゃんが来てくれたからここに案内されて助かったけど、時間がかかりすぎにゃ。このことは黙っておくから今日の晩御飯はお魚多めでお願いするにゃ」

　ヨウコが来るまで窓口で言い合いを続けていたメイプルもまたヨウコが来てくれたおかげで話が進み、その後の会話もヨウコが主導で話してくれたので楽ができたと思っていた。時折話が長くなりそうな時に合いの手を入れていたが、基本的に年上で経験も自分より上であるヨウコを先輩と見て丸投げしていた。

　そして先輩がいるという安心感からレベッカやファルナと向き合っても落ち着いて話をすることもできた。ヨウコがヤマトのことを勝手に話そうとした時には誤魔化すだけの余裕があった。

「……ご主人様のメニューはお肉と野菜だからお魚は難しいです」

　ヤマトの食事を用意し、残った食材で使用人の賄いを用意するため、食事に魚がない以上メイプルの要望に応えることは不可能であった。

「そうにゃか。じゃあ、明日のご飯は魚にして欲しいにゃ。丸焼きが良いにゃ！」

「…………さすがに一匹丸焼きは無理ですよ？　ご主人様のお食事を作った残りの食材で用意しますから、あまり期待しないで欲しいです」

　食材の買い出しを任されているとはいえ、ヤマトの食事に使わない食材を余分に買うことはできない。とメイプルに伝えるヨウコであったが、当のメイプルは首をコテンと傾けヨウコに疑問を伝える。

「なんでご主人様の食事の残りで作るにゃ？」

「え？　それはもちろん私達が使用人だからですよ。ご主人様は私達の食事も用意して構わないと言われていますから使用人の分の賄いも用意するつもりです。ですがこれはご主人様のお食事を用意したあとに準備します。基本的にご主人様のお食事に沿ったメニューになりますけど、同じメニューにはなりませんよ？」

　外食が主なこの国において使用人が屋敷で食事を摂ることはなかった。

　主人が自宅で食事をする場合などに、料理人が余った食材を使って賄いを用意することはあるが、従者や高待遇の使用人など一部の者しか食べることはない。

　ヤマトから使用人の分の食事も用意するように言われたヨウコは、これまでに経験のない分野であり頭を悩ませていた。料理屋で作っていた料理は元から大人数を想定して作る食事だったので従業員の賄いも同じだった。

　しかしヤマト、ツバキ、シオンの三人分を用意して、別に使用人の賄いを残った食材で用意することは初めての経験になる。

「にゃ？　なんで私達だけ違うメニューにする必要があるにゃ？」

「……ですから私達が使用人だからですよ。同じ食事が頂けるわけがないでしょう？」

「にゃ？　一緒に食べるのに違うメニューになるにゃ？」

「えぇ？　一緒に食べるわけではないでしょう？」

「ふにゃ？　ご主人様はみんな一緒に食べるって言ってたにゃよ？」

「それはツバキさんとシオンさんと一緒にという意味でしょう。……もしかしたらシルフィさんも一緒かも知れませんけど、私達が一緒に頂くわけではありませんよ」

　街中でのヤマトに寄り添う姿を思い出しシルフィーネも追加するヨウコであったが、そこに自分達も加わるというメイプルの考えに世間知らずであると頭を抱えていた。

「でもお米は九人分って言ってたにゃ」

「…………それは、そうですけど」

「お茶の入れ物も人数分買って来てたにゃ！」

「…………」

　メイプルの指摘にまさか、とありえないことを考え頭を振るヨウコであったが、商業ギルドの対応に加えてツバキ達の存在がヤマトの特殊性を裏付けていた。

　メイプルの指摘が正しかったとしたらヤマト達の食事だけを用意するのは間違いになる。しかしヨウコの考えが正しかった時に人数分の食材を買ってしまうと完全に予算の無駄遣いになってしまう。ヨウコは答えの出ない難問に判断を下せないでいた。

　コンコン。

「失礼します」

「お待たせして申し訳ありません」

　ヨウコが頭を悩ませているとトレーを持った専属スタッフとレベッカが入室してきた。専属スタッフはファルナではなく別の専属スタッフであった。

「私はロロナと申します。よろしくお願いします」

「ファルナとロロナにはお二人や他の使用人方の対応を任せようと思っています。使用人の方が来る際には受付窓口で二人を呼ぶか、ヤマト様の遣いで来たと言付けをお願いします」

「は、はい。必ず伝えます」

「お願いします。こちらが先ほどの金貨の両替分になります。ご確認ください」

　ロロナがテーブルに置いたトレーには銀貨が十枚ずつ十列に並んでいた。そしてその横には花の絵柄が刺し繍しゆうされた革袋も置いてある。

「えっと、手数料は……？」

　手数料を差し引かれた残りの金額が持って来られると思っていたヨウコは銀貨百枚を前にして落ち着きがなくなっていた。

　恐る恐る上目遣いでレベッカを覗き見ながら尋ねると、レベッカは安心させるように笑みを浮かべ首を横に振った。

「不要です。ヤマト様の使用人から代金を頂くわけには参りません。こちらの革袋はサービスです」

　レベッカはヨウコがポケットから直接金貨を取り出したところを見ていたので、銀貨を入れる袋を持っていないだろうと思い女性向けの革袋を用意していた。

　しかしヨウコは手数料が無料な上にサービスで革袋が貰えるのはおかしいと手を伸ばせずにいた。花の刺繍がされた上質な革袋なら大銅貨数枚以上はする品物であった。

　何か裏があるのでは？　とヨウコが革袋を見つめていると隣からスッと手が伸び革袋を手にして銀貨を詰め出した。

「って!?　メイプルさん!?」

「にゃ？　さっさと詰めて帰るにゃ。見てても意味ないにゃよ？」

　メイプルの言はもっともであるが釈然としないヨウコは恨みがましい視線をメイプルに向けていた。

「まぁまぁ。そちらは私からヨウコさんへのお近づきの印です。ヤマト様に贈る品ではないのでご自由にお使いください」

「え、本当ですか!?　メイプルさん！　それは私の物なので私が入れます！」

　ヤマトの使用人としてではなくヨウコ個人へ贈られた物だと言われ、メイプルから革袋を奪うヨウコであった。そしてレベッカをジトッと見つめるメイプル。

「……メイプルさんにもありますよ。どうぞ」

　レベッカはヨウコが銀貨を入れ終わったタイミングでもう一つの革袋を取り出しメイプルに渡す。革袋には猫の刺繍がされておりメイプルは大喜びで受け取り、昼食代としてヤマトから渡されていた銀貨五枚をポケットから取り出し入れていた。

　ヨウコはその様子を見て、なぜ自分には金貨を渡してメイプルには銀貨なのだと不満に思う。

　金貨を渡されたおかげで手数料や失態のことを考え、苦悩したことを思い不満そうにメイプルを見つめていると、ふとツバキの言葉を思い出した。

『信頼の証だと思いなさい』

　ヨウコはメイプルを再度見て不敵な笑みを零した。そこにはもう不満そうな想いは皆無であった。

「それでは我々はヤマト様のご依頼の品を用意しますので、今回はこれで終了とさせて頂きますがよろしいでしょうか？」

「──あ、はいッ！　大丈夫です！」

「はいにゃ。私も急いで戻らないといけないにゃ」

　スタッと立ち上がるメイプルに釣られヨウコも立ち上がり、そのままレベッカに誘導される形で部屋を出る。

「本日は有意義な時間を過ごせました。ヤマト様にもよろしくお伝えください」

「は、はい。素敵な贈り物を頂きありがとうございます」

「にゃ！　ご主人様にもしっかり伝えるにゃ。窓口で話が通じないで時間がかかって、案内された部屋でご主人様のことを色々聞かれて、最後に高そうな革袋を個人的な贈り物として貰ったって、ちゃんと伝えるにゃ！」

「「…………」」

　ヨウコ達の先を歩いていたレベッカとロロナの足がピタリと止まった。

　そして突然動かなくなった二人を見て「にゃ？」と無邪気な表情をしているメイプルをヨウコは信じられないモノを見るような瞳で見つめていた。

「────。────忘れるところでした、お二人の貴重なお時間を使わせてしまった埋め合わせに、ヤマト様へのお土産を用意していたのでした。ロロナ、分かっているな？」

「はい！　ただちに！」

　ダッと駆けて行くロロナの後ろ姿を見つめる三人。信頼の瞳と無邪気な瞳と罪悪感で伏せられた瞳であった。

　ホールから専属窓口へ向かう通路で長く短い時間立ち止まっている三人のもとに、ロロナが一抱えもある箱を持って走ってくる。

「はぁ、はぁ、はぁ。お、遅くなり、申し訳ありませんでした。こちらを、どうぞ」

　箱の中には珍しい果物と希少なお酒、そして貴重な氷の魔石に囲まれた生魚が入っていた。

「にゃにゃ！　魚にゃ！　ヨウコにゃん！　生魚だから今日食べるべきにゃ！　新鮮にゃ！」

「……ご主人様にお伺いしてからね？」

　明らかにメイプル狙いの品物が入っていることに頰を引きつらせるヨウコであったが、当の本人は魚を見て大喜びであった。

「ヤマト様にはくれぐれもよろしくお伝えください。当ギルドはヤマト様の素性を探ることなどはしておらず、共に歩んで行きたいと切に願っていると」

「分かりました。必ずお伝えします。メイプルさんもいいですね？」

「分かったにゃ！　ギルドに来たら果実水を出されて少しお話ししただけにゃ！　帰りにお土産も貰ったにゃ！」

「「「…………」」」

　メイプル以外の女性三人と護衛のために近くにいた警備員達は複雑な表情でメイプルを見つめるのであった。
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　ゴーン、ゴーン。

「主様、五の鐘ですわよ。そろそろお戻りになった方がよろしいのでは？」

　今のが時間を知らせる鐘の音なのか。五の鐘ってことは一六時くらいか。メルメル達に昼食までご馳走になってたら遅くなったな。

　普段は朝と夜の二回の食事らしいけど俺達がご飯食べてないから帰ると言ったせいでメルメルとママリエさんが急きゆう遽きよ用意してくれることになった。

　屋台で食べるから良いと言ったのだが、ミーシアのお別れ会も一緒にすると言われたので断れなかった。……別に同じ街にいるし、いつでも会えるよ？

　大たい樹じゆ院いんでは子供の人数が多いので自分達で食事を作っているそうだ。子供達も料理の手伝いをしているから屋敷のお手伝いにどうですか？　とことあるごとに紹介された。

　とりあえず今のところはヨウコ達がいるから必要はないだろう。万が一、人が増えた時にでも再考することにしよう。

　そして大樹院の食事は質しつ素そ倹けん約やくを絵に描いたようなお気持ちだけ受け取りたい食事であった。

　ただ運良く？　大樹院にいた子供達はその食事を見て「うわ！　イモが入ってる！」や「バカ、よく見ろ。こっちは肉だぞ!?」など歓喜に沸わいていた。……支援額増やそうかな？

　そんな豪勢なのであろう食事を子供達と一緒に食べ、ミーシアにお別れの言葉を言って泣いている子供達を見て後日街で会った時に恥ずかしくならないのかな？　などと邪推していた。

　その後はメルメルやミーシアの距離が俺に近くなる度にシオンとフィーネが押しのけているのを尻目に獣人の子供達の耳をぷにぷにと揉み戯たわむれていた。

　うん、満足だ。ここはとても良い場所だね。自分から頭を差し出して来るケモ耳少女がたくさんいるからね。……ママリエさんが送り出しているのは見なかったことにした。

「……ヤマヤマ、エルフの耳も触る。……人間とはまた違った良い形」

「だ、旦那様、わ、私の耳も、どうぞ……」

　……いや、俺は別に耳フェチじゃないよ？　ケモ耳はぷにぷにする義務があるから触っているだけだ。ツバキもシオンを焚たき付つけるのは止めてね？　顔が真っ赤だよ？

　……まぁ触っていいなら触ろう。……うん、すべすべだね。シオンの耳は人間の耳と変わらないな。赤くて温かいけど。フィーネの耳は少し尖っているけど感触は人間の耳と変わらないね。少し面積が広くてシュッとしてるから触りがいはあるけど。

「……………」

「……ヤマヤマ？　……さすがに触りすぎだと思う」

「はうぅ」

　ハッ！　つい夢中になって触っていた。ケモ耳とはまた違った触り心地があってこれはこれでアリだな。

　シオンが顔から湯気が出そうなくらい赤くなってる。そしてその様子を見ていたママリエさんが再度獣人の女の子を投入しようとしてメルメルとミーシアに止められている。

「…………そろそろ帰ろうか」

「はい。……シオン、しっかりしなさいな。続きは屋敷で、ですわよ？」

「──続くのですね。……はい」

「……私も参加する。……ヤマヤマは私の耳に夢中」

　あれ？　屋敷でもやるの？　というか二人とも乗り気？　……頑張れ未来の俺！




「結局メルメルも来るんだな」

「ええ。ミーシアと子供達がお世話になる職場の場所を知っておかないとね」

　大樹院を出て水みず汲くみ要員の一○歳から一二歳の男女五人の子供達と屋敷に戻ろうとしたところ、メルメルとリクも付いて来ると一緒に出てきた。

　まぁ世話している子供達が働く場所だし知っておかないと何かあった時に問題か。

　今後は毎日五人の子供達が早朝と夕方に屋敷で水汲みをすることになった。メンバーはその日ごとに代わるみたいだけど絶対に欠かさずに行かせると力強く言われた。

　毎日払うのも面倒くさいので先払いで金貨を渡そうとしたらシオンに止められてしまった。「労働の対価なので直接子供達に支払うべきです」と。確かに、子供達も自分で貰った方がやる気も出るだろうからね。

　それにメルメルはそこそこ信用できそうだけど金貨に異常な執着を見せる人もいるからね。ちなみに大銅貨での支払いなので管理はシオンに丸投げだから俺の手間はかからない。人手があるって素晴らしいね！

「そこまで離れてもいないから様子が見たい時はいつでも遊びに来て良いからね」

　そして完全防御態勢「極」のまま中央区を歩く。左右にはミーシアとメルメルが追従して、その後ろを少し離れてリクを含めて子供達六人が付いて来る。

　……さらに悪化したな。さすがに周りの目が集中している。ツバキとシオンの二人と歩いている時はそこまで視線を感じなかったんだけどね。

　ミーシアとメルメルはこの状況でも俺の傍そばを歩くのを止めない。中々に胆きもが据わっているね。他の子供達は少し距離を置いているのに。

「…………見えたよ、あの建物だよ」

　総勢一二名で中央区の市場を奇異な視線を向けられたまま横断して愛しの我が家へ帰って来た。……まだ初日だけど。

「…………。え？　あの豪邸？　門番までいるわよ？　……あれ？　ザルクとダリオじゃない？　──何しているの？」

　俺が指差す屋敷を見て驚きに目を見開いたメルメルだったけど、ザルクさん達を見て疑問の方が勝ったのか俺達を置いてスタタタとザルクさん達の方に駆け寄って行った。

　どうやら知り合いみたいだな。貧民街で生活していたから知っているのか？　親し気に会話しているみたいだ。

「ザルクさん、お知り合いですか？」

「お帰りなさいませ、お館様。はい、メルメルさんには娘がお世話になっていますので」

　あー、貧民街の子供を大樹院で世話しているって言ってたな。ザルクさんの娘も大樹院にお邪魔していたのね。

　──メルメルが子供に見えるから娘さんの遊び相手だと思ってしまった。

「へぇ、おにーさんのところで働いているんだ。良かったじゃん、良いところで働けるね。フアレもこれで安心できるね。頑張ってね！」

「はい！　ありがとうございます。……それでメルメルさん達はどういった御用で？」

「うん、今日からウチの子達がおにーさんの家、屋敷の水汲みを担当することになったの。これからは朝と夕方に子供達が来るからよろしくね」

　ザルクさんはメルメルの実年齢を知っているみたいだな。ザルクさんの方が年下なのか？　スンスンが二四歳でメルメルも同じくらい──駄目だ。メルメルが大人に見えない。メルメルがザルクさんの娘と言われた方が納得できる。……人間以外には小人族の幼いフリは効かないのかな。

「なるほど。…………お館様、できれば通行証のような物をご用意頂けませんか？　子供達の顔を全て覚えるのは難しいので通行証の有無で対応させて頂きたいのです」

　そうだね。子供が毎回替わるかもって言ってたし通行証みたいな物があった方が良いか。とはいえ、通行証なる物を俺は持っていない。……金貨を預けて金貨を見せる子供は通って良いのは？　これなら普通の子供に真似はできない。うん、良い考えだ！

「…………旦那様？　まさかとは思いますが、金貨を預けようなどとは思っておられませんよね？」

「……シオン、大丈夫。……いくらヤマヤマでも子供に金貨を預ける危険性くらい理解している。……してるよね？」

「も、モチロン。当たり前じゃないか」

「ふふ、では主様。木片に絵でも描いてそれを通行証にしてはいかがですか？」

　おぉ！　ツバキさん、ナイスアイディア！　それで行こう！　と思ったところ、ダリオさんが屋敷に走って行った。ダダンガさんに木板の余りを貰って来るそうだ。気が利きまくりだね。

　少しして木板を二枚持ったダリオさんが戻って来て片方の木板をくれた。もう一枚は失敗した時の予備らしい。

　受け取った手の平サイズの木板をツバキに渡すと木板の両面を確認してシオンに渡す。そしてシオンも確認してフィーネに渡す。フィーネは受け取ってすぐにミーシアに渡し、ミーシアは確認してメルメルに渡す。そして子供達にも回り回った木板が俺に渡される。

「…………いや、誰か絵を描いてよ」

　俺は別に木板の確認をしてもらう為に渡したわけじゃないよ？　なんで俺のもとに戻って来るの。

「いや、そこはおにーさんが描かないと駄目でしょ？」

「そうですわね。主様が描かなくては通行証の意味がありませんわよ？」

　メルメルに描かせたら確かに複製が可能かも知れないけど、割わり符ふにしたら問題ないよね？　……俺が描くことに意味があると。この屋敷の主が発行した通行証という価値が付くのね。……でも俺、絵心ないよ？

「……ヤマヤマが描いた絵や文字ならなんでもいい。……大切なのはヤマヤマが描いたという事実」

　うーん、なら描くか。ヘタでも文句言うなよ？　そうだな。──よし、なら真ん中に竜を描いて、右に太陽、左に月を描こう。

　よし、まぁまぁの出来だな。線がブレているし左右対称じゃないけど、こんなもんでしょ。

「…………」

「…………」

「……中央に邪神、両脇に何かの記号？　……ヤマヤマ、これは古代の壁画をモチーフにした？」

　…………。

「違うの！　これ、真ん中にいるのは一いつ角かく[image: ]うさぎで左右にあるのは石と木なの！」

　…………。

「違うわよ。これ三つの部分を合わせて一つの怪物になっているのよ。これは悪魔ね、左右に浮かぶのは両手に宿した魔法よ！」

　…………。

「いや、これは絵ではなく古代語なのでは？　冒険者時代にこれによく似た古代絵文字を見たことがあります」

　…………ふんッ！

　ペチ。

　ザルクさんが手にした木板を手刀で叩き折ろうとしたけど割れずにそのまま地面に落ちた。……ツバキにやらせるべきだったか。

　いや、だから言ったよね？　心の中で！　俺に絵心ないって！

　コップの絵を描くのに丸を描いてその下に四角を描く気持ちが分かるんだよ？　なんだよ！　上から見た絵が交ざっているって！　見たまんまだろう!?

　というか竜はまだしも月と太陽くらい分かるだろ!?　…………。え？　この世界にもあるよね？

「──旦那様、これは私とお姉さまとシルフィをモチーフにしたのですね？」

「俺の理解者はシオンだけだよ…………」

　分かる人には分かるんだ。──たとえそれが当てずっぽうだったとしても。

「…………さすがはシオンですわね。主様の趣向をよく理解していますわね」

「……右がシオン、左が私。……ツバキは邪神？」

「張り倒しますわよ？　真ん中にいるのは主様を抱えた私に決まっていますわ」

　……その絵に俺はいないんだけどね。シオンが拾い上げた木板を再度割ろうと手を伸ばすがシオンが渡してくれない。

「旦那様、これで良いと思います。旦那様が私達を大切にしてくれていると分かる素晴らしい絵です」

「そうですわね。通行証に描かれていると言われると気恥ずかしいですけれど…………普通は分かりませんし」

　……ツバキさん？　お胸越しに聞こえましたからね？　……はぁ、シオンが大切だと胸に抱き締めている物を奪えるわけがないだろう。

「……独特な絵だから複製は難しいはず？」

「個性的だと思うの！　シアは良いと思うの！」

「おにーさんにしか描けない絵なら通行証としては問題ないでしょ」

　皆のフォローが胸に響く。なんで通行証を用意するだけでこんな目に。……俺にしか描けない、か。

「シオン、それ貸して？」

「壊しませんか？」

「大丈夫。ちょっと付け加えたいだけだから」

　さすがにここで受け取って割るほど鬼畜ではない。……俺にしか描けないのは何も絵だけじゃないからね。

　この世界の文字は日本語じゃない。でも俺は普通に読み書きができる。この身体の元の持ち主の知識なのか、メリリが与えてくれた特典なのかは知らないけどね。そして俺には日本語の記憶もちゃんと残っている。

　竜と月と太陽。簡単な絵だし正直これだけじゃ簡単に複製されそうなんだよね。だからその上にアーチ状に日本語の文字を書こうと思っている。未知の文字の癖まで複製できる贋がん作さく師しがいたら負けを認めよう。……俺は何と戦っているんだろうか。……まぁいいか。

　……そうだな。『メリリの胸はアルテミリナ様より大きい』っと。

【コラァァァァ!!】

「ッ！　主様!?」

「え？」

　ガン！　ガランガラン。

　……なんか金ダライが降ってきたんですけど。ツバキが弾き飛ばしてくれたから当たらなかったけど……え？　これ天罰？　雷とかじゃなくて？　タライ？

「…………突とつ如じよ発生したように感じましたが、主様に心当たりは？」

「ごめん。ちょっと女神様の秘密を暴露したらタライが降ってきたみたいだ」

「……ヤマヤマ、言ってる意味が分からない」

　俺もだよ。なんでタライが降ってくるんだよ。いや、雷より良いけどさ。

　……もしかして真実はメリリの方が小さいのか？

【そういうことじゃないでしょー!?】

　そういうことではないらしい。……あ、木板が割れている。しかも焦げた跡が付いて文字が読めなくなっている。……メリリ様？　この手の込みようは些いささかやりすぎでは。

　割れた木板をシオンが拾い悲しそうな表情を浮かべている。

　……ダリオ君、なにしているのかね？　さっさと予備を渡しなさい。はぁ、まさか女神監修のもとで描く羽目になるとは。……シオンさん、これ子供達用だからね？

　再度、竜と太陽と三日月を描き、その上に日本語で文字を書く。

『メリリサート様は偉大なる女神である』

　チラッと空を見るが何も振ってこない。……現金な女神だ。

「……神話文字？」

　フィーネが俺の手元を覗き見て目を輝かせている。神話文字って神代文字の親戚か何かですか？　過去に来た日本人が何か書き残していたのかな？　……あまり多用はしないでおこう。

「フィーネ、これ読めるの？」

「……無理。でもエルフの森で長年研究されている。……これは、売れる」

　いや、売るなよ。通行証だからね。というか売れそうだから目が輝いていたのか！

　フィーネが伸ばす手を避けシオンに見せてからメルメルに手渡そうとするけど受け取りを拒否されてしまった。

「いや、女神様の天罰が下るかも知れない物を受け取れないわよ」

「いやいや大丈夫だから。むしろこれを持っていたら女神様に見守って頂けるよ」

　メリリを女神だと書いた通行証だ。きっとメリリの加護があるでしょ。

「子供達に渡すのよ？　本当にそう言えるの？　安全なの？」

　子供達に渡すからこそ大丈夫だろう。まだ成人の儀式を受けていない子供達はメリリの信者候補だからね。メリリが危害を加えることは絶対にないだろう。

　……そもそも女神が直接手を下せるのか？　メリリ？　アルテミリナ様にバレるとか言ってなかったか？　タライが転がっているけど問題ないのか？　……返事がない。屍のようだ。

「子供達が悪さをしない限りは問題ないよ。…………どうせだし割り符にして互いに持って確認した方が間違いないか」

「絶対ダメ！　そんなことしたらまた女神様の天罰が下るでしょ!?　分かった！　このまま受け取るわ！　だから変な真似しないで！」

　パシっとメルメルに通行証を取られてしまった。メルメルは子供達に「これは絶対になくしては駄目よ、肌身離さず持ち歩くこと！」と熱心に伝えていた。子供達も真剣な瞳で頷いている。

　なくしたらまた用意するからそこまで重く考えないで良いけどね。次は『女神は二柱存在する』とか書いたら良いかな。神話文字を誰かが解読した時にメリリの存在が一躍有名に。……無理だな。

「──おう！　坊主！　こっちは終わったぞ！」

　メリリの反応を待っていると屋敷の方からダダンガさんと獣人の男性が四人、大工道具や木材などを抱えてやって来た。本当に半日で終わったみたいだ。仕事が早いな。

「ありがとうございます。それにしても随ずい分ぶんと早かったですね」

「一から作るわけじゃないからな。儂わしらがやったのは棚や机を作ったり排水口を下に通したりしたくらいだ。あとは坊主が使ってみて欲しい物が出たら呼んでくれ。最優先で作ってやるからな！　がっはっは！」

　よほど上手くいったのか上機嫌だな。他の獣人達はザルクさんとダリオさんのもとで何やら話しているみたいだ。

『俺達も雇ってくれるように頼んでくれ』『あの子供が雇い主なのか』『なんで竜人やエルフに囲まれているんだ』『なぜ頭に胸を乗せられていて怒らないんだ』など小声で話しているみたいだ。俺には聞こえないけどツバキが教えてくれた。ツバキも耳が良いのね。

　そして最後のキミ。その答えを理解できた時、キミを雇おうではないか。なんてね。

「……野蛮なドワーフがここでなにをしている」

　……うん？　何やらフィーネの声に怒気が含まれて聞こえてきた。

　知り合い？　……そうか、フィーネは実際には一六○歳だったな。普段の様子からそんな風には見えないけど人間の街でも四○年は生活してきたって言ってたな。知り合う機会も嫌う機会もあって当然か。

「うん？　なんじゃ、よく見たら森人ではないか。お主も坊主に雇われて来たのか？　森人の名が泣くぞ」

「……粗そ暴ぼうなドワーフにはヤマヤマを理解することはできない。……土臭くなるからさっさと帰る」

「相変わらずの世間知らずの娘じゃの。街で生活しておる以上、郷ごうに入いっては郷に従え。儂らがいがみ合ってなんの意味がある？」

「……森を焼くドワーフと分かり合いたくもない。……出て行かないなら実力行使に出る」

　おいおい、何やら剣けん吞のんな雰囲気になってきたんだけど。ダダンガさんは余裕そうに幼子を諭さとすかのように言っているみたいだけど、フィーネは聞く耳を持っていないな。これじゃどっちが年上なのか分からんな。……ドワーフって長寿じゃないよね？　これって種族的ないがみ合いなのかな？

　あまり他人が口出しするのは良くないのかも知れないけどここは俺の屋敷だからね。……困った時は、助けてツバえもん！

「お止めなさい二人とも。これ以上主様にご迷惑をおかけするのであれば私がお相手しますわよ？」

　頭を縦に二回、横に三回振ってみるとツバキが止めに入ってくれた。……意思疎通ならぬ乳疎通か。以心伝心とはこのことだね。

「……竜人の戦士と戦う賢人はいない」

「儂は元から争っておらん。坊主も自分が雇った者くらいしっかり管理せんか」

「面目ないです。フィーネ、ハウス」

「……家は目の前。……先に家に帰れってこと？　……ベッドを温めておけばいい？」

「…………ツバキの殺さつ気きに怯ひるまなくなってきたね。いいからこっちで大人しくしてくれ」

「……分かった。……だから殺意を上げるのは止めて欲しい。……無意識に体が震える」

「がっはっは！　森の子ウサギが随分と大人しくなったものじゃ！　坊主は良い飼い主になれそうじゃな、がっはっは!!」

　ダダンガさんはシュンとなったフィーネを見て、太ももをバシバシ叩き盛大に笑いながら帰って行った。そしてダダンガさんを追いかけるように獣人の四人も走って行く。

　……ダダンガさんにも殺気は飛んでいたはずだけど、普通にしていたね。──さすがは大工の棟とう梁りよう、胆力が違うみたいだ。

　ドシドシと歩いていくダダンガさんを見送り、子供達を屋敷の裏にある井戸まで案内する。もちろんメルメルとリクも一緒だ。そしてなぜがザルクさんまで付いてくる。護衛は必要ないよ？

「子供達が敷地内で作業をしている間は私かダリオが監視に付きます」

　護衛ではなく監視者だった。子供達が悪さをするとは思えないけど、万が一のことに備えるそうだ。

　それと同時に子供達の安全といらぬ誤解を生まないための措置らしい。屋敷の物品がなくなったりした時に疑われるのを未然に防ぐ意味があるそうだ。

　屋敷の井戸は滑車付きの釣つる瓶べ式しきだ。ひも付きのバケツを落として汲み上げる旧タイプなら滑車を用意して喝かつ采さいを浴びたかったんだけどね。……手押しポンプでも作るか。

　街中には釣瓶式じゃない井戸もあるそうだけど、子供達はお手伝いで水汲みをすることがあるらしいので手慣れていた。二人で汲み上げ、一人が受け取り、二人はリレー方式で水を運ぶ。今は風呂用の水を汲んでるからそれで問題ないみたいだ。生活用水の時は皆で運ぶそうだ。

　……バケツを多めに用意するようにスンスンにお願いしとこうかな。

「問題ないみたいね。それじゃおにーさん、私達はこれで帰るわね」

「うん？　一緒に帰らないのか？」

「ええ、他の子達の様子も見て来ないといけないからね」

　大樹院の年長組一二人は街で屋台の手伝いやら店の清掃やらの仕事をしているそうだ。メルメルは子供達でもできる仕事を探して適材適所に子供達を送り出しているらしい。……派遣会社か。

「リクは働かないの？　兄妹に働かせて」

「普段は俺も働いているよ!?　今日はッ」

「リク、ダメよ。ここは大樹院じゃないんだから」

　メルメルに止められたリクが恨みがましく見てくる。……すまん。そう言えば事情があったな。

　今日は悪役令嬢を懲こらしめる為に休んだのか。……そして人違いの上、返り討ちにあったと。

「普段は冒険者ギルドで冒険者が持ち帰った魔物の解体を手伝ったり、薬草の仕分けをやったりしているんだよ」

「リクは今年で成人だからね。大樹院にいられるのもあと少しなのよ。本当は冒険者を目指すことも止めて欲しいんだけどね」

　────、なんだと？

「俺はちゃんと冒険者に戦い方の手解きも受けているし問題ないよ！　メルも認めてくれたじゃん！」

「認めるのと心配するのは違うのよ。…………ママリエだって本当は反対しているんだから」

　────、冒険者？

「俺は冒険者になって大樹院の皆に美味しい物をたくさん食べさせてあげたいんだ。それに兄ちゃん達みたいに俺も一人前になって大樹院の運営に協力したいんだ！」

　────、成人？

「それは何度も聞いたわよ。でも冒険者の失業率は高いのよ。ザルクとダリオだって怪我のせいで職を失ったんだからね」

「……それも覚悟の上だよ。でも平民の俺が大金を稼ぐにはこれしか方法がないんだ」

「────リクって一五歳、なのか？」

「え、う、うん。そうだけど？」

　……まだ一二歳くらいだと思ってた。今水汲みしている少年達と全然変わらないからね？　……え、ならシオンより年上？　いや女性の方が早熟って言うけどさ。なら俺が成人の儀式に通らなかったら俺はリクより年下ってことか!?　通っても同い年か!?

「……ヤマヤマ、大切なのは年齢じゃない。心の在り方」

　……さすがは一六○歳。街での生活も四○年ってことはフィーネからしたら俺達はみんな子供みたいなもんか。

「……私は年寄りではない。……心はいつでも一五歳」

「まぁ見た目はシオンとそう変わらないけどね」

「旦那様、私の方が若いですからね？」

「……私は老けていない。……シオンより肌もぴちぴち」

　ここで言い合いを始めるのは止めてくれ。二人とも十二分に綺麗だから心配しないで良いから。

「主様、ここは若い者に任せて私達は屋敷に戻りましょうか」

「そだね。二人も一段落ついたら帰って来てね」

　お風呂の水汲みが終わった子供達が生活用水の分のバケツを抱えて待っていたので子供達を案内して屋敷の中へ。

　ザルクさんもついて来るなら水抱えてあげたらいいのに。……子供達の仕事を奪うわけにはいかないか。





　　　　※






「ふんふん～♪」

　リンダはヤマトの屋敷を目指して、大通りを堂々と歩いていた。商業ギルドの警備員とすれ違うも誰もリンダのことを気に留めない。

「いやー、セルガさんも太っ腹ですねぇ。この手紙を届けるだけで後腐れなく別れてくれるだけじゃなく、没収される給料の補ほ塡てんまでしてくれるなんて♪　さすがはお貴族様で元、期待の薬くす師し様さまですねぇ♪」

　スキップしそうなほど上機嫌で歩くリンダの横を商業ギルドの警備員が通りすぎる。リンダと会話をしたこともある警備員であるが、リンダの顔をちらりとも見ようとしない。それもそのはず、現在のリンダは独自のメイクと男物の服装で平民の少年といった風ふう貌ぼうであった。商業ギルドでも美人で通っているリンダがそんな格好をしているとはつゆほども思わず警備員達は誰も気付くことができなかった。

「でもヤマト君の家にも監視はいるだろうなぁ。……いっそ警備員を買収しようかしら？　必要経費ってことでセルガさんに請求したらいいわよね？」

　セルガの要件を手早く済ませて、ヤマトへのアプローチを開始しようと緩んだ表情を浮かべるリンダ。亜人に現うつつを抜かす少年など、自分の虜とりこにしてみせると、余裕の笑みを浮かべていた。

「ッ！　見つけました！　リンダ！　止まりなさい！」

「……あれ？　ミリスさん？　まさかミリスさんまで駆り出されていたなんて。誤算でしたねぇ」

　振り返ったリンダの視線の先にはメルビンと警備員を四人連れたミリスの姿があった。ミリスはリンダの男装した姿を知る数少ない人物。リンダもそのことを理解していたが、まさか謹慎中の受付係を捜すために副ギルド長の右腕であるミリスが捜索に来るとは思っていなかった。

「……彼、が件くだんの受付係、かい？」

　メルビンと警備員達はミリスに呼び止められ振り返ったリンダの姿を見てもそれがリンダだとは思えず、狼ろう狽ばいしていた。

「ええ、間違いありません。変装していますけど私の目は誤魔化されません」

「誤魔化すもなにも普通に答えたじゃないですか。私はただ男物の服を着ているだけですよ？」

　リンダの言葉にミリスの傍にいた男達は揃って首を振る。男物の服を着ただけでは決してない、と。しかしその声を聞くと女性の声であることから、変装であると認識できた。メルビン達はリンダを逃がさないように包囲を縮めて行く。

「リンダ、貴女あなたは謹慎中のはずよ。今出歩いているだけでも規則違反になっていることを理解していますね？」

「誤解です。私はセルガ様の指示で行動しています。私に拒否権はないです。ヤマト君の情報を集めてヤマト君の家を訪ねるようにセルガ様から命令されたのです。本当は私もやりたくないのですけど、貴族様の命令に逆らえるわけがないじゃないですか」

「それが本当だと言うのなら大人しく私達と来なさい。貴族が相手だろうと貴女を見捨てることはしないわ」

「うーん、そうですねぇ。言うとおりにしたら罰則なしになります？」

「……おとなしく協力するならレベッカさんに掛け合ってあげるわ。でも断るなら強硬手段になるわよ。これ以上は私も庇かばえないわ」

「はぁ、それ絶対掛け合ってもらえないヤツでしょ。──はいはい、降参でーす。抵抗しないからそれ以上近づかないでくれます？　暑苦しいでしょ」

　リンダとミリスの周囲にはいつの間にか商業ギルドの警備員と警備隊の兵士が十数人で取り囲むように展開していた。ネズミ一匹逃がさないと圧を強める男達にリンダは眉をひそめて両手をあげた。

「リンダ、と言ったかな。キミはヤマト君の屋敷に行くと言ったね？　セルガ殿から何を命令されたんだ？」

「手紙を届けるように言われただけですよ。本当は報酬もあったのですよ？　……私はちゃんと手紙を届けたことにしてくれません？」

「リンダ、いいからその手紙を渡しなさい。貴女あなたはこのまま監視をつけて隔離します。貴族が相手でも手出しはさせませんから安心しなさい」

「ええぇ。うー、ならせめて監視はそっちの人くらいのイケメンにしてくださいね？」

　メルビンに視線を送るリンダから手紙を受け取ったミリスは営業スマイルを浮かべ微笑みかける。

「レベッカさんが信頼している人をつけてあげるから安心しなさい」

　ミリスの背後から近づいてくるのは商業ギルドでも一、二を争うゴリマッチョ達であった。リンダが苦手にしていることを知っているミリスの采配に、顔を引きつらせ後ずさりするリンダ。逃がすまいと包囲を狭める警備員。その様子を尻目にミリスは手紙をメルビンに渡す。

　受け取った手紙をすぐさま確認したメルビンは疲れた表情を浮かべ、読み終わった手紙をミリスに渡す。そして手紙を読んだミリスはため息をつき、手紙をメルビンに返す。

「──は、あとのことはお任せします。私はこの件をレベッカさんに報告させていただきますね。ヤマト様の屋敷の警護は引き続き行います」

「分かりました。……レベッカ殿にはあとのことはこちらでやるとお伝えください」

　両腕をがっしりと固定されたリンダと警備員達を引き連れて商業ギルドに戻るミリスを見送ったメルビンは、改めて手紙に視線を落とし、深いため息をついた
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「にゃー！　ご主人様にゃ！」

　メルメルとリクを見送ってから屋敷に入ると玄関ホールに木箱を抱えたメイプルが待ち構えていた。

「お帰りなさいませー。……駄猫メイプルさん？　行儀良くしないと没収しますよー？」

　メイプルの後ろにはスンスンが控えていた。駄猫を笑顔で威圧しながらフィーネが持っていた掃除道具などを受け取っている。

「ご主人様！　見るにゃ！　魚にゃ！　新鮮にゃ！」

「……そだね。魚だね。…………スンスン、これどうしたの？」

「なんでスンにゃんに聞くにゃ!?」

　いや、メイプルに聞いても話が進まない気がするからさ。俺には魚が新鮮なのか分からないからね？

　メイプルが持っているってことは夕食用の食材じゃないんだろう。そもそも今日は肉ってヨウコに言ったわけだし。

「これはー、猫さんとヨウコさんが商業ギルドで貰ったそうですー。まだヨウコさんが帰っていないので詳しいことは分かりませんねー」

「にゃにゃ!?　さっき説明したにゃ！　レベッカにゃんが皆で食べてってくれたにゃ！　丸焼きにゃ!!」

　…………。ふむ、商業ギルドで賄わい賂ろを貰ってきたか。結構重そうな木箱だけどがっしり抱き締めて離さない。……今日は魚か。

「……ヤマヤマ、これ氷の魔石。……魚よりこっちの方が価値がある。……すぐに冷所で保管するべき。……このままじゃ使い切る」

　フィーネは木箱の中の魔石に目が行っているみたいだ。冷気が出ているけど氷の魔石とかあるんだな。氷自体はないのかな？

　魔石にはいくつか種類があり、内包している魔力が切れると使えなくなるそうだ。小粒のクズ魔石や小魔石などは使い切りにしか使えないそうだけど、三センチを超える小魔石や五センチを超える中魔石になると内包している魔力が多くなるので複数回使い回せるそうだ。

　そしてこの地方には氷の魔石が取れるダンジョンがないので高額で取引されているらしい。

　……メイプルさん？　何か問題起こしていないだろうね？　ヨウコに聞くか……。

「それとは別にー、お酒と果物も頂いたみたいですー。そちらは保管していますのであとでご確認くださいー」

　……それなら魚も持ち歩かず保管しようよ。フィーネが少し怒り気味だぞ。お金の恨みは恐ろしいぞー。フィーネが貰ったわけじゃないけど。

「──お酒ですか？」

「お姉さま、旦那様が頂いた物ですよ」

　お酒と聞きツバキが少し前のめりになり抱き締め方が強くなった。同時に頭にかかる圧が高まる。うむ。極楽。

「主様はまだ飲めないのでしょう？　でしたら捨て置くのももったいないと思うので私が飲んでも良いと思いますわ。ダメでしょうか？」

　むにむに。

「…………まぁ俺は飲まないから良いよ」

　向こうの世界でもお酒はあまり飲んでいなかったから、特別飲みたいと思う気持ちはないんだよね。……こっちに来てストレスも減ったしね。

「旦那様、後悔しても知りませんよ？」

「…………そんなに酒癖悪いの？」

「私は酔いませんわよ？」

「そうですね。数本程度なら問題ないかも知れません」

　……え、数本程度って以前はどれだけ飲んでいたんだ？

「スンスン、お酒ってどれくらいあるの？」

「銘酒が二本ですー。一本は秘蔵しておいた方が良いと思いますよー？」

「……二本とも秘蔵して安酒を買ってくるべき。……銘酒なら価値が高まるかも知れない」

　フィーネはブレないな。ツバキの視線が怖いから一本は出そうね。おっと子供達のことを忘れていた。

「スンスン、一本は夕食の時にお願い。あと悪いけど子供達を台所に案内してくれる？　今日から朝と夕方に数人の子供達が水みず汲くみに来るようになったから対応もお願いね」

「分かりましたー。では皆さんこちらへどうぞー」

　スンスンが子供達を連れて奥に行くのを見ていると横から服を引っ張られる感覚が……。

「メイプル、どうしたの？」

「丸焼きダメにゃ？」

「………ヨウコに相談しようね。──いや、メイプルの分は魚でいいよ」

　……いや、この世の終わりみたいな顔されたら頷くしかないよね。──そんなに美味しいのかな？　明日は俺も魚を頼むか。

「やったにゃ！　ご主人様大好きにゃ！」

「はいはい、って、喜ぶのは良いから木箱を抱えたまま突撃してくるんじゃない！」

「にゃぶッ！」

　木箱を抱えて突撃してくるメイプルをツバキが迎撃したためメイプルが後ろに倒れる────が魚を落とさないように木箱を器用に回転させて身体で受け止めながら倒れた。……自分が潰れても魚は守るのか。




「────ただいま戻りました、コン。……何やら賑やかですね、コン」

　木箱をスンスンに没収されたメイプルがそれでも喜びの踊りを披露していると両手に荷物を抱えたヨウコが帰ってきた。

　簡単に皆の分もお願いしたけど荷物が多くなるよね。明日からはメイプルを荷物持ちに一緒に行かせよう。木箱を軽々と持っていたし大丈夫だろう。

「ヨウコにゃん！　今日はお魚パーティーにゃ！」

「え？　お魚？　……お肉、買ってきたんですけど……コン」

「こら、メイプル、デマカセ言わない。大丈夫、俺達は最初の予定通りで良いから。貰いものの魚があるからメイプルの食事だけは魚を使ってあげて。他の皆の分はヨウコに任せるよ」

　魚は五匹しかないからね。どうせ全員分はない。……レベッカさんは俺、ツバキ、シオン、メイプル、ヨウコの分と考えたのかな？

「分かりましたコン。……ご主人様、そちらの子は？　コン」

「うん？　あぁ、そうだったこの子はミーシア。今日からウチのメイド見習いってことでお願い。この子の分も用意してあげてね」

　ミーシアの分を考えていなかったな。でも魚が増えたから問題ないだろう。丁度良かったかな。

「シアはお肉が良いの！」

「分かりました、コン。あとご主人様、その、食事はみんな一緒に食べるのでしょうか？　コン？」

「うん？　そのつもりだったけど、何かある？」

「あ、いえ、準備がありますので。あと、ザルクさんとダリオさんは家で食べるそうなので夕食は良いそうです、コン」

　ザルクさんの娘さんもいるからそうなるか。ならどっちにしても食材が余るのか。

「食材が余るならザルクさん達に渡してあげて。あと、明日からは買い出しの時はメイプルを荷物持ちに連れて行って良いからね」

「分かりました、コン。それでは食事の準備をしてきます。あ。あとスンスンさんのメイド服もついでに受け取って来ましたコン」

　ヨウコが両手に抱えていると思ったらスンスンの服まであったのか。ハールさんは約束通り仕上げていてくれたみたいだね。って、そうだ。忘れるところだった。

「ヨウコ、ストップ。商業ギルドで何があってレベッカさんから賄賂貰ったの？」

「ッ!?　わ、賄賂では……。──申し訳ありませんでした！　私がレベッカ様の質問に答えたせいです！」

　いや、頭を下げられても。質問に答えたせいって意味が伝わらないからね？

「ヨウコさん。旦那様に分かるように報告してください。……メイプルさんもですよ？」

「うにゃ!?　わ、私もにゃか？」

「そうだな。事と次第によっては魚抜きだからね？　ありのまま報告してくれたら明日の晩御飯も魚にしてあげるよ」

「ギルドに行ってミリスにゃんを呼んでも取り次いでくれなくて騒いでいたらヨウコにゃんが来て奥の部屋に案内されてご主人様について質問をされてそれに答えていたら巾着袋と魚を貰ったにゃ！　明日はもっと大きい魚が良いにゃ!!」

　ぶちまけたな、この猫。ヨウコの「この猫、信じられない」って顔を見るに真実なのだろう。それはいいけど、ただ、さ。

「──ヨウコは俺に噓の報告をするつもりだったの？」

　メイプルの報告を聞いて賄賂を貰った癖に全部喋ったと思っているなら俺の使用人には必要ないよ？

「ッ、い、いえ。ただ語弊もあります。質問に答えたのは私で、メイプルさんのお陰でご主人様についての質問にはほとんど答えていません。巾着袋はレベッカ様からお近づきの印として頂きました。お土産に関しては私達の時間を使ったお詫びとしてご主人様へ贈られた物です」

「それなら帰って来てすぐに報告するべきではありませんか？」

「メイプルさんが報告していると思っていました。……木箱を抱えて先に帰っていましたし」

　噓ではないのかな。ただ全部喋っているとも思えないけど。

「メイプルは他に付け加えることはある？」

「にゃー、今後は使用人が受付に来る際はロロナにゃんか、ファルナにゃんを呼んで欲しいそうにゃ。使用人用の受付係らしいにゃ。あとヨウコにゃんがギルドに来た理由はご主人様が金貨を渡したから買い物ができなかったせいにゃ」

　……うん？　俺が金貨を渡したから？

「旦那様、だから言いましたでしょう？　市場で金貨は使えないと」

「露店では無理かもしれないけど普通の店で使えばいいんじゃないの？　買い物は一か所でするわけじゃないだろう？」

「……普通、平民は金貨を持たない。……怪しまれるし、狙われる危険もある。……ヨウコの行動は間違っていない」

　狙われる危険まであるのか？　ならヨウコを責めるのはお門違いだな。

　俺のせいでギルドに行ったからそういった事態に巻き込まれたわけだし。……メイプルが騒動を起こしていたのを解決してくれていたわけか。

「そういう事情があるなら先に言って欲しかった」

「金貨を受け取ったのは私ですのでご主人様に非はありません、コン」

「要望があるなら言ってくれれば考えるよ。全てを通せるわけではないけど努力はする。皆も言いたいことは分かり易く言ってくれないと分からないからね？」

　ただでさえ俺はこの世界の人間じゃないんだから。変な行動をしているなら止めて欲しい。

　……完全防御態勢は止めないよ？

「明日は魚が良いにゃ!!」

「え、え、お、お肉がいいの！」

「……ヤマヤマと同じ寝室が良い」

「お酒が欲しいですわ」

「お姉さまにお酒を飲ませないで欲しいです」

「…………検討の上、後日結果を報告します。ご希望に添えないこともありますが、ご容よう赦しやください。特に後半部分」

　お酒が飲みたいと飲ませないで、って相反する要望が交じってますよ。

「……私は真ん中だからギリギリセーフ？」

「アウトだよ」

「……がーん」

　打ちひしがれているフィーネはほっといて、ヨウコに今回の件は俺の責任もあるので気にしなくていいと伝えた。どうせヨウコ達が話せる内容に核心をつくことがあるわけないし。世間話まで規制するつもりはない。

　ただ今後は俺の情報を外で話すのは控えるようにお願いした。俺が気付かない内になにかやらかしている可能性があるからね。

　それからヨウコが再度謝罪してメイプルを引き連れて食事の用意をする為に台所に向かった。落ち込んだまま。……あとでスンスンにフォローを頼むとしよう。

「それじゃ食事ができるまで時間があるし、二階の工房を確認しようか」

「分かりましたわ。──ミーシアはここまでですわ。あとはスンスンに指示を受けなさいな」

　二階へ上る階段に向かおうとしたところ、ツバキがミーシアに待ったをかけた。

　そういえばミーシアに部屋を指示することを忘れていた。トコトコついて来るから気にしてなかったけど、よく考えたら働くから屋敷に置いてくれって言ってたな。よし、では働かせようではないか。と、その前に。

「ミーシアはスンスンに部屋を決めてもらったら、そのあとはスンスンの指示に従ってね」

「……シアもお兄ちゃんと一緒にいたいの」

「それはもう効かないよ。働くって言ってついて来たんでしょ？　──そういうわけだから、スンスンにあとは任せるよ。荷物を置いたらお風呂にも連れて行ってあげてね」

　子供達をメイプル達に任せたのか近くにスンスンが来ていた。俺達の会話は聞こえていただろうからあとは任せよう。

「分かりましたー。ではミーシアさん、こちらへどうぞー」

「……うんなの」

　肩を落としてミーシアがスンスンについて行く。……ふぅ、ミーシアの相手は気を張らないといけないから疲れるな。

「主様、気付きましたか？」

「ミーシアのこと？　うん、大たい樹じゆ院いんでツバキが気付かせてくれただろ？」

　大樹院で元気になったミーシアと会話をした時に異常に可愛く、ほっとけないと思ってしまった。

　ただミーシアが可愛いだけなのかと違和感が拭えなかったけどツバキが抱き締めてくれたことで頭がスッキリして、改めて見たミーシアは年相応の幼い女の子であった。

　魔法なのかなんなのか分からないけど、ミーシアと話す時はしっかり気を張っとかないと流されてしまいそうになる。

　現に大樹院にいた少年達はミーシアを特別視していたように感じたからね。あのままほっとくのはマズイと感じてしまった。すでに傾国のお兄ちゃん殺しとか言われているし。

「……まさか魔人族？」

　魔人族？　そう言えば魔族もいるってメリリが言っていたな。でも獣人とかと同じ亜人扱いじゃなかったっけ？

「あの年で魔法を使えるはずがありませんから魔人族の子供でしょう。私も初めて見たので確証はありませんわ」

「魔族って珍しいの？」

「……魔族じゃなくて魔人族。彼らは絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆ。……昔、人間族に狩られまくった」

「人間を惑まどわす者が多いという理由で魔人族狩りが行われたと聞きましたわ。確か魔法とは別の特性があると聞いたことがありますわ。そのため邪神の遣いとして忌いみ嫌きらわれていると」

「……一部の魔人族は特殊能力が使える。……炎を生み出したり、幻術を操れたり、姿を変化させたり様々な能力があったとされる。……過去に人間の国王が魔人族に操られる事件があったらしい。……それから魔人族狩りが始まり、現在でも魔人族を見つけたら王国が褒賞金を出しているはず」

　ミーシアはさしずめ淫いん魔まか？　チャームの特殊能力が使えるとか？

「彼女はまだ子供ですから無意識に力を使っていると思いますわ。制御させることで主様に迷惑をかけることもないはずですわ」

「心配しなくても俺はメルメル達にミーシアを一端の女性に育てると言ったからね。追い出したりするつもりはないよ。ただミーシアが力を使っていると感じた時はそれを止めさせてね。自分でも薄々理解はしていると思うけど」

　俺に効かなかったことを理解しているみたいだからね。……これまでは子供が相手だったから問題も少なかったかも知れないけど今後はどうなるか分からない。

「……魔人族には容姿が異形の者と、人間と変わらない者といる。……ミーシアは後者。……能力が明るみに出ないなら人間で通せるはず」

　ツバキやフィーネも魔人族と確証が持てないくらい人間と変わらないなら、ひとまずは問題ないかな。能力がバレないなら異様に可愛い女の子ってことだからむしろ好意を抱かせることができるよね。

　……本物の傾国の美女になりそうだな。




「おぉ、随ずい分ぶん様変わりしたね」

　二階に上がりダダンガさん達がリフォームした工房に入るとそこには真新しい空間が広がっていた。

　元々設置されていたベッドや棚を取とり除のぞいて新しい棚や机が規則的に並んでいる。排水口や水タンクを設置した流し台に、火の魔石を使うかまどまで設置してある。

　部屋の壁には薬草や機材の収納の為なのか引き出し付きの棚が多くあって作業台も広い。これはポーションを作らないにしても作業には持ってこいだな。秘密の研究室みたいでワクワクしてくる。

　ただ何故か部屋の一角に、切り抜かれて空いたような空間があり違和感がある。何か設置するのかな？

「……そこは保管庫を設置する予定だと思う」

　俺が首を傾げているとフィーネがポーション職人の工房には普通あるはずなのに、この部屋にないものがポーションの保管庫だと教えてくれた。

　そう言えば何も言わなかったけどフィーネが二階に上がっている。それどころか工房の中にまで入ってるし。いや別に良いんだけどね。ただツバキさんがよく許可したなって。

　チラリとツバキを見るとニコッと微笑まれた。……うむ、ツバキも美人である。

「……ただこのスペースは広すぎる？　……もしかして別の何かを用意するの？」

「いや、俺は何も言ってないよ？　一般的な薬くす師しの工房にして欲しいって伝えただけだよ」

「……一般的？　……ヤマヤマはベアトリーチェ式？」

　うん？　ベアトリーチェ式？　なにそれ？

「シルフィ、旦那様は普通のポーション職人とは違いますよ。どこの流派にも属しておりません」

「……なぜシオンが答える？　……ツバキ達は知っている？」

「当然ですわ。私達は主様と一心同体ですもの」

　ツバキがむにゅっと抱き締めてくる。ツバキの顔は見えないけど、フィーネを煽あおっている？　いや、からかっているのか？　昼間の件でツバキとフィーネの距離感が縮まっている気がする。……フィーネの方が年上なんだけどね。

「……私だってすでにヤマヤマにこの身を捧げている。……ハイエルフは自身の伴はん侶りよにしか肌を許さない」

「ぶふっ。ちょ、ちょっと待て。伴侶って。それに肌って……フィーネは自分から抱き着いて来ていただろう」

「……真名を捧げた時点でヤマヤマは私の伴侶。……それにあんなにも激しく肌をさすられたことは初めてだった」

　さするって手と耳のことを言ってるのか？　自分から触って良いって言ったよね？　それに真名もフィーネから宣言したことだよね。別にイヤじゃないけどさ。ただ伴侶とかはもっとこう、段階があるんじゃないの？　……ツバキとシオンも同じような感じだったね。この世界ではこれが普通なのか？

「──シルフィはハイエルフでしたの？　ではダダンガさんが言っていた森人というのは」

「……正しい。……あの爺とは腐れ縁。……ヤマヤマ、縁を切った方がいいよ」

「ダダンガさんにはまだ協力してもらうこともあるからダメ」

　なんでも通常はエルフを森人と呼ぶのは最大の侮ぶ辱じよくになるそうだ。ただフィーネはハイエルフなので正式な呼び名であり問題ないらしい。

　ツバキはフィーネがダダンガさんに怒っていたのはそれが原因だと考えていたみたいだ。実際には種族間の対立じゃなく、個人同士の諍いさかいがあるみたいだけどね。……ダダンガさんは気にしていなかったと思うけど。

「……あのドワーフにできて私にできないことはないはず。……私が作る。……初めてだけど」

　それ絶対にまともな物は作れないだろう。もうフラグが立ったからね？　絶対に触らせないからね？

「シルフィ、ハイエルフならポーションの製造方法も知っているのではありませんか？」

「……ハイエルフが誰でもベアトリーチェと思うのは他種族の悪い認識。……私が作れるのは精々Ｄランクが良いところ」

　え？　フィーネってポーション作れるの？　……こんなところにポーションの製作者がいたとは。

　とりあえず作り方が分かればあとは試行錯誤していけばいいし、そもそもポーションがどういう原理で作られているのか分からなかったからね。

　草を煮詰めてもお茶ができるだけだろ？　って認識だし。

「フィーネ、作り方教えて」

「……世の薬師達が聞いたら怒りそう。……製作方法は秘伝。……でも私はヤマヤマの伴侶。……惚れた弱みで抗あらがえない。……でも交換条件。……ヤマヤマのポーションを見せて」

　ま、フィーネなら良いか。これからも協力して欲しいし。ツバキとシオンの反応も同意しているみたいだし、後は俺の判断だけだ。

「──Ｂランクポーション出ろ」

「…………」

　握った手を開くとそこにはＢランクポーションが生まれて僅わずかに発光していた。目の前で見せられたその行為にフィーネは固まってしまった。

　顔の前で手を振っても動かない。……ポーションかけてみるか。

「……待って、なにしようとしている？」

「え？　動かないからポーションかけてみようかと」

「……その手に持っているのはＢランクポーションと聞こえた。そしてその透明度からも高品質以上であることは間違いないはず。それを健康そのものである私にかける愚行を黙って見過ごすことはできない。世界への冒ぼう瀆とくに等しい」

　いつになくよくしゃべるな。興奮している？　……これは売れる、って言わないのね。言われても困るけど。

　いつも少し眠たそうな眼差しなのに今はパッチリした瞳だ。ついにフィーネが真マ剣ジになった。

「まぁ、そんなわけで俺はポーションを無から作り出せる。だから通常の作り方が分からないんだ。作り出すのも数に限りがあるから普通の作り方も習得したいんだよね」

「……にわかには信じられない。……けど目の前で見せられた以上信じるしかない。……予想以上だった。……私の目に狂いはなかった」

　なにやらフィーネが一人納得しているようだ。まぁ満足してくれたならそれでいいや。それよりポーションの作り方を教えて欲しい。

「フィーネ、俺は秘密を教えたぞ？　そっちも教えてくれ」

「……私は処女。……肌に触れたのもヤマヤマが初めて。……ポッ」

「──シルフィーネさん？　言い残すことはそれで構いませんね？」

「……冗談。……ちゃんと教える。……冗談だけど噓ではない」

　いやそれはもう良いから。シオンから殺さつ気きが洩もれているぞ。

「……でも道具がないと作れない。……まずは道具を用意したい」

「あぁ、そうだった。俺の部屋に昨日買った道具があるから持って来るよ」

　ダダンガさん達が作ったのは部屋の備え付けの設備だけだから、鍋とかは置いてないんだよね。

　それから部屋に戻り昨日買っておいた薬草と鍋やらザルやらを持って工房に戻る。火の魔石がなかったけどヨウコが料理用に多めに買っていたから少し分けてもらった。

　──そして工房に機材が集まったわけだが。

「……ヤマヤマ、薬師を馬鹿にしている？」

　フィーネの辛しん辣らつな瞳と言葉が待っていた。あれ？　ちょっと本気で怒ってる？

「いや、ツバキから聞いて俺なりに用意してみたんだけど」

「……ふぅ、料理用の鍋やザルで何を作るの？　……これはさすがに薬師を冒瀆していると思われても仕方がない」

　どうやら普通の鍋ではダメらしい。薬草茹でてザルで濾こしたら良いんじゃないの？　あ、すり潰す道具がないや。

「……Ｆランクポーションなら原理的にはやることは変わらないからとりあえず実演する。……でもまともな物はできないと思って」

　フィーネがそういって薬草を選より分わけて、少量の水を入れた鍋に薬草の一つを千切って少しずつ入れる。それを沸騰しないように火の魔石を調整しながらかき混ぜている。…………料理？

「……本当なら温度調整ができる魔道具と調合用の魔道具釜を使う。……それにただの水じゃなく無色の魔石を使い錬成した綺麗な魔水を使用する。……薬草もすり潰して魔水に溶けやすくする。……でも今は作り方を簡単に実演しているだけ」

　フィーネは説明しながらも鍋の中身を混ぜ、何やら粉のようなものを追加して薬草スープを作っている。…………見た目が全然ポーションぽくない。でもこれでポーションができるなら誰でも作れるよね？

　ちなみに投入された粉は、ただの水で煮込んでも薬草液になるだけだから魔結晶を粉末にした物を入れたそうだ。普通なら魔力の籠こもった魔水を使うらしい。魔結晶の粉を使うと元が取れないとのことだ。……それなのに実験に使うのか？

　それからしばらく煮詰めた薬草スープを、布をかけたザルで濾してから液体だけ取り出した。それを再度煮詰める。そして煮詰まった薄い緑色の液体が完成した。本来ならまだ数回は煮詰めて濾してを繰り返すそうだ。……面倒だな。

「……低品質のＧランクポーションの完成」

　これがＧランクポーション？　Ｇランクは効能がほとんどなく、貧民街くらいでしか使われていないって言ってたよな。それにＦランクポーションを作ろうとしていたんじゃなかったっけ？

　水や薬草を追加しなかったからできた量は一瓶か二瓶くらいだ。ただ煮て濾しただけの単純作業の繰り返しだったけど、これ薬草分の元は取れるのか？

「……本来ならもっと時間と手間を掛けて作る。……調合用の魔道具を使わないと魔力が抜けるからランクが下がる。……それに濾し方も熱量も不十分。……ベアトリーチェ式なら秒刻みの過熱と冷却に加えて効能を上げる複数の薬液を緻ち密みつに掛け合わせ、分離、結晶化を経て完成される。……無駄で手間のかかる作業だけど低ランクポーションを安定的に作り出すことはできている」
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　僅かな失敗も許されないベアトリーチェ式は難しく手間と費用が掛かる代わりに、一度に多くのポーションを作り出すことに成功しているそうだ。現在活動している薬師やポーション職人のほとんどがベアトリーチェ式を採用しているらしい。

　未知の薬品だし機械がないこの世界では当たり前のことなのかも知れないけど、凄すごい面倒なことやるんだな。……それだけ面倒な作業をして作られる数が俺の一日に作れる数より少ないわけね。

「透明度──濁りが多いほど品質は下がる。……濁りの正体は不純物。……透明度が上がるほど品質は上がって、回復力も増す」

　フィーネによるとポーションとは回復成分を持った魔力の塊らしい。ランクごとに回復力に差があり、品質によって回復力と使用期限が上下するそうだ。Ｆランクポーションの回復力は一○。Ｃランクポーションなら回復力は五○。そこから品質によって変動が生まれる。低品質ならマイナス五。高品質ならプラス五。といったように回復力が上下するようだ。

「……粗悪品は低品質より下で、腹痛などの副作用が起こる。……ヤマヤマのポーションは恐らく最高品質。……たぶんランクを超える効果があると思う」

　フィーネは最高品質のポーションを見たことがなく、詳しいことは分からないそうだ。でも本来ならＣランクポーション以上じゃないと治せない魔ま素そ病びようをＤランクポーションで完治させたことで俺が持つポーションが最高品質だと確信していたようだ。

「俺の生み出すポーションが全部最高品質なのは魔法で生み出しているから不純物が入り込む余地がないからかな。最高品質以外に使用期限があるのは不純物が腐るからなのかも知れないね。純粋な魔力の塊が腐ることはないだろうし」

　ちなみにＥランクポーション以上は薬草を複数合わせて作り出すらしい。Ｅランクで二種類、Ｄランクで四種類、Ｃランクで八種類、ってまた二の累乗数かよ!?　ベアトリーチェ式はそれに加えて薬草などから作る効果を上げる薬液を混ぜるそうだ。その辺りはフィーネも詳しくは知らないそうだ。

「……薬師が最も秘ひ匿とくするのは使う薬草の種類と分量。……何をどれだけ組み合わせて作るのか、薬草の分量は摘んだ感覚で量るという者も多い。……一子相伝の場合も少なくない」

　いやいや、摘んだ感覚って。曖あい昧まいすぎるだろ……。秤はかりはないのか？　……秘匿するために使わないのか。

　Ｆランクポーションまでは比較的誰でも作れるらしい。Ｅランクポーションを作れて初めて薬師を名乗って良いとフィーネは言っている。そしてＥランクポーションを作らないと採算が取れないらしい。

　……ふむ。最高品質のことはいったん置いておくとして。結局のところポーション作りは、薬草から回復成分を抽出する作業ってことだね。フィーネが混ぜながら茹でていたのは回復成分が魔水に溶け出すからだとして、なんで薬草を取り出したあとに何度も煮詰めるんだ？　水分を蒸発させる？　魔水から水分を取り除く？　魔力は気体？　液体？　不純物には含まれないってフィーネが言っているから個体ではないはず。……でも魔結晶があるんだから個体か？

　……どっちにしても一度濾ろ過かした濁った液体の中にあるわけだから、蒸留してやれば魔力を含んだ水が溜まらないかな？　不純物はほとんどなくなると思うけど。

　そもそも生の薬草を使う必要があるのか？　乾燥させて粉末にした方が薬草の成分は溶けやすいんじゃないかな。魔力まで蒸発するのか？　魔力が何に宿っているかだな。あとはシーツより目の細かい布が必要そうだ。それと水を濾過する装置も用意してみるか。純水を用意しないと不純物が混ざるからね。魔水は無色の魔石を水に数時間漬けておくとできるらしい。

　とりあえずダダンガさんにフラスコみたいなヤツとか蒸留機器を用意してもらおう。あとは魔道具も用意して試行錯誤という名の理科の実験をしていたら何かできるだろう。少なくとも蒸発以外のアプローチで何かしらの成果があると思う。科学万歳。

　そして複数の薬草を組み合わせ、抽出されたものに一切不純物が入らないことで最高品質、最高ランクのポーションが生み出されるわけか。

　……メリリに初めて心の底から感謝しよう。こんな手間の掛かる作業をせずに楽に簡単に高ランクポーションが生み出せるようにしてくれて、ありがとう！　感謝するので品質設定もできるようにしてください！

　……ダメか。返事がない。──今まで僅かに感じられていた気配もなくなっているな。ついにアルテミリナ様にバレたかな？　金ダライまで落としたからな……南無。

「……ちなみに今説明した知識、技術はハイエルフ式。……他種族に漏らすと処罰を受ける。……ベアトリーチェは独自の方法を模索してベアトリーチェ式を生み出しているから広めてもセーフ」

　まぁ不純物に魔力が含まれないとか、回復成分を持った魔力の塊がポーションだっていうのは一般に知られていない知識なのかも知れないけどさ。秘匿する内容なのか？　少し検証したら分かりそうじゃねぇ？

　魔道具があるし、科学が変な発達しかしていないって思っていたけど重要なポーション作成までこのレベルなのか？　秘匿しすぎて発展しないんじゃないの？　……とは言え、秘匿情報を開示してもらったわけか。

「聞いた俺が言うのもなんだけど、教えて良かったの？」

「……構わない。……ヤマヤマは未来の私の婿、家族になら喋ってもセーフ？」

　いや、疑問形で言われても。それに絶対計画的に喋っただろう。……俺が断れないように外堀を埋めに掛かっている気がする。

　ニヤリと笑うフィーネの頭にとりあえず手刀を落とし頭を撫でてお礼を言う。

　この世界では優れた薬師の技ぎ術じゆつ漏ろう洩えいは極刑みたいだし、危ない橋を渡らせてしまったな。

「…………私達もいますわよ？」

「……ツバキとシオンは護衛だからセーフ？　……ただ口外はしないで欲しい」

　笑顔で頭を押さえながら言うフィーネにツバキとシオンも苦笑いするしかないみたいだ。





　　　　※






「旦那様。メルビン様がお越しになられました」

　領主邸の執務室で一人ソファーに深く腰掛け、頭を悩ませていたカイザークのもとへ執事長のバイスがやって来てそう報告した。

「……あぁ、通してくれ」

　顔を上げることもなく力なく話すカイザークへ頭を下げたバイスが部屋を出て行く。それから僅かの間をおいてメルビンが執務室に入室する。

「失礼します。父上、いくつか報告することがあったので早めに来ました。…………。どうかされましたか？」

　メルビンが入室しても顔を上げないカイザークを不審に思いながらも反対側のソファーへ向かう。そしてメルビンがソファーに座ったタイミングで顔を上げたカイザークには普段の威厳がなく、疲れ切った顔をしていた。

「……ヒロネがヤマト殿と揉めたようだ。ツバキの殺気を受けヒロネは失神、ゼクートはヒロネを連れて逃げ帰って来た」

「────揉めた内容は？　使用人の件ですか？」

「使用人として雇うことを拒否されたそうだ。二度目のチャンスに懸けて絶対に雇われよとヒロネに言ったのだが、それも失敗。それどころかヤマト殿の逆げき鱗りんに触れたようだ。『従順な飼い犬でも鎖を引っ張りすぎると手を嚙むか、逃げ出すことがありますよ』とゼクートが伝言を持ち帰った。こんなことになるのであれば全てをヒロネに伝えるべきであった」

　特一級戦力を有するヤマトが反撃も辞さないと予告。もしくはベアトリーチェを越える存在であるポーション職人が他国へ亡命する可能性を示し唆さしていた。

　万が一ツバキが攻め込んで来た場合に現在の領主邸の私兵団では防ぐことは不可能。領主軍を徴ちよう集しゆうしようにもその時間を稼ぐことすらできない。

　カイザークはツバキが反逆した場合は犯罪者になり報復を受けることを理解していると知っていた。そのため自分達に歯向かうことはないと考えていた。たとえ優秀な者に与えたとしても危険を冒してまで仕えるはずがない、従えることができるわけがない、と思っていた。しかし、現在のツバキは領主の娘だと知って尚、反撃に打って出る覚悟があった。完全に予想外であり、ありえないことであった。

　そして稀き代たいのポーション職人を自分達のせいで他国へ亡命させたとなれば王国からどんな罰が下るか考えただけで気が遠くなる思いであった。

　国賊の汚名を受け、お家取り潰し。王国はヤマトへの謝罪に一族郎党を処刑する可能性さえ考えられた。

「ヤマトく──殿は竜人二人を気に入っています。早々に他国へ亡命することはないと思います。それに私が集めた情報ですと本日付けで六人の亜人を雇ったそうです。亡命を考えての行動ではないでしょう」

「抜け道くらい幾らでもある。竜人達の奴隷解放、ギルドを通して契約の肩代わり、別の竜人を用意することだって可能だ。ヤマト殿の価値を知った他国が自分から鎖に繫がる者を優遇しないわけがない。儂わしが首脳陣だったとしたら、たとえ戦争に発展したとしてもヤマト殿を迎える。──迎えない国など存在するはずがないだろう!?」

　亜人を下に見るこの国の貴族に亜人が足かせになるという発想は元よりない。ヤマトがツバキ達を気に入っていると言ってもそれは竜人族を気に入っていると解釈する。

　そして使用人として雇った亜人を捨てて亡命することになんのためらいがあるのだと、メルビンを睨にらむカイザークであった。

「……ヤマト殿は元々この国の人間ではありません。彼の価値観と考え方を我々と同じに考えるのは早計でしょう。とはいえ楽観視もできません。本日伺う際に謝罪と事実説明をしましょう。彼は聡そう明めいです。我々がヤマト殿のことを思い詳細を伏せていたことを伝えれば理解して頂けるでしょう。もちろん謝罪は必要ですが」

「……我々が用意できる謝罪の品か。ヒロネがダメならなんだ？　金になびくとは思えん。女、亜人が好きだと言うなら亜人の娘を集めるか？　それとも地位、爵位であれば王に直訴することも可能だが目立つのが嫌いな者が果たして欲しがるのか？　……我々が後ろ盾になることを宣言することは商業ギルドとの約束でできん。ヤマト殿が自分から求めてくれるなら別だが……」

　カイザークが言う金、女、地位。これらにヤマトが食いつくとは思えずメルビンは考える。二人とも心の中で一番は竜人族の女性を贈るのが最適なのでは、と思いはするがこれ以上過剰戦力を集めさせるわけにはいかなかった。

「……父上、獣じゆう魔まの卵がありませんでしたか？　恐らくですがヤマト殿はそういった物が好きなのではと思います」

　獣魔は生まれた時から世話をすることで人に懐なつく魔力を持つ獣である。走そう竜りゆうは獣魔に該当する。

　対して魔獣は決して人に懐かない人間を襲う害獣である。

「確か一つあったな。しかしなんの獣魔か分からんから保管していた物だぞ？」

「手に負えないものだった場合は我々を頼ってくれるはずです。それに竜人がいる以上、危険が及ぶ可能性も皆無でしょう」

　獣魔の卵は大型獣の卵、中型獣の卵、小型獣の卵の三種類に大きさで分類されるが種族ごとの違いはほとんどなく、見た目は全て同じ色合いの卵であった。熟練の調教師でも見分けることが困難であり、誤って紛れ込んだ場合などその見極めは不可能と言われていた。

　カイザークが持っている獣魔の卵は小型獣の卵で、生まれる獣魔は小さく貴族や豪商などにペットとして飼われることが一般的な種類のものであった。

「ふむ。では説明の上で贈るとするか。あれも貴重な品だ。嫌がられることはないだろう」

　念には念を入れてということで走竜の子供も用意する段取りをつけながら、話を詰めて行くカイザークとメルビンであった。




「──そう言えばメルビン、何やら報告することがあったのではないのか？」

　話し合いが一段落ついた頃にカイザークはメルビンが来た理由を聞く。メルビンが部屋に入った時と比べて幾分か顔色も良くなっていた。

「はい。まずは、セルガ殿と同じく謹慎処分を受けていた受付係のリンダが逃走し、ヤマト殿のもとに向かっているとの情報がありました。そして商業ギルドの職員と追う事態となりました。無事確保できたのですが、このような手紙を所持していました」

「……これは、また。……セルガ、だな」

「はい。ですがヤマト殿に危害が及ぶほどのことではありません。またリンダですが、処遇は商業ギルドに一任しました。少なくとも今後この街で活動することはないでしょう」

「ふむ。まぁそちらはレベッカ殿が上手くやるだろう。……問題はセルガの方だ。レベッカ殿に任せるつもりだったが、ヤマト殿に危害を加えようとする者を野放しにはできんぞ。ヴァリド男だん爵しやくは何をやっているのだ」

「そちらに関しては私にお任せください。ヤマト殿の屋敷に行ったあとに私の隊で対応しようと思います。ヴァリド男爵にも承諾は頂いてきました」

　メルビンが差し出す羊皮紙を確認したカイザークはため息をついてメルビンを見る。

「いいだろう。この件はお前に任せる。ただし、犯行が未然に防げることが条件だ。くれぐれも監視を怠おこたるでないぞ」

「もちろんです。貧民街の警戒も怠ってはいません」

「……貧民街か。ヤマト殿の安全を考えるならあの場所も一掃する必要があるな」

　貧民街の規模は街の一割以上を占めている。悪人の隠かくれ蓑みのになっているとしても亜人や難民の受け入れ先になっていることからこれまで放置してあった。

　貧民街には貧民街の社会があり街に被害が生じることは稀まれ。その為下手に突っつき被害を出すのは得策ではないと数代前の領主の時から目を瞑つむってきたことだった。

「貧民街の一掃となると警備隊の増員が必要です。傭よう兵へいを使うにしても秘密裏に招集する必要もあります」

「そこは少し考えがある。ヤマト殿と面談が済んだ後にお前がヤマト殿から頂いたＣランクポーションを手土産に王都に向かう予定だ。その際にネイロクラ伯はく爵しやくとハイロリラ子し爵しやくに私兵団を訓練の名目で貸して頂く。交渉のカードは既にあるからな。あとは当家の私兵団と警備隊も合わせて貧民街の包囲を敢行する。場合によっては一度亜人を街から出す必要もあるかも知れんが貧民街の掃そう討とうはできるだろう」

　一度街の外に出せば再度入る為には検問を受ける必要がある。罪を犯おかしている者はそこで弾かれる為悪人が街から消えることは確かであった。しかし、街から出た罪人が盗賊に身を落とすことは確実であり周辺の治安悪化は避けられない。

　貧民街の一掃を終えた後は盗賊討伐まで行う必要があり、更に多額の費用が掛かることは避けられない。

　そして貧民街に住む亜人の数は推定千人を越えていることを知っているメルビンは検問に掛かる時間と貧民街を追い出された彼らがどこで生活をするのかに頭を悩ませながら草案を頭の中で描いていた。

「……かなり大掛かりになりそうですね。近日中に警備隊としての草案を提出させて頂きます。貴族がハーティアと繫がっている可能性もあります。情報が洩れないように慎重に行動するべきですね」

　ハーティアとは貧民街に拠点を持つとされている犯罪者集団の名称であり、詳しい実態は商業ギルドでも摑めていないこの街の暗部であった。

　メルビン達警備隊が定期的に貧民街の中を巡回しているが、その存在を確認できたことはなかった。しかし大きな事件が起こる時は必ずハーティアの名前が囁かれてきた。

「うむ。そのため当家傘下の貴族にはギリギリまで伏せておく。あ奴らも包囲が終わったあとにまで文句をいうはずがないからな」

「了解しました。このことは私の中で留意しておきます。……あとは報告として、商業ギルド側がヤマト殿の身辺警護の為に警護員を複数屋敷の周囲に配置しているようです」

「なに？　ならば当家も人員を出そう」

「いえ、お待ちを。既に相当数の人員が商業ギルドから出されています。これは既にツバキ殿に捕捉されているでしょう。ヤマト殿が報告を受けているかは分かりませんが屋敷の周囲を取り囲まれていて良い気分になる者はいません。我々は護衛にツバキ殿を紹介しています。これ以上は過剰でありヤマト殿の不興を買いかねません」

「なるほど。もっともだ。……商業ギルドは下手をすれば不興を買いかねんか。……事は既に商業ギルドだけの問題ではない。レベッカ殿に人員を減らすように勧告する」

　商業ギルドの不祥事だとしてもヤマトにこの街にいたくないと思われてしまっては意味がない。カイザークは商業ギルドに対抗するのではなく連携を強化することを決める。これ以上の失態はこの街の領主として見過ごすことはできないと。

「メルビン、お前は貴族側の代表だ。この街で最も親密な関係を持っているはずだ。これからはヤマト殿との関係を密にしろ。場合によっては貴族であることを公表しても構わない。第一はヤマト殿との信頼構築だ。商業ギルドとの連携も積極的に取って行く。これはもはや我々だけの問題ではない。国に仕える貴族としての責務だ。やれるな？」

「はっ！　お任せを！」

「よし。…………。ふぅ、さて、後はヒロネをどうする、か。ヤマト殿の真意を探る必要があるな。場合によっては本当にリガルンド子爵のもとへ送る必要もあるか……」

「父上、あまり思い詰めないように。まずはヤマト殿と話してからで良いと思います。ヒロネのことは私からも許しを乞こいます」

「……すまんな。愚かな娘だとしても可愛い我が子だ。幸せになってもらいたい」

「お気になさらずに。私に取っても可愛い妹ですので」

　手の掛かる子ほど可愛いものだと二人は苦笑しながら話を進める。

　それから約束の時間まで久方ぶりの親子の会話が執務室で交わされるのであった。





　　　　※






「頂きます！」

「「「頂きます！」」」

　ポーション談議をしているといつの間にか結構な時間が過ぎていたらしく食事の用意ができていた。

　メイプルの悲し気な鳴き声をツバキが聞き、食事ができたことが分かった。…………魚が冷えると悲しんでいたみたいだ。

　この屋敷の食堂には屋敷に見合った二○人掛けくらいのテーブルが置いてあった。当然のように俺は上座に案内される。…………いや無理、普通のテーブルが良いです。皆と距離もあるし偉そうだ。

　というわけで急きゆう遽きよ別室にあった丸テーブルを用意。四人掛けなので俺、ツバキ、シオン、フィーネで使って残りの皆は元々のテーブルでお願いすることにしたけど、スンスンとヨウコは配膳や雑用をするために待機しているそうだ。

　雑用は各自でやればいいと言ったけど頑なに拒否された。特にヨウコは一緒に食べても味が分からなくなると酷いことを言っていた。

　あとから二人で食べるそうなのでそれ以上は何も言わないことにした。ただ遠慮はするなと念押しだけはしておいた。

　結局食卓に着いているのは俺、ツバキ、シオン、フィーネ、メイプル、ミーシアの六人になった。ザルクさんとダリオさんは食事はいらないと言っていたけど領主が帰るまでは門番をしてくれるそうだ。……特別手当を支給しよう。お土産も忘れずに。

　そしていよいよ食事が運ばれて来たのだが、どうやらヨウコは俺とツバキ、シオンの三人には良い物を用意して、他の皆には安物を用意しているようだ。俺の皿に乗っている肉とフィーネの皿にある肉は明らかに別物である。変に気を遣わせてしまったようだ。フィーネは特に気にした様子はないけど、俺が気になる。

　明日からは手間も掛かるだろうし全員、俺と同じ食材とメニューにするように伝えておいた。一緒の食卓で自分達だけ良い物を食う趣味はないからね。

「美味しいの！　こんな大きなお肉食べたことないの！」

「……うん、美味しい。……ヤマヤマも食べてみる？」

　ミーシアとフィーネが食べているのは丸まる[image: ]うさぎの肉らしい。冒険者が比較的簡単に取って来るので安価で平民に好まれているそうだ。それでもステーキになると平民には中々手が出せない金額らしいけど。

　俺達の肉は魔獣の高級肉らしい。脂が甘くて霜しも降ふり肉のように柔らかくてかなり美味い。冒険者でも中堅以上でなければ狩ることができない魔獣らしく平民では手の出ないレベルらしい。金額は教えてくれなかった。比較されるのが嫌だそうだ。……別に責めないよ？　足りなくなるならまた金貨渡すし。……嫌がらせじゃないよ？　銀貨そんなに持ってないから金貨を両替に行ってもらわないと渡せないし。

「うにゃぁぁぁ、しあわせにゃー。毎日食べたいにゃぁー」

　メイプルは一人だけ商業ギルドから貰った魚の丸焼きを食べている。海の魚らしくこの街の平民には手が出せない金額らしい。メイプルは長いこと食べる機会がなかったみたいで大喜びである。

　この街があるベルモンド領には川はあるけど海には面していないそうだ。その為、川魚に比べて海の魚は数が少ないらしい。隣の領に小さいながらも港があるので内地にある王都に比べると手に入れやすいそうだけど。

　でもさすがに毎日魚は嫌だ。……けど、本当に美味そうに食べているな。ふにゃふにゃの笑顔で骨まで食べてる。…………うん？　骨まで食べるの？

「最高にゃぁー」

　……最高らしいので気にしないでおこう。猫人族恐るべし。

「メイプルさんー、猫人族の評判に関わりますから骨は残しましょうねー」

「うにゃ!?　取らないでにゃー!?　後ご生しようにゃぁぁぁ」

　……賑やかだねぇ。主に猫が。

「ヨウコさん、凄く美味しいです」

「本当ですわね。昨日の宿屋に負けていませんわよ」

「あ、ありがとうございます。……お肉が良い物だからだと思います。コン」

　ヨウコはツバキ達に褒められて赤くなっている。肉が良いだけじゃここまで美味しくはならないだろう。日本の精肉店で高級肉を買っても自分で焼いたらそこまで美味しくなかったぞ。焼き方以前に下処理でも差が出るはずだ。ヨウコは間違いなく一流の腕前だろう。

「本当に美味しいよ。焼き加減も完璧。もっと自信持って良いよ。明日からも楽しみにしているからね」

「は、はい！　ご期待に添えるように精進します！　コン」

「……私がポーションを作った時はこんなに褒めなかった。……ズルい」

「いや、だってＧランクだったし。頭撫でたじゃん？」

「……頭を撫でるだけじゃ満足しない。……それにヤマヤマ以上の物が作れる者は存在しない。……それを基準にされたら誰も勝てない。……認識の訂正を求む」

　フィーネが肉を頰張りながらムスッとしてしまった。うーん、フィーネは薬師としてのプライドはないみたいに思ったけど実はあったのかな。今の俺は魔法を除けばフィーネより下なわけだしポーション作りの間は師匠と呼ぶか。

「シルフィ、そんなむくれてはダメですわよ。貴女あなたも飲みますか？」

「……もらう」

　ツバキは早速もらい物のお酒を飲んでいる。……これから領主が来るんだけど。

「この程度では酔ったりしませんわ」

「…………酔っ払いはみんなそう言います」

「たとえ酔っていても行動が鈍ることはありませんからご安心くださいな」

「旦那様、お姉さまも久しぶりのお酒になるので少しだけ目を瞑ってください。加減が利かなくなっても動きは変わりませんから」

　……加減が利かなくなるってヤバくない？　相手が。

　ま、いいか。領主と敵対するわけでもないし。久しぶりって言うならゆっくり飲ませてあげよう。

「ご主人さまー、お茶のお代かわりですー」

「ありがとう。……うん、美味しい。身体に沁しみる。日本人の心だ」

「お兄ちゃん！　シアもそれ飲むの！」

　……あれ？　ツバキとフィーネはお酒飲んでいるから別にしても、なんで俺とシオンの分しかお茶が用意してないんだ？　使用人と来客用の湯吞みは多めに買っていたから人数分あるだろ？　スンスンに視線を向けると困ったように首を傾げた。

「よろしいのですかー？」

「うん。皆も飲んでいいよ？」

　……あぁ、そう言えば今飲んでいるお茶はコニウムさんから買った高級茶だったな。

　商業ギルドからついさっき米とお茶が届いたけど箱詰めされていたからそのまま放置しているんだった。もしかして高級茶だから遠慮しているのか？

「スンスンとヨウコも飲んで良いからね。当分の間は持つだろうし、通常のお茶も商業ギルドから届いているから安心していいよ」

「はいー、ありがとうございますー。のちほど頂きますねー」

　……米は届いたしコニウムさんからもらった米もあるけど、米を炊く為の用意ができていなかった。ヨウコは米の炊き方を知らなかったし、どうやって調理するのか悩んでいたみたいだ。

　スンスンは知っていたらしく、明日炊く為の鍋を買って来てくれるそうだ。そのため今日の白米はお預けになってしまった。……痛恨のミスだ。

　明日の朝もご飯はない、だと。……まぁ用意しなかった俺のせいだから我慢するけどね。





　　　　※






　夕日が沈みかけ空が赤くなった頃、カイザークとメルビンを乗せた馬車がヤマトの屋敷の前に停止した。

「領主、カイザーク・フォン・ベルモンド様の馬車だ。門を開けよ！」

　御ぎよ者しやをしている身なりの良い初老の男が門の前に立つザルクとダリオに言い放つ。馬車の両脇には二人の騎士が護衛についており、ザルクとダリオを威圧するように睨んでいた。

「ようこそお越しくださいました。失礼ですが、何か証明できる物を拝見できますか」

「ッ、貴様、領主様の馬車を前に証明をせよと申すか！　亜人風情が！」

「私ではその馬車が間違いなく領主様の持ち物であると判断することはできません。そして馬車に乗っているのが領主様ご本人様であることも分かりません。招待状もなく、お館様からお越しになるであろうと伺っているだけであります。この屋敷の門を預かっている以上、確認もなしに通すわけには参りません」

「貴様ッ！」

　御者と騎士の視線を受けてもどこ吹く風と淡々と告げるザルクに御者と騎士は怒りを覚える。

「よさんか。私の部下が失礼した、私がカイザーク・フォン・ベルモンドだ。この家紋をもって証明としたいが如何いかがか？」

　外から感じる剣吞な雰囲気に馬車の中からカイザークが顔を出す。そして懐に入れてあったベルモンド家の家紋が刻印されたメダルを取り出しザルクに見せる。

「は！　問題ありません。大変な無礼を働きましたことお詫び申し上げます」

「構わん。其方そなたは職務を全うしただけだ。今後も励むが良い」

「は！　ありがとうございます！」

　ザルクとダリオが開く門を馬車が潜くぐり屋敷に向けて進む。

　通り過ぎる際に騎士がひと睨みするが二人はまるで意に介していなかった。

「……ただの亜人かと思えば戦闘経験のある凄腕か」

「そうですね。元冒険者でしょう。片足を庇かばって立っていましたし負傷して一線を退いたのでしょう。中々に鍛えられている。死線を数度潜ったことがありそうな雰囲気がありましたね」

「そうだな。……ヤマト殿のもとには優秀な者が集まるのであろうか」

　ザルクとダリオを見たカイザークとメルビンはその佇たたずまいから腕が立つであろうと見抜いていた。

　確かに元Ｃランクのザルクは凄腕の部類に入る。しかしカイザークとメルビンが感じた二人の雰囲気は彼らがここ数時間の間に数回の死線を潜ったからこそ身に付いたものだった。

　ツバキという最強生物から放たれる殺気を巻き添えも加えて数回体験したことで、以前であれば領主と聞いて緊張したであろう出来事にも動じない心の強さを手に入れていた。

　しかしその事に当事者の二人が気付くのはまだ先のことであった。

「ようこそお越しくださいましたー。ご主人さまがお待ちですー」

　玄関前に止められた馬車からカイザークとメルビンが降りると玄関前で待機していた小柄なメイド服の少女──スンスンが出迎えた。

「（少女？　いや、小人族か）うむ。案内よろしく頼む。……お前達はここで待機だ」

　カイザークは連れていた御者と護衛の二人を外で待機させることにした。先ほどの態度からヤマトの前で何かしらの失態を演ずる可能性を考慮してのことであった。

「ではこちらへどうぞー」

　カイザーク達の準備ができるのを待ち、慣れた動きで扉を開け屋敷の中へ誘導する。

（……出迎えはなしか。いや、当然か。招待されたわけではない）

　カイザークは扉の先にヤマトがいなかったことに僅かに顔を歪めた。

　この国では目上の者が尋ねてくる際は家主がホールで待つことが歓迎の証であった。招待されていなかったとしても訪れることを事前に知らせている以上、最低限のマナーとしてホールで出迎えることが求められていた。

「（父上、ヤマト殿は辺境の生まれです。流儀を知らなくても仕方がありません）」

「（分かっておる。気にしておらん！）」

　小声でありながら僅かに怒気を含んだカイザークの言葉にメルビンは僅かに焦りを覚える。

　そんな二人の様子を背中で感じながらスンスンは一階にある部屋へと案内する。ヤマトが住む前から来客用として用意されていた応接室である。

　カイザークは屋敷の構造を知っているのでここに案内されることは理解していた。しかし部屋を前にしてカイザークとメルビンに悪寒が走る。まるでこの先に進むことを身体が拒否しているかのように。

（っ、なんだ？　このヒリつく感じは。この部屋に何かあるのか……？）

「よろしいでしょうか？」

　戸惑うカイザークを他所にスンスンは扉に手をかけてカイザーク達を見ていた。カイザークも原因不明のことを理由に待たせるわけにもいかずメルビンを一いち瞥べつし、深呼吸をすると一歩を踏み出す。

　その歩みに合わせてスンスンが扉を開いた。

「領主、カイザーク・フォン・ベルモンド様のお越しです」

　カイザークとメルビンは開かれた扉に歩みを止めず進む。

　部屋の最奥には一脚の豪勢な椅子に腰掛ける年端もいかぬ少年とその両脇に控える二人の女性。高級感漂う執事服に身を包む竜人族の長身の女性と、東洋国の将軍お側人が着用する巫み女こ装しよう束ぞくを着た竜人族の少女。そして少年の後ろにはメイド服を着たハイエルフの女性が控えていた。

（──あの少年がヤマト殿？　本当にまだ子供ではないか。それにこれはどういうことだ。あれは竜人族の姉妹のはず。なぜ東洋国の巫女服を着ている。まさか東洋国と繫がりが？　ありえん。そんな情報はレベッカ殿からも聞いていないぞ）

　カイザークとメルビンが部屋の中央にまで進んだ時、二人の身体に電流が流れるような衝撃が走り足が止まる。そして二人の歩みが止まったことを確認した少年が椅子から立ち上がる。

「ようこそお越しくださいました。僕が薬師のヤマトです。……あぁ、ポーション職人と名乗った方が良いですかね？」

　軽く会え釈しやくをしながら自己紹介をするヤマト。あどけない笑みを浮かべ年相応の幼さを感じさせる佇まいにもかかわらず、カイザークは獰どう猛もうな獣に睨まれたような恐怖を感じていた。

　ヤマトの隣に立つ執事服の女性──ツバキに思わず視線を向けるがツバキの瞳は閉じられ、ただただ静かに佇んでいるだけであった。

　カイザークは速まる鼓動を抑えようと両手を強く握る。考えていた口上などすでに頭から消え去り、魔獣と対たい峙じしているかのような心境で必死に頭を回転させていた。しかしそれを悟らせない柔らかな表情を作りヤマトに語りかける。

「──お会いできて光栄です。私がこの街の領主を任されていますカイザーク・フォン・ベルモンドです。こちらは私の息子、メルビン・フォン・ベルモンドです」

「よろしくお願いします。……メルビンさん、昨日は色々とありがとうございました」

「いえ、ヤマト殿も息そく災さいで何よりです。──お二人も昨日までとは趣おもむきが違いますね。これはヤマト殿のご指示ですか？」

「ええ。たまたま知り合った方と交渉して頂きました」

（交渉してもらっただと？　つまりこの街に東洋国の手の者が紛れ込んでいたのか!?　そしてヤマト殿の秘密を知り自国に招いている!?　巫女装束は将軍お側付きの証であったはずだ。まさか亡命の手て筈はずを整えているのか!?　これはマズイ！）

　カイザークは目の前にいるのは年端もいかない少年ではなく、稀代のポーション職人であり己が頭を下げ街の、そして国の発展に協力を乞う存在であると認識を改める。王国内の他領ならまだしも他国に取られては国王に申し開きもできないと。

　亡命を示唆する警告をされたその日の内に他国との繫がりを見せつけられたカイザークは焦りを募らせる。

　身体がヒリつくような空気の中、カイザークは事態の重大さに混乱していた。──ヤマトとメルビンの会話が耳に入らぬほどに。

「…………うえ、──父上！　聞いていますか？」

「っ、な、んだ？　どうした？」

「ですから、ヤマト殿がこの屋敷のことで感謝していると」

　メルビンに揺すられて混乱からひとまずの回復を果たしたカイザークであったが、二人の会話をまるで聞いていなかったため答えに詰まってしまう。

「っ、あ、あぁ、いえいえ。この程度の屋敷しか用意できず、申し訳ない限りです。あ、そうです！　もっと良い屋敷をご用意しましょう！　それに使用人も腕の良い者を用意しますとも！」

「…………」

　カイザークの言葉を聞いたヤマトの眉間に皺しわが寄り、ヤマトの両脇に控えるツバキとシオンの表情にも僅かに苛立ちが陰る。ヤマトはこの屋敷を気に入ったと感謝を告げていた。しかし話を聞いていなかったカイザークは別の屋敷を用意すると答えたのだった。ヤマト達の様子から何か気に障ることを言ったと思い至ったカイザークは使用人のことだと考え再度口を開こうとする。

「あ──」

「っ、あ、あぁ！　そ、そうでした！」

　メルビンはカイザークの様子から話を聞いていなかったことを悟る。そして余計なことを言いそうな雰囲気を感じ取り慌ててヤマトに声をかけた。話のタイミングを奪われたカイザークはメルビンを睨むがメルビンはそれどころではなかった。

　部屋に漂う空気が尋常でないことはメルビンも感じていた。そしてカイザークの言葉にヤマトの表情が変わったことに気付き、同時に降り注ぐ殺気にも似た気配が増したことで慌てて話を変えることにした。

「ヤマト殿、本日は私の妹──ヒロネがご迷惑をおかけして大変申し訳ありませんでした。ヤマト殿のことを秘密にするため、当家でも限られた者しかヤマト殿のことを把握していません。ヒロネにもヤマト殿のことを詳しく伝えておらず、優れたポーション職人であるとだけ伝えておりました。そのためヒロネは何か思い違いをしていたようです。ヤマト殿、並びに使用人の方々に不快な思いをさせてしまい申し訳ありません。ヒロネには私の方から十分に言い聞かせ、後日謝罪に参らせます。どうかお許しください」

「メルビンさんが謝ることではないですよ。…………僕も少しやりすぎたと思うのでお互い水に流すということで如何でしょう？」

「も、もちろんです。父上も構いませんね」

「う、うむ。ヤマト殿の慈悲に感謝します」

　一番の懸念事項であったヒロネの件がすんなりと片が付いたことでカイザークとメルビンは胸をなでおろしていた。

　今回の件が表おもて沙ざ汰たになり他国からの介入があるとなれば間違いなくベルモンド家は責任を取らされる事態に陥るとカイザークは気が気でなかった。

　しかしヤマトからそのことを示唆されることもなく、むしろ歩み寄ろうとする気配を感じたカイザークは多少なりと気持ちが楽になっていた。楽観はできないがヤマトがすぐさまことに及ぶことはないとカイザークは判断し、どうやってヤマトをこの街に留めるか思案することにした。

「ありがとうございます。それではこの件はこれで終了として、──お二人ともどうぞ椅子におかけください」

　ヤマトに言われてカイザークとメルビンは自分達がいつの間にか片膝をついていることに気がついた。慌てて立ち上がる二人のもとにスンスンとメイプルが一人掛けの椅子を二人分持って近づいてくる。

　二人が椅子に座ると次は二人の前に机が置かれヤマトも二人の前に移動する。そしてカイザークとメルビンは部屋の中央で机を挟んでヤマト達と対峙する形になった。

「──まだ引っ越したばかりで何も用意していなくてすみません」

　ヤマトの言葉通り、この部屋にはヤマト達が座る椅子と机以外に何も物が置かれていなかった。既にスンスンとメイプルは退室しているので部屋にはヤマト、ツバキ、シオン、シルフィーネとカイザーク、メルビンの六人だけであった。

　カイザークは先日まで応接用のソファーなどがあったはずでは、と頭を悩ませるがそのことをヤマトに言えるわけもない。

　この国の常識で考えれば、接待する用意もされていない部屋に通すのは無礼であり歓迎していない、話をするつもりはない、という意思表示にもなっている。もし相手がヤマトでなければカイザークは即座に踵きびすを返していたはずであった。

「いえ、こちらが突然押し掛けたのです。会談を許可して頂き感謝しております」

　いつの間にか部屋の空気が軽くなっており、椅子の用意をしている間に表面上は取とり繕つくろうことができたカイザークは気持ちを引き締めヤマトとの会話に臨む。カイザークの落ち着いた姿を見てメルビンはヤマト達に気付かれないように安あん堵どの息をついていた。

「屋敷まで用意して頂いたのですから当然です。オルガノさんから聞いて準備はしていたのですが──工房の改築などと重なってしまったもので申し訳ないです。……来られる時間が事前に分かっていたら良かったのですけどね」

「っ、そ。……いや申し訳ない。──工房の件は私の方でも聞いています。なんでも二階に作ったとか」

　カイザークはヤマト宛あての手紙をヒロネに持たせており、本日伺うことへの謝辞や時刻なども記載されていた。ヒロネからは手紙を渡していないと報告は受けておらず、手紙だけは届けていると思い込んでいた。確認を怠った自分と報告をしなかったヒロネ達に怒りを覚えるが、すぐさま話題を切り替える。

「ええ。オルガノさんからは一階奥の広間が良いと言われたのですけど、あまり広いと落ち着かないもので」

「分かります。私も広い部屋での仕事は落ち着かず普段は書斎で仕事をしていますからな。立場上、人を迎える時は広い応接室や執務室を使いますが仕事をするなら書斎の方が落ち着きます」

「領主様なら人を迎える機会も多そうですから移動が大変なのでは？」

「そうでもありませんよ。交通の要所とはいえ地方ですからな。とは言えこの街には王都以上に様々な人や物が集まります。王都では見かけない珍しい食べ物や、多種多様な種族が集まります。地方には地方の良さもありますからな」

「確かにこの街には色んな種族の人がいますね。中々苦しい生活を送っているようですけど」

「……ええ、私の不徳の致すところで心苦しい限りです。しかし、王都や他の領に比べれば亜人に取っても暮らしやすい街だと思います。移住権の発行も認めておりますし、亜人の文化を認めてもおりますからな」

　人間至上主義のこの国においてサイガスの街は亜人に配慮している面は確かにあった。優秀な人材は名誉市民と認められ移住が許可される。そして亜人向けの亜人による食堂や宿の提供も僅かとはいえ行っていた。この街が交通の要所であるが故の処置ではあるが間違いではなかった。

　この国の王都に亜人はほとんど寄りつかない。少なくとも亜人の難民が住むことができる環境は存在しない。そのことを踏まえればカイザークの言うことは間違いではなかった。

「…………メルビンさん達のお陰で治安も良いみたいですからね。……ただ場所によっては治安が不安視されることもあるみたいですけど」

「ええ、多くの種族が集まると意見の違いもありますので。近々治安の見直しも検討しているところです。今後はさらに住みやすい街になることをお約束しますよ」

　コン、コン。

　カイザークの言葉が途切れるタイミングで扉が遠慮がちに叩かれる。シオンがスッと扉へ向かい扉を開けると、一人の少女がお盆に湯吞みを三つ乗せ部屋に入って来た。

（っ、なんだ、この可憐な少女は！　このような娘が我が領地にいたのか？　……まさか東洋国の令嬢か！）

（──なんだ、この少女は。これほど愛らしい少女がいたのなら私の耳に入っているはず。ヤマト君はどこでこの少女を？）

　部屋に入り恐る恐る歩くミーシアを見たカイザークとメルビンはその姿に目がくぎ付けになる。

　そして当の少女──ミーシアは湯吞みのお茶をこぼさないように慎重な足取りで歩いていた。

「ど、どうぞなの、熱いから気をつけてなの」

「ッあ、あぁ、大丈夫だよ。熱い方が好きだからね。ハハハ」

「ありがとう、お嬢さん。お名前を聞いても良いかな？」

　好こう々こう爺やな雰囲気になったカイザークとやけに優しい笑みを浮かべたメルビンがミーシアに話しかける。

　その姿を見たヤマトが顔を背け「ぶふっ」と息を吹き出し苦しそうに肩を震わせていた。しかしカイザークとメルビンはミーシアに見み惚とれていてヤマトの状態に気付いていなかった。

「シアはミーシアなの。おにーちゃん」

「っ、そ、そうか、良い名前だね」

「ミ、ミーシア、も、もういいよ。あ、ありがと」

　ヤマトの震える声に疑問を覚えながらもミーシアから視線が外せないカイザークとメルビンは、ミーシアが去ってしまうことを知り表情を曇らせていた。目の前でヤマトとフィーネが会話をしていることにもまるで気付かない。

「うんなの！　バイバイ、おじちゃん、おにーちゃん」

「う、うむ」

「あぁ、ありがとう」

　手を振りながら小走りに部屋を出て行くミーシアの姿をカイザークとメルビンはジッと熱い眼差しで見つめていた。そしてその二人を冷めた目で見つめるシオンとフィーネの姿があった。

「ゴホン、ふぅー。……領主様とメルビンさんは彼女のことを知っていますか？」

「い、いや、知りませんな。……どこの者ですかな？」

「私も知りません。この街では見たことがないと思いますけど」

　ヤマトの言葉に身を乗り出すようにして話を聞こうとする二人に、ヤマトは苦笑するも努めて真剣な表情を作って話を続ける。

「なるほど。彼女は今日まで領主様が経営しているはずの大樹院にいたのですよ？」

「ッ！　では施設の子供ですか！」

「えぇ、本日僕が引き取りましたけどね」

「っ、……ヤマト君、領主直轄の施設である大樹院から引き取るなら領主である父上から許可をもらう必要があるはずだよ？」

「しかり、勝手なことをされては困りますな」

　カイザークとメルビンはミーシアの幼いながらも惹きつけられる美び貌ぼうから将来はヒロネを越える美しさを持つと考えていた。

　そしてヤマトの話からミーシアの愛らしさにヤマトが不正を行い引き取ったと考えたカイザークは、一度領主家に養子として迎えてからヤマトのもとへ送ることを計画する。そうすることで領主家とヤマトの確かな繫がりになると笑みを深めるカイザークであったが、当のヤマトは首を傾げていた。

「え？　許可ならもらってますよ？　シオン」

「はい。こちらになります」

　シオンが差し出したのは一枚の羊紙皮。ミーシアをヤマトの奉公人として認める正規の契約書であり、大樹院のサインと領主カイザークのサイン、そしてヤマトのサインが入っていた。

「こ、これは」

「大樹院で引き取る際に頂きました。なんでも領主様はお忙しいとのことで大樹院の子供の引き渡しは全て院長に任せているそうで。しかしこうして正規の契約書がある以上、領主様もお認めになっていると認識しております」

　カイザークは大樹院の運営には関わっていないため、子供を引き取るという物好きが現れた時を想定して複数枚の契約書を大樹院に預けていた。引き取り手が現れた場合は院長の判断で契約を済ませ、後日契約書の控えを提出する段取りとなっていた。

　契約書のことを思い出し、額に手を当てて悔やむカイザーク。そして父親のずさんな管理状況を目の当たりにしたメルビンの咎とがめる視線がカイザークに突き刺さる。

「…………契約は正規のもの。私が口を出すまでもありませんな」

　絞り出されるように述べられた言葉にヤマトは笑みを浮かべる。そして僅かの間をおいて再度ヤマトが口を開いた。

「それと領主様は再三にわたり大樹院から要請があったポーションの提供を撥はね除のけていたと聞きました」

「……運営資金は毎年捻ねん出しゆつしております。領主直轄とはいえ、運営に関しては院長に一任した独立した外部組織扱いです。他にも似た施設はありますし、領地の施設全ての要望に応えることはできません」

　ミーシアを手に入れヤマトへの楔くさびにする機会を逃したことで、ミーシアの存在を黙っていた大樹院を外部組織と言い放ち突き放すカイザーク。

　元より金を生まない金食い施設への資金提供は内外へのアピールの一環であり、いつでも止めて良い案件であった。ヤマトにそこを責められるくらいであればすぐさま手放しても問題はなかった。

「なるほど。……実はミーシアとの出会いは偶然でした。たまたま彼女を救うために動いていた大樹院の子供達と出会い彼女のもとに案内されました。彼女は貧民街での暴行事件に巻き込まれ死の淵にいたのです。僕があと一日遅れていたら死んでいたことでしょう」

　ヤマトの言葉を聞きカイザークとメルビンは二つの意味で衝撃を受ける。

　一つは大樹院にいた子供を救うために、瀕死の者を回復させるほどの高ランクポーションを使用していること。数時間前まで死に掛けていたというミーシアの元気な様子を見た二人は通常のポーションが使われたとは思っていない。メルビンが受け取った最高峰のポーションを使用したのだと察しがついた。

　ヤマトがこの街に来てまだ二日しか経っていない。親しい間柄の者がいるとは思えず本当に見ず知らずの子供のために希少な高ランクポーションを使用したのだと驚きを隠せなかった。

　そしてもう一つ、このタイミングでヤマトの口から告げられるミーシアを襲ったという犯人の姿が脳裏に浮かび上がる。その事実をヤマトが知ってしまった可能性に絶望ともいえる衝撃が全身を襲ったのだ。

「…………貧民街は立ち入り禁止区域に指定されています。酷い言い方になりますが、そこに入って怪け我がを負ったのならそれは自己責任です。全ての難民を救えるほど財源に余裕があるわけではありません。そしてそのような被害が及ばないように貧民街の清掃を近日中に行うため内々に準備を進めているところです……」

「なるほど。ではメルビンさん、警備隊として暴行事件の犯人捜しに協力して頂けないでしょうか？　どうやら再犯者らしくこれまで何度も事件を起こしているらしいです」

「……貧民街での事件の犯人を見つけるのは困難です。貧民街の奥には犯罪者が潜ひそんでいますが私達も中々尻尾を摑めないのが現状です。……誤認逮捕をするわけにもいかないので慎重に調べる必要もありますので」

　メルビンは僅かな希望を胸に言葉を濁す。カイザークは目を瞑り誰が犯人なのか考えないように成り行きを見守っていた。

「そうですか。でも一応被害者の証言を伝えますね。犯人は、金髪で長い髪の成人まもない貴族風の女性で近くには初老の執事がいたらしいです。そして自分のことを『わたくし』って言っていたそうです。ミーシアは犯人を直接見ていますし街で見かけたらすぐに報告しますね」

「「…………」」

　カイザークとメルビンは天井を仰ぎ見た。ヤマトがわざわざこのタイミングで伝えて来るということでその可能性を考えていたが、実際にヤマトの口から告げられたことで予想以上にダメージがあった。そしてヤマトはヒロネと直接会話をしている以上その特徴が誰に一致するのか分かり切っていることであった。

　これがただの平民であればいくらでも取り繕うことが可能であった。しかし相手がヤマトであればそのことを知られた時点でアウトである。

「申し開きのしようがありません。いかようにも罰を与えましょう」

「いえいえ、誤認があってはいけません。現行犯でもありませんからね。今後二度と同じことが起きないように対策することと使用人の件を考慮して頂ければそれ以上のことは申しません。ミーシアにも確認は取っています」

　カイザークはヤマトの穏便すぎる言葉に違和感を覚える。会談を前にここまでの情報を集めているヤマトからの寛大なる処置。その意味を考える。

（──我々に利用価値を見出している？）

　カイザークはヤマトが領主家に大きな貸しを作ることで協力関係を構築する腹積もりであると判断した。そしてヤマトはこの街での生活を望んでおり、そのための地盤作りをしていると。

「……委い細さい承知しました。この件は私が責任をもって対処します。それに加えて先ほど申し上げた貧民街の清掃計画を急ぎ実行すると共に大樹院への支援金を増やすことをお約束します」

「私も警備隊の巡回強化をお約束しましょう。すでに幾つかの隊が巡回を強化しておりますが、清掃計画が発動するまで抑え込みに従事します」

「事件に巻き込まれない人が増えるのは良いことですね。……巡回や清掃に亜人を使ってはどうですか？　貧民街には仕事がない亜人が多くいるそうなので彼らに仕事を与える意味でも良いのでは？」

「っ、そ、そうですな。少し検討したいと思います。ただこの件は極秘に行うことなのでヤマト殿も口外は控えてください」

　貧民街の悪分子を一掃する計画に貧民街の者を使えば情報が洩れるのは必至。そのことに気がついていないことを考慮してカイザークはヤマトに口止めをお願いする。

「分かりました。協力できることがあれば手伝います。──ツバキ達もいますし」

　ヤマトの申し出は貧民街清掃作戦にツバキを投入しハーティアごと貧民街の悪所を滅ぼすつもりなのだとカイザークとメルビンは受け取りヤマトの本気度に冷汗が流れるのを感じた。

「──ご、ご協力感謝します」

　やるなら徹底的にと暗に言われた二人は部屋に漂う重い空気も手伝い喉が渇いていた。そして手元にあるミーシアが持って来たお茶を一口含む。

　極度の緊張状態が続いていたこともあり、これまで飲んだ経験のないほどの美味さにそのまま勢い良く飲み干す二人を見てヤマトは笑みを浮かべるのであった。




「──そうだ！　ヤマト殿にお渡しする物があるのでした」

　領主とメルビンさんの二人がお茶を一気飲みしたので、おかわりを指示すると次はスンスンが持ってきた。あからさまにガッカリした様子の二人をツバキ達と眺めていると、気を取り直した領主がこの街がいかに優れているのか熱く語りだした。他の街がいかに住み辛いのか、他領がどれだけ困こん窮きゆうしているのか、他国は人間が暮らすには適していないなど、この国の価値観、そして領主の視点で懇切丁寧に語られた。

　いや、一体どこの街の話をしているのだろうかと思いながら適当に相あい槌づちを打って聞き流していたけど、いい加減終わらないかなと思っているとメルビンさんが唐突に話を切ってくれた。

　お陰で領主の口が止まり一息つくことができた。自慢話や偏見は共有できる人としてください。

「これはヒロネの件のお詫びと今後の我々の友情を祝して贈らせて頂きたく思います」

「…………卵、ですか？」

　メルビンさんが領主から睨まれながら差し出してくれたのはガラスの容器に入った卵だった。

　……さすがに食用じゃないよね？　──それにしてもこのガラスは透明で綺麗な円筒になってる。窓ガラスがあるからガラスの製法は確立されていると思っていたけど、これだけの容器が作れるならフラスコとかも作ってもらえそうだ。……おっと、調べるのは後にしよう。

「そちらは獣魔の卵です。現在は孵ふ化かしないように魔道具に入っていますが、取り出すと数日中に孵化しますよ」

　獣魔？　魔物とは違うのか？　まさか俺の腹を刺した兎みたいなヤツが生まれるんじゃないよね？　……見た目は可愛かったけど危険極まりないからね？　それに魔道具って、このガラス普通に作られた物じゃないのか？

「このガラスの容器が魔道具なんですか？」

「ええ、獣魔の卵を運搬するために作られたものです。その中に入っている卵は時間が止まったように孵化しないのです」

　……ふむ、時間停止の魔道具まであるのか。獣魔の卵だけか？　マジで変な発展してるよね。現代科学より劣っていると思ったらそれ以上の物もあるし。今度魔道具についても調べてみたいな。ポーション作るのにも魔道具が必要みたいだしね。

「なるほど。ちなみになんの卵なんですか？」

「……すみません。獣魔の卵は識別が難しく、専門家にしか分からないのです。そちらは小型の獣魔の卵なので生まれるのは小型のペット向けになります。主人には危害を加えないのでご安心ください」

　まぁ、なんの卵ですって言われても分からないけどね。生まれてからのお楽しみか。……メイプルのライバルだね。

「……獣魔の卵は売れる」

「贈り物を売ろうとするな」

「ハ、ハハハ」

　フィーネの言葉が聞こえたようでメルビンさんはドン引きだ。しかも小声で「……獣魔の卵なら金貨十数枚は堅い」と満足そうに言っている。俺への贈り物としてフィーネに認められたようだ。……いや、何様だよ。もう良いだろう？　と視線をフィーネに向けるとグーサインが出た。

　領主との会談に際してフィーネから領主が俺にどのような対応を取るのか試したいと要望があった。その為、色々と準備をして領主を迎えたのだけど思った以上に領主の対応がかしこまった態度で驚いた。この領地の貴族の親玉だからもっと尊大な態度で来ると思っていたんだけどね。

「ありがとうございます。大切に育てます」

「喜んで頂けて良かった。獣魔の卵は主の血を垂らすことで主従関係を認識させることができます。……ただその場合は他人へ譲渡することはできませんのでご注意ください」

「分かりました。相談して決めたいと思います。……では僕からも贈り物を出しましょう。シオン、アレを」

　シオンはコクリと頷いて用意していた木箱を持って来た。箱はコニウムさんから買った湯吞みが入っていた木箱だけど中身は俺が作ったＣランクポーションだ。

　領主が俺を下に置かず対等以上の関係を求めているとフィーネが判断した場合に贈る段取りになっていた。昨日の今日でＣランクポーションが用意できる意味を領主に知らしめる意味合いがあるらしい。これを確認したときの反応で今後の対応を更に見極めるそうだ。

　……どこまでやるんだろうか。あまり動きすぎて目立つのはイヤだけど商業ギルドと領主が上手く隠してくれるなら大丈夫かな。──Ｃランクポーションも内密に販売できるように取り計らってくれたらさらに資金が回せるんだけどね。ちょっと欲しい物もできたしちょっとだけ大きく動きたい気持ちもあるんだよねぇ。

「…………これは？」

「中身はポーションです。僕に用意できる物はそれくらいなので。良かったら使ってください」

「いえ、助かります。貴重な物をありがとうございます」

「いえいえ、僕の方が貴重な物をもらったみたいで。ありがとうございます」

　シオンから受け取った木箱を領主の方に渡し、メルビンさんが立ち上がって手を差し出して来た。これは握らないわけにはいかないよね？

　まぁただの握手だし話し合いが無事に終わった証ってことで良いんだよね？　領主を差し置いてメルビンさんと握手するわけだけど──メルビンさんの後方で木箱の中身を確認した領主が目を見開いて固まっているのが見える。メルビンさんは確認していないから爽やかな笑顔で俺と握手しているけどね。
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　メルビンさんとの握手を終え、今回の会談はお開きとなった。領主は木箱を大事そうに抱えて満面の笑みを浮かべている。

　会談は終わったわけなのでメルビンさんには堅苦しい話し方は止めて昨日と同じでお願いしたいと伝えたところ、すぐに口調が昨日のように変わった。こっちの喋り方が素なのかな？　領主さんの満足そうな笑みが気になるところだけど、気にするのは止めよう。

　……結局領主と握手することはなかったけど良かったのかな？　商業ギルドとの兼ね合いの関係なのかな。ミリスさんが俺の専属になったみたいにメルビンさんが領主側の専属みたいな？　ま、おっさんと手を握り合いたいわけじゃないから良いけどさ。

「ヤマト君、最後に一つ確認しておきたいことがあるんだけど、いいかな？」

「どうしました？　セルガ、あ、いや──、暴行の犯人でも捕まりましたか？」

　普通に名前言ってしまった。メルビンさんの言いにくそうな口ぶりからセルガが関係していそうだけど。まぁ商業ギルドと情報交換しているなら知っているよね？

「商業ギルドは実名を公表していないけど私達は事情を知っているから大丈夫だよ」

「…………セルガ、どぉのぉ、が無罪放免にでもなりますか？」

　レベッカさんが何かしらの措置を講じるって言っていたけど、腐っても貴族だ。領主が俺に圧力をかけてそれを取り下げさせようっていうつもりなのか？

「セルガど──セルガに敬称を付ける必要はないよ。犯罪者だからね。セルガとリンダは商業ギルドの指示で自宅謹慎中だ。ただリンダの方がセルガに指示されて自宅を抜け出していてね。商業ギルドと警備隊で協力して捕まえたんだけど、いくつか問題があったんだ。率直に聞くけど、セルガとリンダ、彼らにどんな罰を望んでいるかな？」

「…………僕からは特にありません。商業ギルドの采さい配はいにお任せしますよ」

「え、いいのかい？　いや、もちろん、無罪放免にはならないよ。きちんと罰は受けさせるけど……本当にいいのかい？」

　この街の貴族の元締めが目の前にいて何を言えと？　どっちにしろ、セルガとリンダの件はレベッカさんに任せた以上、俺からとやかく言うつもりはないんだけどね。まぁ、再度襲って来たらその限りでもないけど。　……来たら返り討ちで良いんだよね？　原型だけ留めていたら問題ないかな？　問題があるならあとでポーション使ったら問題なくなるよね。

　……そう考えると無罪放免も悪くないかもしれん。いや、むしろウェルカムだ。是非とも来て欲しい。門を開放して玄関の鍵も開けておこう。そして屋敷に無断で入った瞬間、問答無用で強盗として断罪しよう。

「……ヤマヤマ、何考えているかなんとなく分かるけど、落ち着いてね？　……油断していると足元を掬すくわれるよ？」

「ヤマト君、ツバキ殿がいるから問題はないと思うけど十分に気をつけてくれよ？　不用意にツバキ殿から離れることのないように注意するんだよ？」

　俺は子供か!?　いや子供だろうけどさ。まぁ言われなくてもツバキと離れるのは屋敷の中だけだし、離れると言っても密着していないだけで側にはいるから。たとえ暗殺者に狙われていても屋敷の敷地内の動きはツバキに筒抜けみたいだから危険があるとは思えないけどね。

「ヤマト君の要望は分かった。商業ギルドにもその旨を伝えておこう。あと気づいていると思うけど、商業ギルドの精鋭がこの屋敷の周囲を警護している。ただ表立って行動できるわけじゃないからあまり当てにはしない方が良い」

「え？　監視されてるの？」

「ええ、把握していますわ。少々不ぶ躾しつけな視線が多いので排除の許可を頂きたいところではありますわね」

　ツバキに視線を向けるとすんなり頷いた。そして何やら不穏な発言が。でもツバキに認識されているってことは屋敷のすぐ近くにいるのか？　それともツバキの感覚がおかしいだけか……後者だな。

「ま、待って欲しい！　監視に関しては私達が帰る際に注意して来るよ。人数もさらに減らすように掛け合ってくる。ただ商業ギルドとしても自分達の関係者が関わっている以上、傍観するわけにもいかない事情があるんだよ」

「そういうことなら、そろそろ門番の二人が帰りますから代わりに門番でもするように伝えてもらえませんか？　ただ敷地内に入り込んだら賊と見なしますので注意するように伝えてください」

　隠れて監視されるくらいなら堂々と門番でもしていて欲しい。とはいえただのお飾りなので敷地内に入って来たら賊と見なす。違いが分からないし危険を冒して対応するより賊として対処した方が安全だからね。

「──分かった。伝えるよ。では私達はこれで失礼するよ。何か困ったことがあったらいつでも言って欲しい。全力で力になるよ」

「ヤマト殿、商業ギルドの対応に思うところがある時にも遠慮せずに言って欲しい。この街の領主としてキチンと対応させて頂く」

　……領主の対応に思うところがある時はレベッカさんに言えばいいのかな？　まぁ直接言って欲しいと言うだろうけど。大事になるしね。

「分かりました。何かあったらご相談しますね」

　スンスンに見送りを任せてようやく一息つけた。そこまで長い時間ではなかったけど貴族との話し合いは疲れる。……疲れるんだよ？

「フィーネ、見極めはどうだった？」

「……領主は自分達の繁栄のためヤマヤマを無下にはしないと判断。……でもまだ安心はできない。……今後の対応で判断する」

「Ｃランクポーションの件もあるしヘタな対応はしないんじゃないのか？　商業ギルドも関わっているから登録があってもこの街を出ようと思えば簡単だろ？」

「……商業ギルドが関わっているのではなく、この街の商業ギルド副ギルド長が関わっている」

「同じことだろ？　レベッカさんがギルド長代理みたいだし。そのレベッカさんも下手に出まくっていたぞ？」

「……同じじゃない。……副ギルド長はこの街の商業ギルドを掌しよう握あくしている。……ヤマヤマをこの街から出したくない。……領主寄りの立場」

　……なるほど、レベッカさんとしては俺が商業ギルドを信頼したとしても別の街の商業ギルドを頼ってしまったら面白くないのか。商業ギルド全体を良く見せたいのではなくこの街の商業ギルドを良く見せ、在籍したいと思わせたいわけね。

　だからこそ貴族である領主と協力して動いているわけだと。

「シルフィ、Ｃランクポーションを渡して良かったの？」

「……構わない。……領主がヤマヤマを正当に評価するのであればヤマヤマの力を隠しすぎるのは悪手。……あのポーションとミーシアに使ったポーションを鑑みて、ヤマヤマがＣランクポーションを複数持っている、作れると匂わせる。……これで益々もってヤマヤマを手放せなくする」

「ミーシアに使ったのはＤランクポーションだぞ？」

「……ミーシアの状態については大たい樹じゆ院いんに問い合わせるとすぐに分かる。……普通のＤランクポーションでは魔ま素そ病びようは治せない。……必ずＣランクポーションであったと勘違いする」

　あまり重要度を上げるといらぬ輩やからを招きそうで嫌なんだけど。……今さらか？　商業ギルドに最高品質を大量納品してるし。レベッカさんが上手く誤魔化してくれるって言っていたけど大丈夫だよね。

「勘違いするって、メルメルも見ていたしＤランクポーションって気付いていなかったか？」

「……ヤマヤマがシオンにＤランクポーションって言ったから間違いなく理解している。……でも魔素病を治しているから問題ない。……計画通り？」

「何のだよ。Ｄランクポーションまでは出しても良いと考えていたから問題ないだろ。セルガでさえ作れるなら俺が作れてもおかしくないだろ？」

　コンコン。

　ちょうどいいタイミングで扉を叩く音に会話が中断してしまった。……セルガが作れるなら俺が作れてもおかしくないよね？

「ご主人さまー、ご領主様方はお帰りになりましたー。ザルクさん達も帰らせてよろしいですかー？」

　領主を見送りに行っていたスンスンが戻って来たようだ。ザルクさん達は領主の馬車を見送ったあと商業ギルドの職員と門番を代わり屋敷の方に来ているらしい。事前に連絡していなかったから門番を交代するのに少し揉めたようだけどスンスンが取りなしてくれたそうだ。

「うん。お願い。あとヨウコにザルクさん達の晩御飯を用意してもらっているから持って帰らせて。シオン、今日の賃金は二倍で渡してあげて。もちろん一日分でね」

「分かりました」

　ヨウコには残った材料でザルクさん、娘さん、ダリオさんの三人分の食事を用意するように伝えておいた。食材をそのまま渡してもザルクさん達が作れないなら意味がないからね。

　皆の出勤は昼からになっているけどそんなけち臭いことを言うつもりはない。領主と揉めるかも知れないと言っているのに逃げ出さなかった忠義に報いるためにも、後日皆と相談して希望者は正式に雇用する旨を伝えるとしよう。

　スンスンから俺がわざわざ出向く必要もないと言われたので、スンスンとシオンに任せて部屋で待つことにした。二人が部屋を出てすぐにミーシアが入れ替わりで入って来た。手にはコップを四個乗せたお盆がある。飲み物を運んできてくれたようだ。

「はいなの！　ヨウコから頼まれたの！」

　コップの中身はお茶ではなく黄色い液体だった。フルーティーな香りからして果物のジュースかな。

「これは果実水ですわね」

「……美味しい」

　ミーシアにお礼を伝えて中身を観察しているとツバキとフィーネが顔を綻ほころばせていた。果実水なのか。

　試しに一口飲んでみると今まで味わったことのない甘い蜜のような風味が口に広がった。この世界に来て初めてここまで甘味のある物を味わったと思っていたら商業ギルドから貰った果物を使った飲み物らしい。フィーネ曰くこの辺りではかなり珍しく中々手に入らない果物みたいだ。

「美味しいの！」

　届けに来たミーシアも果実水を飲み笑顔になっていた。…………。それってシオンの分じゃないよね？　シオンとスンスンには廊下で渡したらしい。良かった。




「ご主人さまー、お風呂の用意ができましたよー」

　ザルクさん達も帰り、あとは風呂に入って寝るだけだとリビングで休んでいるとスンスンがやってきた。

　スンスンはいつ休憩しているのだろうと思うくらい動き回っている気がする。用事がある時は常に近くにいるからついつい頼み事をしてしまうんだよね。俺のもとで働くのはもったいないくらい優秀なメイドさんだと思うんだけど。

「ありがとう。それじゃ行って来るね」

「ええ」

「分かりました」

「……分かった」

　一番風呂は家主である俺とすでに決まっていた。ミーシアが屋敷に着いてすぐに入っていると思っていたら水を溜めた桶を使って体を拭いているだけだった。使用人は俺のあとに入るのが決まりとのことだ。あまり長風呂はできないな。最後の人はかなり遅くなってしまうからね。

「…………」

　そしてタオルと着替えを持ったスンスンに案内されるように風呂場にやって来た。そこでスンスンからタオルを受け取り中に入る。

「…………」

　俺の背後に人の気配がある。振り返えるとツバキとシオン、フィーネとスンスンがいた。

　ツバキとシオン、フィーネまではずっと後ろを付いて来ていたからなんとなく分かるけど、スンスンまで入って来るのか……。

「私はお世話係ですー。温度の調整などが必要なのでー」

　熱の魔石を使って温めているそうだけど熱い時は水を水みず瓶がめから足したり、ぬるい時は熱の魔石で調整したりする必要があるからお傍そばに控えますと。そのくらい自分でするから必要ないと言ったけど聞く耳を持ってくれない。

「私は護衛ですわ」

　ツバキとシオンと一緒に入りたい願望は確かにあった。その為に広い浴槽があるこの屋敷にしたと言っても過言ではない。そもそも家を選ぶ基準は風呂が第一だったからね。

　しかし、服越しに触れることと直接触れることに天と地ほどの差があるように、服を着ている状態と生まれたままの姿にはメリリとアルテミリナ様ほどの差があるのだ。

　断言しよう。ツバキ達と一緒に風呂に入ったら血風呂になる、と。一緒に入ることをリアルに想像しただけで顔に血が上り鼻の奥がツーンとしてくる。

　胸を頭に置いても押し付けられてもそんなに気にならなかったのに何故……。これが噂に聞く邪神メリリの呪いか!?

　さすがに一緒に風呂に入っている少年が鼻から血を流しながら見つめていたらヤバすぎだろ。そんな醜態を晒さらすくらいなら血の涙を飲んで我慢するしかないだろう！

「──ツバキは一緒に入らなくても屋敷の中なら侵入者にもすぐに気付けるだろ？」

「私の気配察知をすり抜け主様を狙う強者がいる可能性がありますわ」

　う、うーん。ないと言えるほどこの世界の知識があるわけじゃないけど、敷地の外にまで目が届くツバキを躱かわせる人物が存在するのか？　そんな生物がいたらもう諦めるしかないんじゃないのか？

「わ、私は、旦那様のお背中をお流しします」

　……うん、誰に言われたんだね？　両手で顔を覆うくらいなら待ってていいのに。──というか断るの辛いから普通に待っててくださいお願いします。

「……私はヤマヤマに背中を流させる？」

　普通に聞くとご褒美だけど、一応フィーネは使用人だからね？　ぜひ流したいと思うけど悲惨な結果になりそうだ。さすがに君達に引かれた眼差しを向けられると立ち直れなくなるからね？

「……うん？　スンスン、その服はなに？」

「湯着ですよー？　……着ては駄目ですかー？」

　俺が一人悶々としつつも涙を飲んでいるといつの間にかスンスンがメイド服を脱いで、浴衣のような白い服を着ていた。お風呂でお世話をする使用人が着る、濡れても大丈夫な仕事着みたいだ。そしてよく見るとツバキ達の手に似たような服が抱えられていた。

「こんなこともあろうかと昼間の衣服店で買っておきましたわ。それとも主様は着ない方がお好きですか？」

　着ない方が好きです。だけど着て欲しいです……。──でもスンスンは子供体型だからそこまで気にならないけど、ツバキ達はそれを着ても包み隠せないエロスがあるよ？　特にツバキは零れそうだよ？

「……ヤマヤマ、着替えてる間見てるつもり？」

「っごめん。つい珍しくて」

「主様が見たいのでしたら構いませんわよ？」

「お、お姉さま!?」

　ツバキ達に背中を向けて目を瞑つむっているけど普通に服を脱いでいる音と気配が漂っている。つい湯着の存在を知って拒否しなかったけどこれでも十分にヤバくないか？

　……鼻血って血圧が上がって鼻の粘膜が破れて出てくるんだよね？　ならチビチビポーション飲んでいたら大丈夫かな？

「ご主人さまー、お着替え手伝いますよー」

「──へ？　いや、大丈夫!?　一人で着替えられるよ！」

　後ろを向いたまま着替えずにいたらスンスンが手伝いに来たようだ。さすがに一人で脱げるから。……あれ？　俺の湯着は？

「これは使用人用ですー。ご主人さまはお気になさらず脱いで頂いて構いませんよー？」

　いやいやいや！　俺が気にしますから!?　……は？　もしかして主人にお見苦しいものをお見せしない為の服です、とか言うつもり？　主人は堂々と裸で風呂に入って侍じ女じよは湯着を着ると？

　…………無理無理ッ、ダメ絶対!?　そんな羞恥プレイ望んでいないヨ!?　男女比一対四で男だけ裸とか望んでいないヨ!?　それならむしろ皆脱いでよ！　ポーション瓶咥くわえたまま風呂に入るからさ！

「旦那様、こちらを」

「…………ありがとう」

　湯着を着た色っぽいシオンがタオルをくれた。うん、まぁ男だしこれ一枚でフルプレートを着たくらいの安心感が得られるだろう。…………。君達は先にお風呂行きなさいよ。なんで俺の着替えを皆で見てるの？　誰得なのコレ!?




「──はぁぁぁぁ、生き返るぅぅぅ」

　湯船に肩まで浸かり久しぶりのお風呂に思わず声が漏れ出るなー。

　着替えたあとも紆う余よ曲きよく折せつがあり、現在俺の周りには何故かミーシアとメイプルまでいる。

　まぁ簡単に言うと着替えて浴室に入り、掛け湯の大切さを得々として語ろうとしているとスッパのミーシアが乱入してきたのだ。スンスンが即座に捕獲、自分の予備の湯着を着せて戻って来た。そして何故か湯着を着たメイプルまで一緒に来るという謎現象。使用人は俺のあとに入るんじゃなかったの？

　そしてメイプルさん、意外と着痩せするタイプなのね。湯着の間から覗く谷間が素晴らしい。乳猫に格上げしよう。

「わあー！　わあぁ！　凄すごい凄い！」

「うにゃ！　ミーにゃん、お湯が飛ぶにゃ！　止めるにゃ！」

　広い湯船に興奮したミーシアがはしゃいでいる。被害を受けているのはメイプルだけだから問題ないだろう。湯船の外で待機しているスンスンの表情が笑顔なのに少し怖いけど。

「ふぅぅ、広いお風呂は気持ちが良い物ですわねぇ」

「はぃ。これは気持ちがいいですぅ」

　ツバキとシオンは俺の隣で蕩とろけていた。うん、気持ちは分かる。ただツバキ様、湯着を着ているとは言えそんなに無防備に身体を晒していたら零れそうですよ。……おっと、平常心平常心。俺は芸術が分かる男だ。女体は見て楽しむものであり欲望を搔き立てるものではない。

　幸い皆さん美の女神ヴィーナスのように素晴らしい美しさがあるから芸術作品を見ている気分で接することができるからね。──ミーシアが起こした波紋でツバキの湯着の胸元がヒラヒラとしていて──もう、もう一押し、あ、あとちょっと、あ、あと、あ、あー。

「……ヤマヤマ、見たいならそう言えば見せてくれると思う」

「…………なんのことだろう？」

　俺は紳士。女性をそんなやましい目で見ることはない。

　そしてフィーネよ、見えそうで見えないことに意味があるのだよ。簡単に見せてくれるものに価値はないのだ。

「旦那様のエッチ」

「ふふふ、熱い視線を注がれるのも良い物ですわね」

　……たとえバレていても見えていないから問題ないだろう。うん。

「お兄ちゃん！　お風呂凄いの！」

「ミーシアさんー、はしたないですよー」

　興奮冷めやらぬ様子のミーシアが満面の笑みで近づいてきたけど、先ほどまでの動きが大きかったのかミーシアの湯着が少しはだけていた。スンスンがサッとミーシアの背後に移動して着直させていた。……保母さん？

「ミーシア、お風呂はゆっくり浸かるものだぞ。そんなに暴れているとすぐにのぼせるぞ？　あとスンスンも入っていいよ？　そんなすぐに温度が下がったりしないだろ？」

「そう、ですねぇ。それではお言葉に甘えてー」

　……うん、まぁ素直に入ってくれるのは良いことだ。スンスンはすぐに仕事優先にするからね。──ただ俺の目の前に座ることはないんじゃないかな？　足が閉じられなくなったよ？　結構気まずいよ？　このお風呂結構広いんだよ？　そっちの端の方とか背中を預けられるよ？

「……私のポジション取られた。……スンスン意外と抜け目ない」

「そこはシアの場所だったの！」

「なるほどー、確かに良い物ですねぇー。気持ちいいですー」

　スンスンって意外と図太い性格だね。まぁこう見えて一番年上だからね。フィーネは人間の年齢に換算すると十代くらいだろうし。……でも人間の街で四○年くらい生活していたって言っていたから五○歳越えか。

「……私は永遠の一五歳」

「シルフィお姉ちゃん、いきなりどうしたの？」

「……無ぶ粋すいな気配が漂っていただけ。……きっと私の気のせい。……ね、ヤマヤマ」

「そだねー。……フィーネは綺麗だし気にしなくても良いと思うよ」

「……年寄りと言われて喜ぶ女はいない。……女心を理解して欲しい」

　そんなことを俺に言われてもね。大体ミーシア以外は俺より年上だろ。……スンスンが年上には見えないけど。俺より背が低い数少ないオアシスだからね。……でも俺の目の前に座るのはどうなんだろう。湯着を着ているとはいえ、濡れて張り付いているから身体のラインがハッキリしているって分かっているのかな。まぁスンスンなら別に気にならないけど。

　……しかしスンスンも綺麗な顔立ちだよなぁ。将来は美人になりそうだ。既に大人だからこれ以上美人にはならないのか。……それにしても。














「……ヤマヤマがスンスンに見とれている。……由々しき事態」

「あーいや、スンスンもよく見ると髪の毛が跳ねてるなって」

「────」

「……ヤマヤマ、さすがにそれはヒドイ」

「旦那様、いま、も、って言いましたよね？　それは誰のことを言っているのでしょうか？」

　……あれ？　ツバキとミーシア以外の女性陣がスーッと離れて行った。どうやら禁忌呪文を唱えてしまったようだ。

　でも目の前に座られていたから嫌でも目に入るし。別にボサボサだね！　とか言ったわけじゃないんだよ？　シオンとフィーネが昼間言っていたからついつい目が行っただけだから。別にそれでみんなの魅力が落ちるわけじゃないよ？

「シアの場所が空いたの！」

「ミーシア、お風呂でくっつくのはダメ、絶対。他の人に怒られる前に離れてくれ」

「でも皆向こう側に行ったよ？」

「…………それでも離れてね。隣にいていいから。そうじゃないとツバキに離れさせるよ？」

「ッ！　分かったの！　隣で大人しくしてるの！」

　ツバキの視線を受けたミーシアが視線を躱すように俺の隣にちょこんと座った。そしてそれを見たシオンから何か言いたげな眼差しが。いや、離れて行ったのはそっちだからね？

「主様、髪は女の命ですわよ？」

「ツバキは離れないじゃん。それに貶おとしめるつもりはないよ？　ちょっと気になっただけで」

「……そのちょっとが命取り。……ヤマヤマに直接指摘されたら立ち直れない」

「そうです。ですからあまりこちらを見ないようにしてください」

　……それはそれで俺が傷つくよ？　…………。ふむ。髪のダメージか。

　本当は一緒にお風呂に入るのがツバキとシオンだけなら薬湯風にポーションを湯船に投入することも考えていたけど他の皆が来たからね。さすがに控えましたよ。

　でもシオンにこんなことで離れられるのはちょっとイヤだし、ツバキも気にしていない風を装いながらも髪の毛を撫でている。たぶん無意識なんだろう。本当に気にする必要なんてないけど言葉で言っても意味はないだろうなー。……なので少しヤラカソウカナ。

　この世界にシャンプーやトリートメントなんて物は当然存在しないようだ。フィーネがシオンと話していたのは香油を使ったお手入れ方法みたいだけど詳しいことは説明されても俺では分からない。シオンとフィーネは熱く語り合っていたけどね。

　以前、髪の毛は死んだ細胞説と生きて栄養を得て進化する説を美容室で聞いたことがあったな。──いや、どっちだよって言いたいが。──というわけで実験の時間です。

「ツバキさん、ちょっと髪の毛貸して？」

「…………。返してくださいね？」

「いや、切ったりしないからね!?　ちょっと……、ちょっと……、……ちょっと、実験がしたい、だけ」

　他に言いようが浮かばない……。髪の毛のお手入れをしたい？　うん、ツバキの長い髪を触るのは心惹かれるからそっちの方が良かったかも。

「「「…………」」」

　女性陣からの視線が熱い。というかツバキが不安そうな表情を浮かべている。止めてッ！　そんな目で見ないで!?　……これは絶対に失敗できない。

　スンスン達もいるので桶おけにお湯を入れて一旦脱衣所へ。さすがに目の前で出すわけにもいかないからね。

　そして取り出すはテッテテー！　Ｂランクポーション。直接かけるのはなんか違うと思うのでお湯に溶くことにしてみた。とりあえず最初だからまずは半分くらい入れてみるか。どぼどぼグルグル、はい完成！　「ぽーしょんシャンプー（仮）」と名付けよう。栄養シャンプーが良い？　香りは極秘。改良が必要です。

　改めて浴室に入ると湯船から上がって正座をしているツバキとそれを遠くで見つめる女性陣。……なにこれ、刑執行？　切腹でもするの？

「主様、覚悟はできましたわ。ひと思いにお願いしますわ」

「なんの覚悟だよ。別に髪切ったりしないからね？　ツバキのその長い髪、俺好きだからね？」

「……髪伸ばそう」

「私も伸ばします」

「私も伸ばした方がいいでしょうかー」

「シアも伸ばすの！」

「にゃう？」

　……離れた外野がうるさい。まぁいいや。早く楽にしてあげよう。

「それじゃちょっと髪借りるね。……おぉ、意外とずっしり。うん、綺麗な髪だね」

「ありがとうございます」

　さすがにこのタイミングで枝毛とか言わないよ？　今のツバキに冗談は通じない気がする。ササッとやっちゃおう。

　まずは、毛先を浸ひたしてみるか。……うん、変化なし。ぽーしょんシャンプー（仮）入りの桶に数秒浸してみたけど少なくとも目に見える変化はない。というか毛先だけじゃよく分からん。うーん。ちょっと一束分を分けて全体的に馴染ませてみようか。

「ツバキ、もし変なことになったら責任取るから」

「ッ！」

　たとえツバキの髪一束分の色が変わったとしても俺はツバキから離れたりしない。髪が生え変わるまでツバキのいかなる要望も聞き届けよう。

　意を決して桶からぽーしょんシャンプー（仮）を掬ってツバキの髪に塗り込むように馴染ませる。浴槽の端の方でフィーネが騒いでいるけど気にしない。

「……お、おぉ？　おぉぉ？」

「あ、主様、不安になる声を出さないでくださいませ」

「あぁごめん。でもほら、見て」

「──ツヤが、それにサラサラですわね。他の髪と全然違いますわ」

　うん、他の髪は少しゴワゴワしているけどぽーしょんシャンプー（仮）を馴染ませたところだけトリートメントをしたみたいにツルツルサラサラだ。

　実験は成功かな？　──髪は回復する。これで将来ハゲたとしても希望が持てそうだ。ただし異世界に限る。

「主様、ここだけサラサラではおかしいと思いませんか？」

「──はい。全部やります」

　いやいいけどね。ツバキのその笑顔が見られたなら満足ですよ。あとから髪の毛をふわぁってして遊ばせてもらうからね。

「あのぉ、旦那様？」

「……ヤマヤマにお願いがある」

　シオンとフィーネがいつの間にか近づいて来ていた。上目遣いでお願いされても知りません。俺にはツバキの髪と戯たわむれるという使命があるのだ。

　…………ま、そのあとにシオンとフィーネの分までやりましたけどね。





　　　　※






「やぁ、調子はどうだい？」

　石造りの空間に陽気な声が響き渡る。揺らめくロウソクの灯りに照らされるその部屋には現在二人の男性の姿があった。

「──この姿を見て、いいと思うのか？」

　陽気な声をかけて入ってきた男──メルビンの問いかけに答えたのは、両手を後ろで縛られた状態で床に座っているセルガである。

　二人の間には鉄格子があり、セルガは現在、警備隊の詰め所にある牢屋にいた。

「まぁ、命があるだけいいのではないかな？　キミの計画通りにことが進んでいたなら、今頃どうなっていたことやら。……まさに神をも恐れぬ蛮勇だよ」

　メルビンはリンダから受け取った手紙をセルガに見せる。それを見たセルガはどうしてメルビンが計画を知っていたのか理解して唾を吐き捨てた。

「俺が書いたものじゃねぇな。筆跡が違う。それは証拠にならねぇぜ。……あんたは俺が仲間内で集まっているところを襲ったんだ。これは問題になるぜぇ？」

　セルガは勝ち誇った顔でメルビンを見上げる。ただの警備隊長が貴族の子弟である自分を襲ったことは許されることではない、とメルビンに脅しをかける。

　しかし、当のメルビンはセルガの言葉を聞き流しながら手紙に目を通す。手紙を再度読んだメルビンはセルガに憐あわれみの視線を向ける。その視線に怒りを覚えたセルガはメルビンを睨にらみ返かえすが、牢屋の中で両手を縛られたセルガの姿に凄みはない。

「竜人の秘密を知っている、バラされたくなければ一人で地図の場所まで来い、か。典型的で頭を疑う手紙だけど、これを見たヤマト君が一人で来ると思っていたのかい？」

　メルビンの態度から十分な後ろ盾を用意しての行動であると悟ったセルガは視線をそらしながら忌々しそうに語りだす。

「……別に竜人を連れて来ても関係ねぇよ。そのための戦力を用意していたんだよ」

「戦力？　まさか、私達が制圧した者達のことを言っているのかい？　あの者達がその戦力だと？」

　メルビン達第一警備隊は地図に書かれていた場所へ向かい、セルガ本人とならず者達を捕らえていた。警備隊一五名に対して、セルガ達は二○名。多少苦戦するもメルビン達警備隊はセルガ達を全員捕まえることに成功していた。

「そうだ。第一警備隊が精鋭揃いって噂は聞いている。お前達が動いていたとは、運がなかったぜ」

　観念して罪を告白するセルガに対して、メルビンはその内容に肩を震わせていた。

「くく、ふふ、ははっ、ははは！　い、いや、すまない。まさか、あの竜人二人を相手にあの程度の者達でどうにかなると？　は、ははは！　いや、凄い。それは本当に凄いよ。キミ達は勇者だったのか。第一警備隊どころか、この街の警備隊が全員出動しても今の彼女達を止めることは不可能だろう。ヤマト君と出会う前の彼女達ならまだやりようはあったけどね」

　突然笑い出したメルビンに不快感を露あらわにするセルガであったが、メルビンの話す内容が噓や冗談の類いではないと、奇妙な説得力を感じていた。

「……お前、何者だ？　ただの平民じゃねぇな？」

「そうだね。キミになら明かしても問題ないか」

　メルビンが懐から取り出したメダルを確認したセルガは驚きよう愕がくの表情を浮かべる。メルビンが見せたメダルにはベルモンド家の紋章が刻まれている。それを持つことが許されているのはベルモンド家の直系のみ。偽造はありえない。そうなると答えは一つ。

「……そういうこと、ですか。だから親父があんなに焦って謹慎を言いつけてきたわけか。あのガキは領主様のお気に入りですか」

「口の利き方を指導したいところだけど、私がやらなくても適任がいるから今回は不問としよう。キミも貴族家に連なる者だ。これからどうなるか分かっているだろう？」

「……さすがに処刑はないでしょう。──貴方あなたが来たってことは、追放ですか？」

「残念ながらキミをただ追放することはできない。キミにこの街の周辺にいてもらっては困るんだ。キミにはバンダル辺境伯のもとに行ってもらう。すでにヴァリド男だん爵しやくとは話がついているから安心したまえ」

　メルビンの発言に目を見開いて驚愕を露にするセルガ。父親であるヴァリド男爵が許可を出している以上セルガに拒否することは許されないと知りながらも、それでもメルビンに温情を求め床に頭をこすり付け懇願する。

「バンダル卿のところだけは許してください！　あのガ、いや、ヤマト殿に謝罪でもなんでもします！　金輪際近づかないと誓います！　貴方ならまだどうにかできるでしょ!?　あそこだけは嫌だ！」

　バンダル辺境伯は国境線を守護する軍人。常に最前線の砦とりでで任務に当たっており、その性格は謹厳実直。不正を許さず、性根が歪んでいる者を嬉々として矯正することから、問題を起こした貴族子弟の最終預かり場所となっていた。地獄のしごきを耐え、魔物や魔獣の蔓延はびこる魔境を生き抜いた者は優秀な兵士へと成長する。そして、バンダル辺境伯のもとで兵士として訓練をした者は実家の貴族位を継ぐことができないと定められていた。

「その言葉が聞けて良かった。これでヤマト君に対しても面目が保てるよ。キミはキミがやったことの重大さをよく考えることだ。これでも破格の温情だ」

　セルガの叫び声を背に、メルビンは牢屋を出ていく。詰め所の外に出ると綺麗な満月がメルビンを照らしていた。

　ヤマトが動いた場合の周囲への影響を考えたメルビンは早々にセルガを追放し、罰を与えることで収拾を図ることにした。しかし、それがヤマトの意に反することであるのでは、と胃の痛みを感じていた。

「──ヤマト君が納得してくれるといいのだけど」

　ヤマトの怒りが薄れてくれることを月に願いつつ、腹部をさすりながらメルビンは帰路につくのであった。






あとがき






　『ポーション成なり上あがり。』ついに２巻が発売されることとなりました。

　１巻に続き、２巻も手に取ってくださいました、読者の皆様へ感謝申し上げます！

　２巻は新キャラも増え、イラストもより華々しくなりました。みこ先生の画力に脱だつ帽ぼうです。魅力溢れるヒロイン達に目を奪われたのは私だけではないでしょう。

　表紙のイラストに目が止まり、思わず手に取ってあとがきから見ている方もいそうですね。表紙のイラストは物語で最も多く描かれるシーンです（笑）

　本作の表紙を飾るに相応ふさわしい最高のワンカットでしょう。




　告知を一つ。令和三年三月に開催されるＫＡＤＯＫＡＷＡ主催のイベント「らのすぽ」に『ポーション成り上がり。』が参加することになりました。そちらでも、みこ先生の素晴らしいイラストと書き下ろしのＳＳが見られますので、是非ともご覧ください。

　イラストが素晴らしく、イラストに合わせて内容を変更する事になったほどです（笑）

　それでは今後とも『ポーション成り上がり。』をよろしくお願いいたします！
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ポーション成なり上あがり。２




～楽らくに簡かん単たんに稼かせげるスキル下ください～
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